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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　新しん生せい活かつスタート！




　とある住じゅう宅たく街がいの一いっ角かくに、大おおきな洋よう館かんがあった。

　家いえの壁かべに、ツタがからまっているところを見みると、かなり古ふるい建たて物もののようだ。

　パッと見みるだけだと、だれも住すんでいない、廃はい墟きょのようにも見みえる。

　けれど、よく観かん察さつしてみると──

　その家いえの広ひろい庭にわは、キレイに丹たん精せいされていて、色いろとりどりの花はなや木き々ぎが植うえられているし、キッチンと思おもわれる部へ屋やから、空くう腹ふくを刺し激げきするようなコンソメのイイ香かおりがしてくる。

「ほら！　雨あめ、降ふってきちゃった！」

　いきおいよく、門もんがひらいたかと思おもうと、栗くり毛げ色いろの髪かみをなびかせた少しょう女じょが、家いえの庭にわへ駆かけこんできた。

　少しょう女じょの名な前まえは、高たか野の杏あん樹じゅ。この家いえの住じゅう人にんだ。

「あー、めだつようになってきちゃったな」

　ところどころに伸のびている雑ざっ草そうを見みて、杏あん樹じゅは、かるくため息いきをついた。

「つぎの週しゅう末まつは、草くさむしりかな……」

　言いいながら、裏うら庭にわへとまわる。

　そこには、風かぜにゆられている洗せん濯たくものがあった。ポツリ、ポツリと雨あめが落おちる。

「まずい、まずい！　ぬれちゃうっ！」

　あわてて、洗せん濯たくものをとりこんでいく。

「シルフも１枚まい、てつだって！」

　杏あん樹じゅはそう言いって、真まっ白しろなシーツを空くう中ちゅうにかけた。

　そう、かけたという表ひょう現げんがただしい。

　なぜなら、シーツは落おちることなく、そのまま空くう中ちゅうに浮ういていたから。

「こらあー、精せい霊れい使づかいがあらいぞぉ！」

　声こえとともに、シーツの間あいだから、小ちいさな人ひとが顔かおを出だす。

　身しん長ちょうは20センチほど。大おおきな帽ぼう子しとクツ。

　そして長ながい耳みみがトレードマークの、風かぜの精せい、シルフだ。

　北ほく欧おうの妖よう精せいで、杏あん樹じゅにある能のう力りょくが目め覚ざめてから、ずっといっしょに行こう動どうしている。

　もちろん学がっ校こうにもいっしょに行いっているけれど、シルフの姿すがたはだれにも見みえない（らしい）。

「ほら、シルフもうちの家か族ぞくの一いち員いんでしょ、てつだってよ！」

「えーっ？　ボクは、味あじ見み専せん門もんなんだけどなぁ……」

「そんな担たん当とう、ありませんっ！」

　杏あん樹じゅは、洗せん濯たくものが山やまづみになった大おおきなカゴを持もちあげた。

「っていうかさ、さいしょから部へ屋やの中なかに、干ほしとけばよかったのに……」

　シーツをかぶったまま、シルフはふわふわと空そらを上じょう下げした。

　はたから見みると、日にっ中ちゅうにあらわれたオバケのようだ。

「だって、洗せん濯たくものはやっぱり、外そとに干ほしたいでしょ。本ほん当とうは、完かん全ぜんに晴はれた日ひに干ほせたらいいんだけど──」

「杏あん樹じゅには、ムリでしょ。洗せん濯たくものかかえて、倒たおれることになるよ」

「わかってるもん、それくらい」

「はやく覚かく醒せいするといいんだけどね、杏あん樹じゅも」

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは目めをふせた。

　晴はれた日ひになると、イヤでも──自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアであることを知しらされる。

　そうなのだ。

　杏あん樹じゅはつい最さい近きんになって、自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアであることを知しった。

　北ほく欧おうから日にっ本ぽんにやってきた、杏あん樹じゅのおじいちゃんは──じつは吸ヴァ血ンパ鬼イアで、杏あん樹じゅと、兄あにの光こう哉やは、その力ちからを隔かく世せい遺い伝でんとして受うけついでしまった。

　光こう哉やは、あっという間まに吸ヴァ血ンパ鬼イアとしてなじんで、ふつうに中ちゅう学がく生せいとして生せい活かつしているけれど……杏あん樹じゅは、いつまでもなれない。

　副ふく作さ用ようのように、太たい陽ようが苦にが手てになり、ニオイを強つよく感かんじすぎるようになってしまったから。

　ニオイの感かん度どは最さい近きん、人ひとなみになってきた。

　だけど、太たい陽ようはいまだにダメなまま。

　今日きょうみたいな、くもりの日ひや、雨あめの日ひ以い外がいは、家いえの外そとに出でられない。

　それが、一いち番ばんつらかった。

「あーあ。ほんと、吸ヴァ血ンパ鬼イアってめんどう……」

「ま、そのうち治なおるでしょ。光こう哉やも気きづいたら、いつのまにか覚かく醒せいしてたわけだしさ」

　シルフが明あかるく言いった、そのときだった。

「ぎゃ、ぎゃあ──────────っ！」

　キッチンから悲ひ鳴めいが聞きこえた。

　杏あん樹じゅとシルフは、顔かおを見みあわせる。

「な、なに……？」

　おそるおそる、勝かっ手て口ぐちからキッチンをのぞきこむ。

　そこには、うずくまっている銀ぎん髪ぱつの青せい年ねんがいた。

「ヴァル!?」

　あわてて駆かけよった杏あん樹じゅを見みて、ヴァルと呼よばれた青せい年ねんは、よろよろと立たちあがった。

　白しろいかっぽう着ぎを着きて、頭あたまには白しろいずきんをかぶり、銀ぎん色いろの長ながい髪かみを、うしろでひとつにまとめている姿すがたは──まるで、おばあちゃんのようだった。

「あ、杏あん樹じゅさま……」

　ふり返かえったヴァルは、切きれながの目めを杏あん樹じゅにむけた。

　ととのった美び形けいの顔かおは、いまにも泣なきだしそうに、ゆがんでいる。

　ヴァルは少すこし前まえまで、高たか野の家けの大おおきすぎる飼かい犬いぬだった。

　が、杏あん樹じゅのおじいちゃんがいなくなってからは、保ほ護ご者しゃ役やくとして、つねに人ひと型がたになっている。

　こんなかっこうをしているけれど、神しん狼ろう族ぞくと呼よばれる、れっきとした精せい霊れいなのだ。

　その土と地ちがゆたかになるように、と祈いのりをささげる精せい霊れいのヴァルは、あらそいごとが嫌きらいな、平へい和わ主しゅ義ぎ者しゃだ。

「ヴァル、いまの悲ひ鳴めい……どうしたの？」

　ヴァルを気きづかいながら、杏あん樹じゅはキッチンの中なかを見みまわした。

「あの、いえ、その……」

　おずおずと、右みぎ手てを杏あん樹じゅの前まえに差さしだす。

　指ゆびさきには小ちいさな切きりきずがあって、血ちがにじんでいた。

「……そんな、ちょこっと切きっただけで、その悲ひ鳴めい？」

　シルフが、傷きず口ぐちをのぞきこみ、ため息いきをつく。

「血ちは苦にが手てなんですよ……」

「それでもオオカミの化け身しんかっ！」

　シルフの言こと葉ばで、しょぼんとするヴァルを横よこ目めに、杏あん樹じゅはいそいで、戸とだなから救きゅう急きゅう箱ばこをとりだした。

「はやく消しょう毒どくして、バンソウコウ貼はろう。ね？」

　杏あん樹じゅはてぎわよく処しょ置ちをしていく。

「包ほう丁ちょうで切きるときは、おさえるほうを〝ネコの手て〟にしないとダメだよ」

「はあ。どうしても、指ゆびが伸のびちゃうんですよね」
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　ヴァルは、苦にが笑わらいしながら、指ゆびさきをなでた。

「ありがとうございました、杏あん樹じゅさま。ところで、どうして勝かっ手て口ぐちから？」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅはハッとなる。

「そうだ！　洗せん濯たくもの！」

　勝かっ手て口ぐちの前まえに、おきっぱなしになっていた洗せん濯たくカゴを、キッチンの中なかへと運はこびこんだ。

「うわぁ……湿しめっちゃってる」

「雨あめですか……ぜんぜん、気きづきませんでした。とりこませてしまい、もうしわけありません」

　しょげるヴァルを見みて、杏あん樹じゅは首くびをふった。

「なんで、ヴァルがあやまるの。家か事じは、みんなで協きょう力りょくするって決きめたじゃない。今日きょうは、私わたしが洗せん濯たく当とう番ばんなんだし」

　杏あん樹じゅのおじいちゃんが、ある使し命めいを終おえて消きえた──死しんでしまったあと、残のこった４人にんで決きめたことだ。

　一いち時じは、おじいちゃんがいなくなったあとの生せい活かつを心しん配ぱいして、杏あん樹じゅのお父とうさんとお母かあさんが、日にっ本ぽんに帰き国こくするという話はなしも出でた。

　だけど、お父とうさんは世せ界かい中じゅうを飛とびまわる有ゆう名めいなピアニストだし、お母かあさんはそのマネージャーだ。家か庭ていの事じ情じょうとはいえ、すぐに帰き国こくするのはむずかしかった。

　電でん話わで話はなしあった結けっ果か、ヴァルを保ほ護ご者しゃとして、みんなで協きょう力りょくすることになった。

　だから、家か事じも、ヴァルにだけまかせることはしない。

　お父とうさんとお母かあさんは、「みんなが協きょう力りょくして生せい活かつするなら」と、帰き国こくをとりやめ、いまもいそがしく、海かい外がいを飛とびまわっている。

　連れん絡らくがあまりとれないのも、あいかわらず。

「にしても、すごい雨あめですね……お風ふ呂ろ、準じゅん備びしておきましょうか」

「今日きょうは、おにいちゃんがお風ふ呂ろ当とう番ばんなんだから、サボらせちゃダメだよ」

　と、そこへ玄げん関かんのチャイムが鳴なった。

「おっ！　ウワサをすればなんとやら、だな」

　シルフは苦く笑しょうしながら、玄げん関かんへと駆かけていく杏あん樹じゅを見みおくった。







　　　　２　ヴァンパイア大たい使しのあとつぎ




「おにいちゃん、ごはんだよ！」

　今日きょうの夕ゆう飯はんの、ポトフをテーブルにおきながら、杏あん樹じゅはテレビのニュースを見みている光こう哉やに声こえをかけた。

「お、わりぃ。オレもてつだうよ」

　そう言いいながら、光こう哉やはテレビを消けす。

　おぎょうぎにうるさかった、おじいちゃんのしつけは、いなくなったいまでも生いきている。

「もういいよ、ならべたし」

　杏あん樹じゅが席せきにすわると、キッチンから、かっぽう着ぎをぬいだヴァルが出でてくる。

「さ、食たべましょうか」

　みんなが食しょく卓たくにつく（シルフはさすがにイスにすわると届とどかないので、テーブルの上うえにおいた、小ちいさな箱はこにすわっているけれど）。

「いっただっきまーす！」

　ヴァルの得とく意い料りょう理りのひとつ、ポトフを食たべながら、光こう哉やがむずかしい顔かおをして口くちをひらいた。

「ところで、オレらってさ、このままでいいわけ？」

「と言いいますと？」

　ヴァルが首くびをかしげる。

「このあいだ、じいちゃんの代かわりに、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいの──なんつったっけ？」

　光こう哉やに聞きかれ、杏あん樹じゅはサラッと答こたえた。

「ＷＦＡでしょ」

「そうそう、それ。それの、公こう式しきの大たい使しに任にん命めいされたじゃんか」

　そうなのだ。

　杏あん樹じゅと、杏あん樹じゅの兄あに・光こう哉やは、おじいちゃんがやっていた、世界Ｗ精霊Ｆ同盟Ａの特とく別べつ管かん理り大たい使しという役やくを、長おさである大だい魔ま女じょのモルガン・ル・フェイから仰おおせつかった。

　ようは、おじいちゃんのあとを継ついだのだ。

「それなのに、もう２週しゅう間かん近ちかくたっても、オレたち、大たい使しとしてなんもしないから……実じっ感かんもないっつーか」

「たしかに……」

　光こう哉やの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはうなずいた。

　特とく別べつ管かん理り大たい使しのお仕し事ごとは、おもに３つ。

　海かい外がいからきた精せい霊れいたちに、日にっ本ぽんのことを教おしえ、案あん内ないすること。

　国こく内ない外がいを問とわず、精せい霊れいたちのまわりでおきる事じ件けんの、トラブルを処しょ理りすること。

　人にん間げん界かいで悪わるさをする精せい霊れいがいたら、説せっ得とくして、自じ国こくに帰かえすこと（光こう哉やの言こと葉ばで言いえば、「やっつけること」になるのだろうけれど……）。

　杏あん樹じゅは、スプーン片かた手てに考かんがえこんでいる光こう哉やを、じっと見みた。

「おもしろがってひき受うけたわりには、おにいちゃんもちゃんと考かんがえてるんだね」

「あたりまえだろ。受うけたからには、しっかりやらないと」

　ヴァルが、光こう哉やと杏あん樹じゅを見みて、にこやかに言いった。

「そうですね。では、そろそろ、あいさつ状じょうを出だしましょうか」

「あいさつ状じょう!?」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、顔かおを見みあわせた。

「なにそれ？」

「私わたしたちが日にっ本ぽんの大たい使しになりましたよ、っていうあいさつ状じょうです。日にっ本ぽんの精せい霊れいや妖よう怪かいに出だして、協きょう力りょくや情じょう報ほうをおねがいするんです。イーヴァルさまのときも、私わたしがおてつだいしたんですよ」

「そっかぁ。おじいちゃんも、出だしたんだね」

「はい、日にっ本ぽん人じんとして帰き化かしてから、すぐに」

　日にっ本ぽん人じんになるための手てつづきをして、すぐに、日にっ本ぽんの妖よう怪かいたちのために、大たい使しを引ひきうけたおじいちゃん──

　思おもいだすと、涙なみだが出でそうになる。

「お２人ふたりの気き持もちが落おちついたころ、おねがいしようと思おもっていたのですが──食しょく事じが終おわったら、今こん夜や、さっそくやりましょうか？」

「そうだな。初しょ七なの日かもすぎたし、いいかげん、動うごかねーと。ずっとウジウジ悲かなしんでるのって、性しょうに合あわねーし」

　光こう哉やがそっと杏あん樹じゅの頭あたまをなでる。

「杏あん樹じゅ……おまえも、もうだいじょうぶだよな？」

　そうだ。

　悲かなしんでばかりじゃ、なにもはじまらない。

（おじいちゃんのあとを継つぐって、ちゃんと決きめたんだから……）

「うん、私わたしもやるっ！　今日きょう書かいちゃおう！」

　杏あん樹じゅと光こう哉やを見みて、ヴァルは立たちあがった。

　目めの前まえのおさらは、すでにからっぽになっている。

「では、準じゅん備びをしてきますね」

「え？　みんなでいっしょに準じゅん備びすればいいじゃない」

　まだ、ぜんぜん食たべていない杏あん樹じゅは、ヴァルを引ひきとめた。

「地ち下か室しつから、いろいろと持もちださねばなりませんので──」

「ちょっと待まて」

　光こう哉やが、いぶかしげにヴァルを見みた。

「うちに、地ち下か室しつなんてあったか？　聞きいたこともないぞ」

「ものおきの下したです」

「えええええええええええ」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、そろって顔かおをしかめる。

　生うまれてからいままで、ずっとこの家いえで暮くらしてきたのに、地ち下か室しつがあるなんて知しらなかった。

　ものおきには、庭にわの手て入いれ道どう具ぐや工こう具ぐがしまってあるだけと思おもっていたけれど、そこに地ち下か室しつがあったなんて……。

「お２人ふたりは、ゆっくり食たべてくださいね」

　絶ぜっ句くする２人ふたりをあとに、ヴァルはさっさと勝かっ手て口ぐちから出でていってしまった。

「地ち下か室しつかぁ……な、杏あん樹じゅ、あとで見みにいこうぜ」

「えー、やだよー。オバケとか出でたら、どうするの」

「自じ分ぶんだって、吸ヴァ血ンパ鬼イアじゃん」

　シルフに言いわれて、ハッとなる。

「そ、そうだけど……私わたしとオバケは、ちがうでしょ」

「ヘンケンはよくないぞ！」

「ヘンケンって言いわれても……」

　こわいものはこわい。

　でも──

「考かんがえてみたら、日にっ本ぽんの妖よう怪かいって、だいたいがオバケみたいなもんだっけ……？」

　よく知しらないけど、だれもが知しっていそうなところだと──ひとつ目め小こ僧ぞうとか、ろくろ首くびとか、ざしきわらしとか、カッパとか、口くち裂さけ女おんなとか。

「うーん……」

　想そう像ぞうすると、進すすんでなかよくなりたいとは、とても思おもえない。

「協きょう力りょくしてもらうんだから、こわがっちゃまずいだろ」

　光こう哉やが、口くちをモゴモゴさせながら言いう。

「食たべながら、しゃべらないでよ……」

　杏あん樹じゅは、ひとつため息いきをついた。

　おじいちゃんが残のこしてくれた、精せい霊れいについて書かかれた本ほんを毎まい日にち読よんでいるので、人にん間げんじゃないもの──〝あやかし〟のことは、ずいぶんわかってきた。

　それに、ちょっとは、なれてきたとは思おもう。

　それでも、やっぱりこわいのだ。

「ま、そのうちこわくなくなるさ。ほら、はやく食くって、洗あらいものしちゃおうぜ」

　光こう哉やはそう言いって、立たちあがった。

「う、うん」

　残のこっていたポトフを口くちに入いれる。

　キッチンの中なかへ食しょっ器きを運はこんでいくと、ほこりまみれになったヴァルが、勝かっ手て口ぐちから入はいってくるところだった。

　両りょう手てでかかえるようにして、紙かみとインクつぼに入はいったペンを持もっている。

「お待またせしました。あ、光こう哉やさま、おさらは私わたしが──」

「いいんだよ、オレと杏あん樹じゅがやるって決きめたんだから」

「うん、そうそう。なんでも自じ分ぶんでやろうとしないで」

　そうですか、と納なっ得とくしかけて、ヴァルはふり返かえった。

「あ、おなべの中なか身みはそのままで……明日あしたの朝あさごはんに使つかいますから」

「わかったぁ。冷れい蔵ぞう庫この中なかに入いれとくね」

「それと……おなべは、金かねたわしで洗あらわないでください。傷きずがつくので」

「はぁーい」

「なんか、あいつ、やたらと細こまかくねぇ？」

　光こう哉やが、ガチャガチャと食しょっ器きを洗あらいながら、小こ声ごえで言いった。

「まぁ、ヴァルらしいって言いえば、ヴァルらしいよね」

　杏あん樹じゅは、おさらをふく手てをとめて、クスッと笑わらった。

「ね、おにいちゃん、いまの聞きこえた？」

「は？　なにが？」

「リビングで、シルフが──」

　と言いって、そっか、とつぶやいた。

　耳みみがするどいのは、杏あん樹じゅだけ。

　兄あにである光こう哉やは、嗅きゅう覚かく、聴ちょう覚かくともに、ふつうの人にん間げんと同おなじくらいで、そのぶん、なみはずれた運うん動どう神しん経けいがあるし、空そらも飛とべる。

　２人ふたりとも〝吸ヴァ血ンパ鬼イアの孫まご〟だけれど、それぞれ個こ性せいがあるのだ。

「なんだよ」

「ううん、なんでもなーい」

　無む意い識しきのうちに人ひとの話はなしを聞きいてしまうのは、ぬすみ聞ぎきと同おなじだと、杏あん樹じゅは努ど力りょくして聞きかないようにしていた。

　それは、学がっ校こうにいても同おなじこと。

（でも、いまんとこ、どうすることもできないんだよねぇ……勝かっ手てに耳みみに入はいってきて……本ほん当とうに、こまっちゃう）

　そんなことを考かんがえていた杏あん樹じゅは、

「さら、片かたづけるよ」

　という光こう哉やの言こと葉ばにハッとなった。

　無む意い識しきのうちにふいていたおさらが、杏あん樹じゅの前まえにつみあがっている。

「ボケーッとしてないで、はやく行いこうぜ」

「う、うん」

　２人ふたりがリビングにもどると、そこには紙かみが山やまづみになっておかれていた。

「やー、２人ふたりとも、おつかれさーん！」

　そう言いって、シルフは、テーブルの上うえにペタンとすわった。

「あっ、シルフ、その上うえはダメです！」

「ん？」

　シルフがすわったのは、黄きばんだような色いろをしている白しろい紙かみだった。
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「なにこれ？」

　杏あん樹じゅが、そっと１枚まい、つまみあげる。

　手てざわりが、ふつうの紙かみとはちがう。

　なめらかで、みょうにしっとりしていて、かすかにデコボコとしていた。

「これが、あいさつ状じょうの紙かみ？」

「そうです、羊よう皮ひ紙しというんですよ。古こ代だいから伝つたわってきた紙かみです」

　ヴァルの説せつ明めいに、へぇ、と杏あん樹じゅは、つまみあげた紙かみを見みた。

「羊よう皮ひってことは、ひつじの皮かわでできてるってこと？」

「そうですよ。なめして、薄うすくしたものなんです」

　光こう哉やが紙かみを前まえにして、首くびをかしげた。

「で、なに書かいたらいいわけ？」

「これを参さん考こうにしてください」

　言いって、ヴァルは、杏あん樹じゅと光こう哉やの前まえに、１枚まいの紙かみを差さしだした。

　そこには──





　このたび、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい（略りゃく、ＷＦＡ）より日にっ本ぽんの特とく別べつ管かん理り大たい使しに任にん命めいされました。

　イーヴァル・クヌッセンと申もうします。

　北ほく欧おうノルウェーからの入にゅう国こくとなりましたが、先せん日じつ帰き化かし、日にっ本ぽん人じんとなりましたことを、重かさねてご報ほう告こくいたします。


イーヴァル・クヌッセン　　　　　

改あらため　高たか野の　伊い右衛え門もん　　　　　








　名な前まえの下したには、黒くろずんだ赤あかい色いろをした、指し紋もんのあとがあった。

「もしかして、血けっ判ぱん？」

　光こう哉やが顔かおをしかめる。

「血けっ判ぱんってなに？」

「自じ分ぶんの血ちをつけて、指し紋もんを押おすんだよ」

「血ち!?」

　もう一いち度ど、まじまじと見みてみる。

（これがおじいちゃんの血ち……？）

　そっとなでてみる。

　紙かみにしみこんでいて、かすれもしなかった。

「オレらも、じいちゃんと同おなじようにしたほうがいいのかな？　でもなー」

　光こう哉やが考かんがえこんだ。

「血けっ判ぱんの使つかいかた、ちがわねぇか？　複ふく数すうの人ひとたちと誓ちかいあった証しょう明めい書しょとかに押おすのが、血けっ判ぱんだろ」

「ということは──」

　ヴァルも腕うでを組くんで考かんがえる。

「イーヴァルさまは、拇ぼ印いんとカンちがいしたのでしょうか？」

「拇ぼ印いんって、指し紋もんをハンコの代かわりにするんだよね？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、ヴァルがうなずいた。

「日に本ほん語ごって、ややこしいからなぁ」

　おじいちゃんのあいさつ状じょうをのぞきこんでいたシルフが、あきれたように言いった。

「それにさ。もし、血けっ判ぱんでやらなきゃいけないとしても、杏あん樹じゅは、どうかわからないけど……光こう哉やの治ち癒ゆ能のう力りょくは、ハンパないからムリでしょ」

「たしかに、それもそうだな」

　光こう哉やが笑わらった。

「傷きずがすぐなおるのも、ちょっとこまるよな。便べん利りだと思おもってたけど」

「えっと、じゃあ……どうするの？」

　おじいちゃんのあとを継ついだんだから、できれば、おじいちゃんが書かいたものと同おなじようにしたい。

「拇ぼ印いんでいきましょう。朱しゅ肉にく、持もってきますね」

　と、いそいそと戸とだなへと歩あるいていくヴァル。

「シュニク？　なにそれ？」

　シルフが首くびをかしげている。

「ハンコを押おすときに使つかう、アレですよ」

　そう言いって、戸とだなから朱しゅ肉にくを持もってくる。

　手てのひらにのる、黒くろくて丸まるいケースの朱しゅ肉にくを見みて、シルフが「それか」と納なっ得とくしている。

「文ぶん章しょうも、このままってわけにはいかないな……」

　光こう哉やは、インクつぼにささっている、羽はねがついたペンをとりあげ、考かんがえこんだ。

「ヴァル、１枚まいとって」

　受うけとった羊よう皮ひ紙しに、スラスラと書かいていく。





　このたび、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい（略りゃく、ＷＦＡ）より日にっ本ぽんの特とく別べつ管かん理り大たい使しに任にん命めいされました。

　高たか野の光こう哉や、高たか野の杏あん樹じゅです。

　前ぜん任にん者しゃ消しょう失しつのため、イーヴァル・クヌッセンの孫まごである私わたしたちが、あとを継つぐことになりました。

　勝かっ手てがわからず、ご迷めい惑わくをかけるとは思おもいますが、以い後ご、よろしくお願ねがいいたします。


高たか野の　光こう哉や　　　　　

高たか野の　杏あん樹じゅ　　　　　








　深ふかいミッドナイトブルーのインクが、羊よう皮ひ紙しの色いろにピッタリとあった。

「これでいいんじゃね」

　光こう哉やが同どう意いをもとめる。

「どーよ？」

　ヴァルが、何なん度ども読よみかえしている。

「……えぇ、いいですね。これなら、問もん題だいなさそうです」

「んじゃ、半はん分ぶんずつな。名な前まえは、自じ分ぶんで書かけばいいし」

　光こう哉やの言こと葉ばにうなずくと、杏あん樹じゅはペンをとり、しっとりとした羊よう皮ひ紙しに書かきはじめた。







　　　　３　郵ゆう便びん屋やさんは八や咫た烏がらす




「だぁーっ！　つかれた……」

　ソファに背せ中なかをあずけ、光こう哉やは大おおきくのびをした。

「オレ、もうムリ。杏あん樹じゅは？」

　テーブルにむかって、ひたすら書かいていた杏あん樹じゅが、顔かおをあげる。

「私わたし？　ぜんぜんへいきだよ」

　杏あん樹じゅの横よこには、光こう哉やの倍ばいはありそうな紙かみが、ていねいにおかれていた。

　ヴァルがまとめて数かぞえていく。

「合ごう計けいで、３４９枚まいですね」

「じゃあ、あと１枚まい書かいちゃうよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅは一いち字じ一いち字じ、大だい事じに書かいていく。

「おまえって、ほんとにマジメだよなぁ……」

「おにいちゃん……これから、拇ぼ印いんも押おさなきゃいけないんだよ？」

「あー……そうか」

　光こう哉やがだるそうにおきあがった瞬しゅん間かん、リビングの窓まどを、コツコツとたたく音おとがした。

　ビクッと体からだをふるわせる杏あん樹じゅ。

（こんな時じ間かんになに？）

「ん？」

　光こう哉やは、いきおいよくカーテンをひらいた。

「なんだ、こいつ……」

　そこには、黒くろいなにかが浮ういていた。

「……なに？」

　杏あん樹じゅは、横よこにいたヴァルのうしろに、そっとかくれる。

　おびえる杏あん樹じゅを気きにもせず、光こう哉やは窓まどをあけて、まねき入いれた。

「や、どーも。まー、入はいったら？」

「ち、ちょっと、おにいちゃん！」

　黒くろいなにかが、羽は音おとをたてて、部へ屋やに飛とびこんでくる。

　それは、大おおきな大おおきなカラスだった。

　ふつうのカラスの３倍ばい以い上じょうはありそうなカラスは、足あしが、右みぎと左ひだり──そして、真まん中なかの３ヶ所しょについている。

　３本ぼん足あしのカラスだ。

　その足あしを器き用ように使つかって、わがもの顔がおで、ソファの背せもたれに止とまった。

（こんなに大おおきいし、３本ぼん足あしだなんて……このカラス、妖よう怪かい？）

「えーと、どちらさまですかね？」

　光こう哉やはカラスを前まえにして、首くびをかしげた。

　カラスは、吸すいこまれそうな黒くろい目めで、光こう哉やをじっと見みている。

「おまえが、高たか野の光こう哉やか」

「しゃっ、しゃべった！」

　ひっ、と声こえをあげて、あとずさりする杏あん樹じゅを、３本ぼん足あしのカラスが見みた。

「人じん語ごくらい話はなせる。で、そっちのおじょうさんが、高たか野の杏あん樹じゅ。なるほど……あの赤あか子ごがな。成せい長ちょうしたものだ」

　そう言いって、カカカと笑わらう。

「オレらを知しってるのか？」

　いぶかしげにカラスを見みる光こう哉やに、カラスは肩かたをすくめるように体からだをゆすった。

「何なん度どか会あったこともあるし、イーヴァルから、いろいろと聞きいていたからね」

（おじいちゃんに……）

　ということは、悪わるい妖よう怪かいではないはず。

　杏あん樹じゅは覚かく悟ごをきめて、おそるおそる近ちかづいていく。

「あなたのこと、どっかで見みたことがある気きがするんですけど……」

「見みたって……このカラスを？」

　うーん、とうなって、光こう哉やは手てを打うった。

「あー、わかった。あれじゃね？　サッカーの日にっ本ぽん代だい表ひょうのマークになってる──」

「あー」

　シルフがうなずいた。

「八や咫た烏がらすがモチーフだっけ、あれ」

「そうそう。でも、そのカラスが、なんでうちに？」

「さきほど、ヴァイツェンウルフより連れん絡らくを受うけたのでね、あいさつ状じょうをとりにきたのだよ」

　ヴァイツェンウルフと聞きいて、杏あん樹じゅはヴァルのほうをふり返かえった。

　ヴァルがニコニコと笑わらっている。

「はやかったですね、八や咫た烏がらすさん。もう少すこし、かかるものだと思おもってましたが」

　カカカカカ、とカラスが笑わらう。

「みなが、一いち日にちもはやく、あたらしい大たい使しと連れん絡らくをとりたがっている。ゆっくり飛とんでるわけに、いかんだろう？」

　カラスが、部へ屋やの中なか──テーブルの上うえをじっと見みる。

「おや……まだ書かきおわってないのか」

「あとは拇ぼ印いんを押おすだけです」

　ヴァルはそう言いって、キッチンから水みずを入いれたボールを持もってくると、テーブルの上うえにおいた。

「翼つばさひとふりで何なんキロも飛とべるとはいえ、おつかれでしょう。少すこし、休やすんでいてください」

　そう言いって、シルフを手てまねきで呼よんだ。

「シルフ、お客きゃくさまの相あい手てをおねがいします。光こう哉やさまと杏あん樹じゅさまは、こちらへ」

　羊よう皮ひ紙しを食しょく卓たくにのせ、ササッと手てぎわよく準じゅん備びをしていくヴァル。

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、カラスに一いち礼れいすると、イスにすわった。

　ソファでは、すでにうち解とけたシルフとカラスが、おしゃべりをはじめている。

「熊くま野のから飛とんできたの？」

「そういうことになるな」

「やっぱ、梅うめぼし好ずきだったり？」

「なんだ。シルフは嫌きらいなのか？」

「なんかねー、日にっ本ぽんの漬つけものって苦にが手てなんだよねー」

（なんの話はなしをしてるんだか……）

　気きづかないうちにぬすみ聞ぎきをしてしまうので、杏あん樹じゅは目めの前まえのあいさつ状じょうに集しゅう中ちゅうした。

「名な前まえの下したに……そうです。まとめるのは私わたしがやりますから、お２人ふたりは拇ぼ印いんを押おしてください」

　流ながれ作さ業ぎょうのように、たんたんと拇ぼ印いんを押おしていく。

　押おされた羊よう皮ひ紙しを、ヴァルがクルクルとまるめて、ヒモで結むすんでいく。

　あっという間まに、４５０通つうのあいさつ状じょうができあがった。

「あー、終おわった……」

　指ゆびをまっかにしたまま、光こう哉やは髪かみをかきあげた。

　メッシュが入はいったように、亜あ麻ま色いろの髪かみがひとすじ、赤あかくよごれてしまっている。

「杏あん樹じゅ、おまえは？」

「終おわったよー」

　返へん事じをしながら、杏あん樹じゅは、ヴァルがしばったあいさつ状じょうを籐とうのカゴに入いれると、おしゃべりに夢む中ちゅうになっているシルフとカラスのそばに歩あるいていった。

「お待またせしました。ぜんぶで４５０通つうなんですけど、足たりますか？」

　カラスがまじまじと杏あん樹じゅを見みる。

「それだけあれば、じゅうぶんだ」

　言いって、カラスは羽はねをふるわせた。

「だれに届とどけるかは、私わたしにまかせてもらおう。おかしな者ものにわたると、やっかいだからね」

　杏あん樹じゅはうなずいた。

「おせわになります」
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　そんな杏あん樹じゅを見みて、カラスはほほえんだ。

「イイ子こだな。それじゃ、私わたしは行いくよ」

　ヴァルがリビングの窓まどをあける。

　それと同どう時じに、カラスが風かぜを切きりさいて、空そらへと消きえていった。

　そっと空そらを見みあげると、まるい月つきに、３本ぼん足あしの黒くろいカラスのシルエットが映うつっていた。

「すごい……もうあんな高たかいところに……」

　月つきの光ひかりに、杏あん樹じゅは手てをかざす。

　カラスは、何なん度どか空そらでグルグルまわると、南みなみのほうへと飛とんでいった。

　あっという間まに消きえたカラスを、ぼうぜんと見みおくっている杏あん樹じゅのうしろで、ヴァルが言いう。

「さあ、杏あん樹じゅさまも光こう哉やさまもおやすみになりませんと。明日あしたの学がっ校こうにひびきます」

「わっ、そうだった！」

　明日あしたも学がっ校こうだ。

　ふと時と計けいを見みると、すでに深しん夜やになっている。

　杏あん樹じゅはあくびをかみころしながら、自じ分ぶんの部へ屋やへともどっていった。







　　　　４　丑うし三みつどきの歓かん迎げいパーティー




　次つぎの日ひ。

　空そらには、太たい陽ようがかがやいていた。

　とてもじゃないけど、杏あん樹じゅは学がっ校こうには行いけない。

　学がっ校こうに行いけないどころか、外そとにも出でられない。

　なぜなら、太たい陽よう光こうを浴あびると頭ず痛つうにおそわれ、めまいとともに倒たおれてしまうのだ。

「あーあ……」

　吸ヴァ血ンパ鬼イアの宿しゅく命めい（？）とはいえ、兄あにの光こう哉やはなんでもないのだから、やっぱり納なっ得とくがいかない。

　体たい調ちょう不ふ良りょうで今日きょうはやすみます、とヴァルが学がっ校こうに連れん絡らくしているのを聞ききながら、杏あん樹じゅはひとり、おじいちゃんの書しょ庫こで〝あやかし〟に関かんする本ほんを読よむことにした。

　以い前ぜんは、シルフに言いわれてイヤイヤ読よんでいたけれど、いまはちがう。

　特とく別べつ管かん理り大たい使しになった責せき任にんを感かんじているだけじゃなくって、知ち識しきがあるのは悪わるいことじゃないと気きづいたから。

　光こう哉やがいっさい、本ほんを読よもうとしないから、という理り由ゆうもある。

　だけど、杏あん樹じゅはこの時じ間かんがきらいじゃなかった。

「だいぶ、知ち識しきがついてきたんじゃない、杏あん樹じゅ？」

　つくえの上うえでゴロゴロしていたシルフが、杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこんだ。

「んー……どうだろう。１日にち１冊さつ読よむので、いっぱいいっぱいな感かんじだし。内ない容ようをぜんぶ、覚おぼえてるわけでもないし」

「ま、そのうちイヤでも覚おぼえるよ……って、それ、なんの本ほん？」

　杏あん樹じゅは本ほんをとじかけて、表ひょう紙しをシルフに見みせた。

　日にっ本ぽんの妖よう怪かい大だい事じ典てん、と書かいてある。

「日に本ほん語ごだから、シルフに聞きかなくてもだいじょうぶ。昨日きのう、あいさつ状じょうを出だしたんだし、相あい手ての名な前まえくらいは知しっておこうかなって」

「いい心こころがけだね。見みなおしたっ！」

　と、そのときだった。

　あけっぱなしになっていた窓まどから、１通つうの巻まき物ものが投なげいれられた。

「なんだろ」

　ひろいあげてみる。

　あいさつ状じょうに使つかった紙かみとおなじ、羊よう皮ひ紙しだった。

「これって……！」

　杏あん樹じゅは巻まき物ものをにぎりしめ、ヴァルがいるキッチンへと駆かけこんだ。

「ヴァル……って、うわぁっ！」

「どうしました？」

「いや、ヴァルこそどうしたのよ」

　キッチンは一いち面めん、粉こなだらけになっていた。

　テーブルの上うえには、卵たまごのからが散さん乱らんしていて、真まっ白しろになっている。

「シフォンケーキを焼やいてるところです。ちょっと散ちらかってますけど……それより、杏あん樹じゅさまは、どうしました？」

　杏あん樹じゅは、巻まき物ものを手てわたした。

「いま、書しょ庫この窓まどに投なげこまれたの」

「ふむ。あけてもいいですか？」

「なんで、私わたしに聞きくのよ」

　ヴァルが、ヒモのついているラベルを見みせた。

　そこには、くずれた字じで──




　高たか野の光こう哉や　杏あん樹じゅ　両りょう名めいへ




　と書かかれている。

「へ？　私わたしあて？」

「きっと、昨日きのうの夜よるの返へん事じですよ」

　ヴァルが杏あん樹じゅに差さしだした。

　そっか、とうなずいて、杏あん樹じゅはスルスルとヒモを解といていく。

「……？」

　習しゅう字じの草そう書しょのような文も字じは、どれも流ながれるように書かかれていて、杏あん樹じゅには読よめない。

「ごめん。ヴァル、読よんでくれる？」

　受うけとったヴァルが、あらためて手て紙がみをじっと見みた。

「はじめまして。

　光こう哉やさま、杏あん樹じゅさま、両りょう名めいの就しゅう任にんを心こころからお喜よろこびもうしあげます。

　つきましては、両りょう名めいの今こん後ごのご活かつ躍やくを期き待たいして、明みょう日にち２時じより、歓かん迎げい会かいをいたします。

　両りょう名めいの住すみ処か近ちかくにある、葛くず葉は神じん社じゃにて、お待まちしておりますので、なにとぞご参さん加かくださいますよう、お願ねがいいたします」

　読よみおわったヴァルを押おしのけ、シルフが手て紙がみをのぞきこむ。

「おー、いいね。これって、ボクらも行いけるんだよね？」

（歓かん迎げい会かい！）

　なんてステキなひびきだろう。

　杏あん樹じゅはワクワクした。

　でも──

「杏あん樹じゅ、葛くず葉は神じん社じゃってどこにあるの？」

「どこだろう？」

　聞ききかえす杏あん樹じゅを見みて、シルフはため息いきをついた。

「ボクが聞きいてるんだって」

「そんな神じん社じゃ、知しらないもん」

　言いいあう２人ふたりを、ヴァルが手てでとめる。

「あそこですよ、ほら、町ちょう内ないにある──」

「えぇっ!?」

　杏あん樹じゅはおもわず、顔かおをしかめた。

　町ちょう内ないにある──通つう称しょうボロ神じん社じゃは、お正しょう月がつでも参さん拝ぱい客きゃくがこないという、荒あれはてた神じん社じゃだ。

　ついでにいうと、夏なつはきもだめしをする若わか者ものたちで、急きゅうににぎやかになる。
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「あ、あそこで歓かん迎げい会かいかぁ……」

　ワクワクしていた気き持もちが、一いっ気きになえる。

　杏あん樹じゅは一いち度ど、オバケを見みにいこうと、里さと美みにつれられて、昼ひる間まに行いったことがある。

　昼ひる間までも陽ひがあたらず、夏なつだったのに、みょうにヒンヤリしていた

　いまにもくずれ落おちそうな鳥とり居いは、ところどころ色いろがはげていたし、人ひと気けがないせいか、広ひろい敷しき地ちがよけい広ひろく感かんじられた。

　昼ひる間までもこわかったのに、それが夜よるとなると──

「しかたないだろ。妖よう怪かいが、まっ昼ぴる間まの町まちん中なかに出でてくるわけには、いかないだろうしな。でも、歓かん迎げい会かいっていうくらいだから、きっと食しょく事じくらいはあるよ！」

「もう、シルフって、そればっかり」

　あきれたように言いうと、杏あん樹じゅは考かんがえこんでいるヴァルの顔かおをのぞきこんだ。

「ヴァル？　どうかした？」

「いえ、深しん夜や２時じに、杏あん樹じゅさまや光こう哉やさまが、外がい出しゅつしていいものかどうか……」

「だって、私わたしたちの歓かん迎げい会かいなんだよ？　それに明日あしたは、学がっ校こうおやすみだもん」

　壁かべにかかっているカレンダーを指ゆびさす。明日あしたは週しゅう末まつ。べつに夜よふかししたところで、問もん題だいはない。

「うーん。千ち尋ひろさま──杏あん樹じゅさまの母はは君ぎみに『くれぐれも気きをつけて！』と、言いわれておりますし。それに、妖よう怪かいたちの中なかに、お２人ふたりだけになるというのも──」

「もうっ、ヴァルは頭あたまかたすぎるっ！　いいだろ、今こん夜やくらい。なんかあったら、ボクらでなんとかして帰かえってくればいいんだし」

「シルフが、そう言いうんでしたら……」

　ヴァルの言こと葉ばに、やれやれ、と肩かたをすくめるシルフ。

「あの……」

「なに？　まだなにかあんの？」

「……私わたしは遠えん慮りょしてもいいですか。シルフと３人にんで──」

　そう言いったヴァルの目めはおよいでいる。

「なんだよ、こわいのか？」

　シルフがチャカす。

「そそそ、そんなことないですけど……ほら、やらなきゃいけないことがたくさんありますし……」

「ふーん、なにそれ？」

　シルフの目めが光ひかる。

「夜よ中なかにしなきゃいけないことなんて、ないだろ！」

「そうだよ。みんなで行いけばいいじゃない」

「いえ……その、じつは……妖よう怪かいというのは、ちょっと苦にが手てなんですよ……」

　まゆげをハの字じにするヴァルを見みて、杏あん樹じゅはうなずいた。

「そう言いわれると、私わたしも、ちょっとこわいな……」

　だって、妖よう怪かいだもん。

　杏あん樹じゅは、さっき見みていた本ほんに、のっていた絵えを思おもいだす。

　墨すみで書かかれた白しろ黒くろの絵えは、それだけで、なんだかゾッとするものだった。

　おどろおどろしい妖よう怪かいたちを前まえにして、笑え顔がおになれる自じ信しんがない。

「おいおい！　杏あん樹じゅは、ＷＦＡの大たい使しなんだぞ！　人ひとと〝あやかし〟の橋はしわたしが、そんなことでどうするんだよ！　イーヴァルが泣なくぞぉ！」

「そ、そうだけど……」

　と、そのとき、背はい後ごでボンッと、爆ばく発はつするような音おとがした。

「なっ、なに？」

　オーブンの中なかから、けむりが出でている。

「わああああっ！　すみませんっ、すみませんっ！」

　と、ヴァルがあわてて、オーブンに駆かけよった。

「わああああああ……すすす、すみません……」

　おそるおそる、あけてみると、ポップコーンのようにはじけたシフォンケーキがあった。

　ヴァルは恐きょう縮しゅくして、背せ中なかをまるめている。

「ヴァル、そこまで気きにすることじゃないよ」

　そう言いいながら、杏あん樹じゅは手てをのばして、ひとつまみ、食たべてみる。

　見みた目めはひどいけれど、おじいちゃんが作つくったケーキとおなじ味あじが、口くちの中なかに広ひろがった。

（元げん気きがないとき──おじいちゃんが、いつも作つくってくれた、あの味あじといっしょだ……）

「……うん、だいじょうぶ」

　そっとつぶやく杏あん樹じゅの口くちもとは、自し然ぜんとほころんでいた。

「ありがとう、ヴァル」







　　　　５　吸ヴァ血ンパ鬼イアの正せい装そう




「杏あん樹じゅさま、おきてください」

　肩かたをゆさぶられ、杏あん樹じゅはねぼけまなこで、おきあがった。

　歓かん迎げい会かいの夜よる。

　深しん夜やに出でかけるため、夕ゆうごはんのあとに、仮か眠みんをとっていたのだ。

「もう、そんな時じ間かん？」

「いま、ちょうど１時じですね」

「そっか、歓かん迎げい会かいは２時じからだもんね」

　うーん、とのびをすると、杏あん樹じゅはベッドから下おりた。

「さあ、杏あん樹じゅさま。これを着きてください」

　目めをこすっている杏あん樹じゅの目めの前まえに、真まっ黒くろな布ぬのがさしだされた。

「なーに、これ？」

　それは真まっ黒くろいマントだった。裏うら地じが赤あかく、首くびもとをヒモで結むすぶタイプのロングマントを広ひろげて、杏あん樹じゅはヴァルを見みあげた。

「これって……？」

「吸ヴァ血ンパ鬼イアの正せい装そうです。イーヴァルさまが、杏あん樹じゅさまのためにと、用よう意いしてくれていたものですよ」

　おじいちゃんが……。

　杏あん樹じゅはおもわず、ぎゅっとマントを抱だきしめた。

　かすかに、おじいちゃんのニオイがするような気きがした。

「おい、杏あん樹じゅ、行いくぞ！」

　声こえとともに、いきおいよくドアがひらく。

　入はいってきた光こう哉やは、しっかり〝吸ヴァ血ンパ鬼イア〟になりきっていた。

　黒くろいベスト、黒くろいズボン、スタンドカラーの白しろいシャツ。亜あ麻ま色いろの髪かみがよく映はえる。

　どこをどう見みても、よく本ほんに出でてくる吸ヴァ血ンパ鬼イアにしか見みえない。

「あれ？　こないだのインバネスは？」

「あれは、私し物ぶつだっつの。いつかのショーで使つかったのを、もらったんだ。でも、こっちのがもっと吸ヴァ血ンパ鬼イアっぽくて、カッコいいよな！」

　そう言いって、光こう哉やはポーズをつけた。

　その口くちもとには、不ふ敵てきな笑えみが浮うかんでいる。

「おもいっきり、楽たのしんでるよね、おにいちゃん」

「杏あん樹じゅも黒くろい服ふく着きなきゃ。なにかあったよね？」

　シルフが、杏あん樹じゅの返へん事じも聞きかず、クローゼットをあさっている。

「ちょっと！」

　あわてて、杏あん樹じゅはクローゼットの前まえに立たちはだかった。

「人ひとのクローゼット、勝かっ手てにあけないでよ！」

「いいじゃん、べつに。減へるもんじゃないし」

　しつこくクローゼットの中なかを見みようとするシルフを、にらみつける。

「いいからっ！　着き替がえるから、みんな出でてって！」

　部へ屋やからしめ出だされた３人にんは、クローゼットから、服ふくがつぎつぎと出だされていく音おとを聞きいて、肩かたをすくめた。

　これじゃない、あれじゃない……とつぶやく、杏あん樹じゅの声こえが聞きこえる。

「時じ間かん、だいじょうぶか？」

　光こう哉やがあたりを見みまわす。

　だけど、廊ろう下かには時と計けいがない。そのとき、

「光こう哉やさま、これを……」

　ヴァルが、やわらかな絹きぬの布ぬのでつつんだなにかを、光こう哉やにさしだした。

「なにこれ？」

　それは、くすんだ銀ぎんの懐かい中ちゅう時ど計けいだった。

　それでも、たんねんに手て入いれをされていたのか、ときが狂くるうことなく、きざまれている。

「イーヴァルさまが、ロザリオとともに、つねに身みにつけていたものです。どうぞ、これをお持もちください」

　へぇ、と光こう哉やは、まじまじと懐かい中ちゅう時ど計けいを見みた。

「遅ち刻こくばっかの光こう哉やには、ピッタリだね！」

　シルフが吹ふきだした瞬しゅん間かん。

「こ、これでいいかな……？」

　おずおずと、ドアのかげから杏あん樹じゅが出でてくる。

「お！」

　杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やがヒュウと口くちぶえをならした。

「いいじゃん！　さすが、オレの妹いもうと！」

　白しろいパフスリーブのシャツに、黒くろいチュチュ風ふうのスカート、黒くろいニーハイソックス。

「インナーも黒くろにすりゃ、満まん点てんだったのに。なかったの？」

「あったけど……スカートの黒くろと、色いろがビミョーにちがったの。正せい装そうはマントなんだから、下したの服ふくまであれこれ言いわなくてもいいでしょ！」

　まだなにか言いおうとする光こう哉やをさえぎって、杏あん樹じゅは口くちをひらく。

「それより、時じ間かん、平へい気きかな？」

　光こう哉やが、さっきヴァルから受うけとった懐かい中ちゅう時ど計けいをひらき、顔かおをしかめた。

「まずいな、そんなによゆうはない感かんじ」

「やだ！　せっかく招まねかれたのに！」

　杏あん樹じゅと光こう哉やが、階かい段だんを駆かけおりる。

「杏あん樹じゅさま、これを！」

　クツをあわててはく杏あん樹じゅは、ヴァルに呼よびとめられた。

「なに？」

「イーヴァルさまのお守まもり、ロザリオです。持もっていってください」

「おじいちゃんの……？」

　そう言いって、シャランとくさりを鳴ならすと、純じゅん金きんのロザリオを受うけとった。

　ずっとヴァルが持もっていたのだろう。

　ほんわかと、あたたかかった。

「……私わたしがもらっていいの？」

「オレは、じいちゃんの懐かい中ちゅう時ど計けいもらった」

「あ、さっきの……そうだったんだ」

　杏あん樹じゅは、手てのひらにのっかったロザリオを首くびにかけた。

　そんなに重おもさがあるわけじゃないのに、首くびにしっくりとした重おもみを感かんじる。

「よし、行いくか、杏あん樹じゅ！」

　ピカピカにみがかれた、黒くろいエナメルのクツをはいた光こう哉やが、ふり返かえった。

　玄げん関かんに立たったまま、ヴァルが笑え顔がおで口くちをひらく。

「行いってらっしゃいませ」
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「うん、行いってくるっ！」

　シルフを肩かたにのせた杏あん樹じゅは、光こう哉やの手てをとって走はしりだした。




　神じん社じゃにつづく階かい段だんの前まえについたころには、歓かん迎げい会かいの時じ間かんまで、５分ふんもなかった。

「てか、この階かい段だんを歩あるいてのぼってたらかくじつに遅ち刻こくだな……」

　目めの前まえの階かい段だんは、真まっ暗くらな空そらにつながっているように、そびえている。

　ウワサでは、１０００段だんあるらしい。

　神じん社じゃをとりかこむ森もりが、ザワザワとゆれた。

「飛とぶか」

　光こう哉やが言いう。

「えぇっ？　でも、ヴァルが前まえに言いってたじゃない。なにかないかぎり、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくは使つかっちゃいけないって」

「いまがそうだろ。遅ち刻こく寸すん前ぜんだし」

　ニヤリと光こう哉やが笑わらう。

「だいたい、こんなかっこうさせて、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくを使つかうなってほうが、おかしい！」

「たしかに！　光こう哉や、いいこと言いう！」

　シルフまで、うなずいている。

「と、飛とぶのはいいけど、私わたし──」

　杏あん樹じゅは、光こう哉やのように、ひとりでは飛とべない。

　まだ能のう力りょくが開かい花かしていないからなのか、それとも、もともとそういうタイプの吸ヴァ血ンパ鬼イアなのかは、わからない。

　飛とべるようになりたいとは思おもわないけれど、こんなときには、こまってしまう。

「杏あん樹じゅ、ボクにまかせてよ」

　そう言いって、シルフはウインクをすると、羽は音おとをたてて、杏あん樹じゅの肩かたから飛とびあがった。

　スーッと杏あん樹じゅの前まえにくると、シルフは体からだをまるめ、口くちをひらく。

「──妖よう精せい族ぞく四よん大だい精せい霊れい、風かぜ所しょ属ぞくのシルフは、現げん時じ刻こくをもって、宿やど主ぬし、高たか野の杏あん樹じゅの足あしとなる」

　つぶやいた瞬しゅん間かん、ぼんやりと、シルフの体からだが光ひかりはじめた。

　その光ひかりが、じょじょに強つよくなって、光こう哉やは顔かおをしかめたが、杏あん樹じゅはじっとそれを見みていた。

　まるで、見みとどけなければいけない、というふうに。

　光ひかりが一いっ瞬しゅん、強つよくはじけるように光ひかる。

　さすがに、杏あん樹じゅもぎゅっと目めをとじた。

（……ん）

　目めをひらくと、そこには──

　１足そくのクツが浮うかんでいた。

　小ちいさな羽はねがついた、やわらかな緑みどり色いろのクツ。

「シルフ、ありがと！」

　杏あん樹じゅは、そのクツを手てにとり、手てばやくはきかえた。

「よし、じゃあ行いくぞ」

　光こう哉やの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはうなずく。

　２人ふたりの足あしが、ポンッと地じ面めんをけった。

　その瞬しゅん間かん、階かい段だんの前まえから、２人ふたりの姿すがたが消きえた。

　ものすごいいきおいで、空そらへと上じょう昇しょうしていく。

　ビュウという風かぜをきる音おとが、耳みみの奥おくにひびく。

　山やまを一いち望ぼうできる場ば所しょまできて、光こう哉やが空くう中ちゅうで止とまった。

　杏あん樹じゅも、その横よこに浮うかぶ。

「おにいちゃん、時じ間かんは？」

　ふところから、銀ぎんの懐かい中ちゅう時ど計けいを出だす。

「ジャスト２時じ。鳥とり居いの前まえに下おりるぞ」

　言いいおえる前まえに、光こう哉やはうっすらと明あかるい神じん社じゃにむかって、急きゅう降こう下かした。

　この急きゅう降こう下かに、杏あん樹じゅはいまだになれない。

　どうしても、ためらってしまう。

　そのまま落おちて、地じ面めんにぶつかりそうな感かんじがするから、にがてなのだ。

（ううう……やっぱり、こわいよう）

　そのとき、クツが杏あん樹じゅをうながすように、フルフルとふるえた。

「で、でも、いつまでも、こうしててもね……よしっ！」

　と、気きあいをいれた杏あん樹じゅが、下おりようと足あしもとを見みたとき、

「えっ……なにあれ!?」







　　　　６　時じ季きはずれのお祭まつり




　眼がん下かに見みえる葛くず葉は神じん社じゃ──は、以い前ぜん、杏あん樹じゅのきたことのある神じん社じゃではなかった。

　くずれ落おちそうだった鳥とり居いは、目めがさめるほどの朱しゅ色いろにぬられ、われた石いしだたみからのびていた雑ざっ草そうは、どこにも見みあたらなかった。

　好すきほうだいに生おいしげっていた木き々ぎは手て入いれをされて、廃はい墟きょのように見みえた本ほん殿でんも、見みちがえるほどキレイになっている。

「どういうこと……？」

　杏あん樹じゅの知しっている神じん社じゃとは、おおちがいだった。

　鳥とり居いの前まえで、光こう哉やが手てまねきしているのを見みて、杏あん樹じゅはあわてて下おりはじめた。

「くっ……！」

　ほおにあたる風かぜが痛いたい。

（やっぱり、こわい……）

　近ちかづいてくる地じ面めんを見みていられず、目めをとじた瞬しゅん間かん、光こう哉やの胸むねにフワリと飛とびこんだ。

「下おりるときくらい、目め、あけてろよ。シルフが自じ分ぶんでスピード落おとさなかったら、地じ面めんに激げき突とつしてたぞ」

「あ、ありがとう」

　そう言いって、杏あん樹じゅは光こう哉やのマントを、ぎゅっとにぎった。

「ねぇ、おにいちゃん……ここ、ほんとうに葛くず葉は神じん社じゃなの？」

「な、オレもビックリした。改かい装そうしたなんて、聞きいたことなかったしな」

　光こう哉やの大おおきな手てが、杏あん樹じゅの頭あたまをくしゃくしゃとなでた。

「とりあえず、神じん社じゃっつったら、おまいりだろ。まだだれもいないみたいだし、さきにおまいりしていこうぜ」

　そう言いって、光こう哉やは一いち礼れいすると、大おおきな鳥とり居いをくぐっていく。

　杏あん樹じゅもそれにならって、頭あたまをペコリと下さげた。

　みだれなく敷しきつめられた石いしだたみの、参さん道どうの横よこにある手水ちょうず舎しゃで、手てを洗あらい、口くちをゆすぐ。

　ヒンヤリとした冷つめたい水みずが、気き持もちをシャンとさせた。

「にしても、こんなに立りっ派ぱだったかな」

　境けい内だいを見みまわしながら、光こう哉やがつぶやいた。

「前まえもって、もうちょいウワサを集あつめとけば、よかったな」

「ウワサって？」

　横よこを歩あるいている杏あん樹じゅが、首くびをかしげる。

「いろんなヤツとつるんでいると、それなりにおもしろい情じょう報ほうが入はいってきたりするんだよ」

「おにいちゃん、友ともだち多おおいもんね」

　光こう哉やが、拝はい殿でんの前まえで立たちどまる。

「杏あん樹じゅ、おまいりのやり方かたわかってるか？」

　ふいにそう聞きかれ、杏あん樹じゅはうなずいた。

　毎まい年とし、初はつ詣もうでのときに──何なん度ども、おじいちゃんに教おそわってきたことだ。

「二に礼れい二に拍はく手しゅ一いち礼れい、でしょ」

「おぼえてて当とう然ぜんか」

　光こう哉やがさびしげに笑わらった。

　礼れい儀ぎ作さ法ほうにうるさかったおじいちゃんには、もう二に度どと会あえない。

　胸むねの奥おくがグッと熱あつくなるのをこらえて、杏あん樹じゅは綱つなをにぎると鈴すずを鳴ならした。

　頭あたまをふかぶかと下さげ、２回かいおじぎすると、手てをパンパンとたたく。

　しずかな深しん夜やの境けい内だいに、たたいた音おとがひびきわたった。

　もう一いち度ど、深ふかくおじぎをすると、杏あん樹じゅは手てを合あわせた。

（どうか……おじいちゃんのような、人ひとも精せい霊れいも差さ別べつしない、立りっ派ぱな大たい使しになれますように……）

　目めをとじておまいりしていると、背はい後ごで衣きぬずれの音おとが聞きこえた。

（おにいちゃん、もう終おわったのかな）

　ゆっくりと目めをあけ、うすぐらい正しょう面めんを見みる。

　視し界かいに、まだおまいりしている、光こう哉やの姿すがたが入はいった。

「え？」

（ってことは、うしろにいるのは、だれ!?）

　ハッとふりかえると、そこには──

　腰こしの曲まがった、よぼよぼのおじいさんがひとり、つえを片かた手てに立たっていた。

「あ、ごめんなさい……どきますね」

　杏あん樹じゅが、あわてて動うごこうとするのを、おじいさんは手てで制せい止しした。

「？」

　はげあがった頭あたまとは対たい照しょう的てきに、白しろくて長ながいまゆげとヒゲで、表ひょう情じょうがよくわからない。

「よくぞ、おいでなすった」

　そう言いって、おじいさんはふかぶかとおじぎをした。

　事じ情じょうがわからない杏あん樹じゅと光こう哉やは、顔かおを見みあわせる。

「イマドキの若わか者ものは、参さん拝ぱいするということを知しらんが──さすがは、大たい使しさまじゃ」

　そう言いって、おじいさんは、杏あん樹じゅと光こう哉やを見みて、目めをほそめた。

（この人ひと、どこかで……）

　杏あん樹じゅは、おじいさんをじっと見みつめた。

「おむかえが遅おそくなり、もうしわけありません。私わたしは──」

「……あ！　もしかしてあなたは、ぬらりひょん……さん？」

　ぬらりひょんの言こと葉ばをさえぎって、杏あん樹じゅが声こえをあげた。

「おぉ。大たい使しさまに名な前まえを覚おぼえてもらえるとは、光こう栄えいなことですじゃ」

　昼ひる間ま見みた本ほんに、のっていた妖よう怪かいとは、ちょっとちがっていた。

　あんなに恐おそろしい感かんじではなく、ふつうのおじいさんのように見みえる。

「はじめまして。あの……オレら、場ば所しょまちがえましたか？」

「はて？　どうして、そうお思おもいなさる？」

「だれもいないし、それに……なんつーか、知しってる神じん社じゃとちがったんで」

　光こう哉やは言いいながら、あたりを見みまわした。

　たしかに、歓かん迎げい会かいといいつつ、だれもいないのはおかしい。

　キレイに整せい備びされたとはいえ、うすぐらい境けい内だいはシーンとしていて、不ぶ気き味みだった。

「ひょっひょっひょっ」

　ぬらりひょんは笑わらって、杏あん樹じゅと光こう哉やを見みた。

「妖よう怪かいがふつうの人にん間げんの目めに見みえぬとはいえ、さすがに境けい内だいで歓かん迎げい会かいをやるのはまずいので、奥おくのほうで用よう意いしてありますのじゃ」
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　さあさ、こちらへ……とぬらりひょんが、森もりの奥おくへと案あん内ないする。

　森もりはくらく、しりごみしている杏あん樹じゅに、横よこにいた光こう哉やが耳みみもとでささやく。

「奥おくのほう、よく見みてみろって。ちょうちんの明あかりが見みえるだろ」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅは森もりの中なかをじっと見みた。

　たしかに、ぼんやりとした明あかりがついている。

　かすかに、祭まつりばやしが聞きこえてくる。

　といっしょに、ザワザワと声こえがした。

　集しゅう中ちゅうしても、数かずが多おおすぎて、なにを言いっているのかわからない。

　でも、声こえのトーンで、友ゆう好こう的てきなふんいきを感かんじとることができた。

　光こう哉やはひとり、楽たのしそうに歩あるいている。

「祭まつりみたいな屋や台たいとかも、あったりしてな」

　つぶやきのようなひとり言ごとは、ぬらりひょんの耳みみに入はいったようだ。

「屋や台たいですか……用よう意いすればよかったですなぁ。こよいは、盆ぼんおどりを見みていただこうと思おもいましてな」

「へー……オレも参さん加かできますかね」

　なんて、光こう哉やはスタスタと、ぬらりひょんと肩かたをならべて歩あるいていく。

（さすが、おにいちゃん。妖よう怪かい相あい手てでも、あっという間まになじんでる……）

　２人ふたりのうしろを、ポツンとひとりで歩あるいている杏あん樹じゅの横よこに、まっしろなキツネがどこからかやってきた。

「うわっ！」

　つもりたての雪ゆきのように、真まっ白しろなキツネを見みて、杏あん樹じゅはギョッとする。

　どうしてって、そのキツネのしっぽが、根ねもとから９本ほんにわかれていたからだ。

「……九きゅう尾びの狐きつねさんですか？」

　九きゅう尾びの狐きつねがうなずいて、キョロキョロと杏あん樹じゅのまわりを見みまわした。

「あの、こうるさいのは、どこかえ？」

「こうるさい？」

　聞ききかえす杏あん樹じゅの足あしもとを見みて、九きゅう尾びの狐きつねが、ほぉ、とうなずいた。

「ほう、あやつは、あなたさまのつかい魔まじゃったか。これは失しつ礼れい」

「つかい魔ま……あー」

（シルフのことか！）

　杏あん樹じゅのつかい魔まと呼よばれてしまったシルフは、クツの姿すがたのまま抗こう議ぎするように、ゆっくりと光ひかりだした。

（つかい魔まになりさがったおぼえはないよ！）

　シルフの声こえが、杏あん樹じゅの頭あたまの中なかにひびいた。

（わかったってば）

（キツネに伝つたえて！）

　杏あん樹じゅはひとりうなずいて、九きゅう尾びの狐きつねに口くちをひらいた。

「シルフと契けい約やくはしたけど、つかい魔まじゃないんです。なんていうか、友ともだちです」

　これを聞きいて、ほそかった九きゅう尾びの狐きつねの目めが、まんまるく見みひらかれた。

「ほぉ」

「な、なんですか？」

「いや、紅葉もみじさまと同おなじことを言いうのだな、と思おもっての」

「おばあちゃんを、知しって──？」

　と、そのとき。

「つきましたぞ」

　ぬらりひょんが、ひらけた場ば所しょを指ゆびさす。

「わぁ……！」

　そこかしこにおかれた、数かぞえきれないろうそくと、木き々ぎの間あいだをぬってぶらさがっている、ちょうちんの明あかりで、そこは、夜よるとは思おもえない明あかるさだった。

　中ちゅう央おうにはやぐらもあり、その上うえにはたいこも設せっ置ちされている。

「みなの者もの、大たい使しさまをおつれしたぞ！」

　ぬらりひょんの一ひと声こえで、祭まつりばやしがピタリと止とまった。

　アイヌの小ちいさな知ち恵え者しゃコロボックル、10メートルほどある身しん長ちょうのだいだらぼっち、あでやかな赤あかい色いろの着き物ものをきた猫ねこ又また、現げん代だい風ふうの学がく生せい服ふくを着きた、ざしきわらし、など──古ふるい本ほんの中なかで見みたことのある妖よう怪かいたちが、いっせいに、杏あん樹じゅたちのほうを見みる。

（うわっ……）

　数かぞえきれないほどの目め、目め、目め……。

　いぬくような視し線せんにおびえ、杏あん樹じゅは光こう哉やのうでをつかんだ、その瞬しゅん間かん──

　大おおきな拍はく手しゅとともに、大だい歓かん声せいが杏あん樹じゅと光こう哉やをつつんだ。







　　　　７　おばあちゃんの正しょう体たい




「みなの者もの、落おちつけい！」

　ぬらりひょんの一いっ喝かつで、大だい歓かん声せいがピタッと止とまった。

　何なん百びゃくもの目めがパチクリとする。

「ごあいさつをしてもらえますかな」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、１段だん高たかくなった、８畳じょうほどの席せきへと案あん内ないされる。

　そこへ立たつと、ひらけた場ば所しょいちめんに、妖よう怪かいがひしめきあっているのが見みえた。

（すごい……こんなにたくさん！）

　コクッと息いきをのむ。

　緊きん張ちょうのあまり、体からだがかたくなっている杏あん樹じゅとは正せい反はん対たいに、光こう哉やは、にこやかに笑えみをうかべている。

　妖よう怪かいたちを見みまわし、光こう哉やはスッと、マジメな顔かおになった。

「みなさん、本ほん日じつはおまねきいただき、ありがとうございます。ＷＦＡ特とく別べつ管かん理り大たい使しに任にん命めいされました、高たか野の光こう哉やともうします。いたらない部ぶ分ぶんはあるかと思おもいますが、一いっ生しょう懸けん命めいやっていきますので、ご協きょう力りょくいただければと思おもいます。どうぞ、よろしくおねがいします！」

　どこまでも通とおる声こえで、光こう哉やが言いいおえると、妖よう怪かいたちから拍はく手しゅがわきおこる。

「ほら、杏あん樹じゅも……」

　光こう哉やにそっと背せ中なかを押おされ、杏あん樹じゅはおずおずと前まえに出でた。

　それを見みた妖よう怪かいたちは、拍はく手しゅをやめ、じっと杏あん樹じゅの顔かおを見みる。

「あの……」

　もじもじとしている杏あん樹じゅの声こえは、妖よう怪かいたちには届とどかなかった。

　首くびをかしげる者ものや、よく聞きこうと、そろそろと近ちかづいてくる者ものまでいる。

（……しっかりしなきゃ）

　首くびにかかったロザリオを、ぎゅっとにぎりしめる。

（落おちつけ、私わたし……）

　目めをとじて、大おおきく深しん呼こ吸きゅうをする。

　夜よるのヒンヤリした空くう気きを胸むねいっぱいに吸すいこむと、いくらか落おちついてきた。

（よしっ！）

　大おおきな蒼あおい目めが、パチッとひらく。

「あ、あの！」

　前まえにつんのめりそうになりながら、杏あん樹じゅが声こえをはりあげる。

「兄あにとともに、おじいちゃんのあとを継ついで、大たい使しになりました。高たか野の杏あん樹じゅです。人にん間げんと精せい霊れいの橋はしわたしを、がんばりたいと思おもいますので、よろしくおねがいします」

　そう言いって、ペコリと頭あたまを下さげた。

　杏あん樹じゅが、顔かおをあげた瞬しゅん間かん──やんややんやと、妖よう怪かいたちがさわぎだした。

「かわいらしい大たい使しさまたちじゃ！」

「童わらべながら、しっかりしとる！」

「女おんなの子このほうは、お人にん形ぎょうさんみたいね」

　口くちもとに笑えみを浮うかべたぬらりひょんが、

「こよいは無ぶ礼れい講こうじゃ！　さあさ、みんなさわいでおくれ！」

　と言いいおえる前まえに、祭まつりばやしがあちらこちらで聞きこえてきた。

　やぐらの太たい鼓こがいせいよく、あたりにひびきわたる。

　おどったり、歌うたったり、妖よう怪かいたちが好すき勝かっ手てはじめたのを見みて、ぬらりひょんが肩かたをすくめた。

「やれやれ……わしは、統とう率そつできるような器うつわじゃないんでね」

　にが笑わらいをして、ぬらりひょんは、２人ふたりをうしろにある席せきへと案あん内ないした。

　座ざ椅い子すとテーブル。

　たたみのニオイが、かすかに香かおる。

「すわるか」

　光こう哉やの言こと葉ばに、杏あん樹じゅもクツをぬいで、その席せきにすわると──一いっ瞬しゅん光ひかったあとに、クツはシルフの姿すがたにもどった。

「シルフ、ありがとう！」

　呼よばれたシルフは、ニコリとほほえんで、杏あん樹じゅの肩かたへと飛とんでくる。

「あいさつ、上じょう出で来きだったじゃん、杏あん樹じゅ」

「そ、そうかな」

　照てれくさいけれど、うれしい。

「さー、食たべるぞぉ！」

　そう言いったシルフの目めの前まえには、ところせましと食たべものがならべられていた。

　大おおきなタイの塩しお焼やき、お赤せき飯はん、お吸すいものやお新しん香こう、サッカーボールほどの大おおきいいなり寿ず司し──まだならべようとしているのか、１メートルほどのコロボックルたちが、はすの葉はに和わ菓が子しをのせて持もってくる。

「わしら妖よう怪かいは、西せい洋ようのものは好このまんのでね。こういった料りょう理りしか出だせないが」

「いえいえ、おかまいなく。つーか、うまそうじゃないっすか！」

　光こう哉やは、ぬらりひょんに王おう子じ様さまのようなスマイルをむける。

　おじいさんのぬらりひょんでさえ、顔かおを上じょう気きさせる笑えみ。

「杏あん樹じゅ、シルフ……いただこうぜ」

　光こう哉やの言こと葉ばを待まっていたのか、

「いっただっきまーす！」

　シルフはまずひとくち、自じ分ぶんの前まえにおかれた湯ゆのみに入はいっていたものを飲のんだ。

「！」

　と、ブーッと盛せい大だいに吹ふきだす。

「ちょっと！　これ、お酒さけじゃん！」

　いままさに飲のもうとしていた、光こう哉やの手てが止とまった。

「酒さけ？」

「あぁっ！　これはもうしわけない……人にん間げんの子こどもに、酒さけはいかんのでしたな」

　気きづいたぬらりひょんが、そばにいたコロボックルに、なにかを耳みみうちした。

「すぐに、代かわりのものを持もってきますので」

「やー、ボクはこれでいいよぉ～……」

　ほっぺを赤あかくさせて、シルフは湯ゆのみをおいた。目めがトロンとしているのを見みると、よっぱらってしまったのかもしれない。

「シルフ……だいじょうぶ？」

「へーき、へーき」

　なんて言いいつつ、フラフラしているシルフを見みて、杏あん樹じゅは心しん配ぱいになる。

「ぜんぜん、平へい気きそうに見みえないんだけど……」

　と、そこへ──コロボックルが、ゆげのたつ湯ゆのみを持もってきた。

「これをどうぞ」

　目めの前まえにおかれた湯ゆのみを見みて、シルフがまたひとくち飲のんだ。

「にがっ！　なにこれ！」

　光こう哉やの前まえに、湯ゆのみをおいたコロボックルが、シルフを見みて、コロコロと笑わらった。

「健けん康こうになるお茶ちゃですよ。わがコロボックル族ぞくの長ちょう老ろうさまが調ちょう合ごうしたので、よく効きくと思おもいますがね。よいも覚さめるでしょう？」

「調ちょう合ごう？」

　光こう哉やが、お茶ちゃをじっと見みた。

「そういうの、得とく意いなの？」

「薬くすりでも、なんでも……長ちょう老ろうさまは知ち恵え者しゃですから」

「へぇ……長ちょう老ろうは？」

「奥おくで調ちょう理りしておられます。ここへ、お呼よびしましょうか？」

「いや、あとでいいや。じゃまするのもな」

　言いって、光こう哉やもひとくち飲のんだ。

「うわっ……本ほん当とうににがいな！」

「だから、ボクが言いったじゃん！　でも、この和わ菓が子しとは、あうみたい」

　２人ふたりが食たべものについて、あれこれ言いっているなか──杏あん樹じゅの横よこでおどりを見みている、九きゅう尾びの狐きつねに話はなしかけた。

「あの……」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、九きゅう尾びの狐きつねが首くびをかしげる。

「おばあちゃんのこと、知しってるんですか？」

　光こう哉やが、九きゅう尾びの狐きつねと杏あん樹じゅを見みた。

「ばあちゃんがどうしたって？」

「このキツネさんが、さっき──」

　杏あん樹じゅと光こう哉やの視し線せんを受うけて、九きゅう尾びの狐きつねがなつかしそうに言いった。

「紅葉もみじさまはね、ここの神じん社じゃの陰おん陽みょう師じと仲なかがよかったんさ」

「陰おん陽みょう師じ？」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、顔かおを見みあわせた。

「陰おん陽みょう師じって、妖よう怪かいを退たい治じする職しょく業ぎょうの人ひとだよね？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに光こう哉やがうなずいた。

「それなのに、この神じん社じゃを使つかうって……どういうことだ？」

　光こう哉やが森もりのむこうがわに見みえる、キレイになった神じん社じゃを見みた。

「陰おん陽みょう師じの奥おく方がたが、わっちたちとおなじ、精せい霊れいなんさ」

　そう言いって、おどっている、ひとりの女じょ性せいを呼よんだ。

「葛くずの葉は、こっちへきなんせ」

　葛くずの葉はと呼よばれた女じょ性せいが、ゆったりと歩あるいてくる。

　濃こい緑みどり色いろのゆかたに、黄き色いろの帯おびをつけた葛くずの葉はは、つりあがった一ひと重えの目めで、光こう哉やと杏あん樹じゅを見みた。

「この場ば所しょを提てい供きょうしてくれた、この神じん社じゃの守まもり神がみ、葛くずの葉はだえ。わっちといっしょの狐きつね族ぞくじゃ」

　紹しょう介かいされた葛くずの葉はは、つるりとしたほおをキュッとあげて、ほほえんだ。

「はじめまして」

　光こう哉やと杏あん樹じゅは、頭あたまをさげた。

「葛くずの葉はも、紅葉もみじさまと仲なかがよろしかったなあ」

「えぇ、いいお人ひとでしたわ。私わたしたち妖よう怪かいを、友ともだちと呼よんでくださったのも、主しゅ人じん以い外がいでは、あの人ひとがはじめてだったんじゃないかしら」

「あ、あのう、おばあちゃんも……」

　手てをぎゅっと、にぎりしめる。

「その、陰おん陽みょう師じだったんですか？」

　自じ分ぶんがふつうでないのは、おじいちゃんのせいだけだと思おもっていたけれど──おばあちゃんもふつうの人ひとではなかったんだろうか。

　葛くずの葉はが笑わらった。

「あら、この方かたたち、おばあさまの素す性じょうも知しらなくって？」
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　不ふ安あんな表ひょう情じょうをうかべる杏あん樹じゅの背せ中なかを、光こう哉やがそっとなでる。

「オレら、つい最さい近きん──自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアだって知しったくらいなんです。それも、素す性じょうを知しるまえに、体からだが変へん化かしてきたからで……。それで、じいちゃんから、はじめて聞きいたんです」

　なるほど、と葛くずの葉はがうなずいた。

「紅葉もみじさまは、イタコだったのよ。イタコって、わかる？」

　イタコとは──口くちよせという、霊れいを自じ分ぶんの体からだにのりうつらせて、その霊れいの気き持もちをかたる巫み女こさんのことらしい。

（おばあちゃんが、巫み女こさん!?）

「イタコだったから、ここの神かん主ぬしさんと仲なかがよかったわけだ」

　光こう哉やが納なっ得とくしている。

「ってことは、オレらもイタコの能のう力りょくがあるのかな？」

「ざんねんながら、それはありませんわ」

　葛くずの葉はがきっぱりと言いう。

「イタコは、きびしい修しゅ行ぎょうのすえに、女じょ性せいのみが能のう力りょくを手てにできるのです。ま、杏あん樹じゅさまには、素そ質しつはあるかもしれませんね」

　言いって、杏あん樹じゅをじっと見みつめた。

　その射いぬくような視し線せんに、杏あん樹じゅの目めはおよいでしまう。

　そこへ、いままでだまっていたぬらりひょんが、会かい話わに入はいってくる。

「あなた方がたは、いわば──〝あやかし〟界かいのサラブレッドなのですよ。だから、ここにいるものたちはすべて、あなたがたに協きょう力りょくすると誓ちかっておりますじゃ」

　そう言いって、一ひと束たばの紙かみを差さしだした。

　光こう哉やがそれを、ペラペラとめくっていく。

　一いち枚まい一いち枚まいに名な前まえと思おもわれる文も字じと、手て形がたがついている。

「きたものすべての署しょ名めいです」

　そのときだった。




　ガサッ。




　杏あん樹じゅの背はい後ごで、なにかが動うごく音おとがした。

「ひっ！　な、なに!?」

　杏あん樹じゅが、光こう哉やのうでにしがみつく。

「どうした？」

　杏あん樹じゅは、うしろに広ひろがる森もりを見みた。

「いま、なんかいたような……」

「まさか。風かぜだろ」

　笑わらって、光こう哉やは和わ菓が子しを口くちにほうりこんだ。

「でも……」

　草くさむらから、目めがはなせない。

　じっと見みていると、暗くらがりの中なかから、人ひとのような影かげが浮うかびあがって見みえた。

「！」

　その影かげと、目めがあったような気きがした。

「おにいちゃん……人ひと影かげが──」

「!?」

　杏あん樹じゅが言いいおえる前まえに、光こう哉やはすばやい動どう作さで立たちあがった。

「杏あん樹じゅはそこにいろ！」

　そう言いって、うしろの森もりへと駆かけていく。




　ガサガサガサッ。




　なにかが逃にげていく。

「クセモノかえ」

　九きゅう尾びの狐きつねはそう言いうと、光こう哉やが駆かけていったあとを、ゆったりと見みている。

「さぞかし、あちらさんは、こわがるでしょうなあ」

　ククッと笑わらう九きゅう尾びの狐きつねを見みて、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「こわがる？」

「こちらの姿すがたは、ふつうの人にん間げんには見みえやせん。それは、光こう哉やさまも同おなじことだて」

「同おなじって……？」

　不ふ思し議ぎそうな顔かおをしている杏あん樹じゅのマントを、シルフがひっぱった。

「これだよ。このマントを着きて正せい装そうしてると、ふつうの人にん間げんには見みえないんだよ」

「そうなんだ」

　そっとマントをなでる。

（これをはおれば吸ヴァ血ンパ鬼イア、はおらなければふつうの人ひと？）

　あいまいな境きょう界かい線せんに、おもわず身みぶるいする。

（私わたしが気きづかなかっただけで、もしかしたら──いままで、いろんな妖よう怪かいとすれちがってたのかもしれない）

　そのうち、

「ダメだ、どっか消きえた」

　と、光こう哉やがもどってきた。

　葛くずの葉はが、クスクスと笑わらう。

「光こう哉やさん、頭あたまにおかざりがついてますよ」

　言いわれた光こう哉やの頭あたまには、はっぱや花はなが、たくさんひっかかっている。

「にしても、だれだったんだろうな……」

　座ざ椅い子すにすわった光こう哉やが、ホゥッと息いきをつく。

「招しょう待たいされなかった妖よう怪かい、とか？」

　シルフの言こと葉ばに、光こう哉やは首くびをひねった。

「いや、人にん間げんだったよ。小しょう学がく生せいくらいの男おとこの子こ」

「こんな時じ間かんに？」

　杏あん樹じゅが顔かおをしかめる。

「そうだよな……」

　考かんがえこむ光こう哉やの横よこで、葛くずの葉はが手てをたたいた。

「あぁっ、そうそう。思おもいだしましたわ。いま、この神じん社じゃのお孫まごさんが遊あそびにきてるんで、きっと、のぞきにきたんじゃないかしら」

「孫まご？」

「えぇ、たしか、小しょう学がく生せいだって言いってましたし」

「なるほどね」

　光こう哉やが納なっ得とくしたのを見みて、葛くずの葉はが立たちあがった。

「さあさ、しきりなおしに、盆ぼんおどりでもおどりましょうか」

　差さしだされた手てをとって、杏あん樹じゅは妖よう怪かいたちがおどっている輪わの中なかへと、１歩ぽ、足あしを踏ふみだした。







　　　　８　雨う天てん強きょう行こう！　撮さつ影えい会かい




「やっべー！　遅ち刻こくだ！」

　光こう哉やの声こえが、家いえの中なかにひびきわたった。

　声こえとともに、バタバタとした足あし音おとが聞きこえてくる。

「なぁに、朝あさから……」

　今日きょうの明あけ方がた近ちかくまで、歓かん迎げい会かいに参さん加かしていた杏あん樹じゅは、もっそりとおきあがった。

「今日きょう、土ど曜よう日びでしょ……学がっ校こう休やすみなのに、なに？」

　フラフラとドアをあけると、階かい下かで光こう哉やがさわいでいるのが聞きこえた。

「杏あん樹じゅ、もうちょっと寝ねてようよ……」

　ベッドから、シルフの声こえが聞きこえる。

「うーん……でも、おにいちゃんはおきてるみたいだし」

　時と計けいは７時じ少すこし前まえをさしている。

「おはよ、おにいちゃん……」

　リビングに入はいると、光こう哉やは出でかける準じゅん備びができていた。

「おっす、杏あん樹じゅ。オレ、今日きょう撮さつ影えいだから！　なんかあったら、ケイタイに電でん話わして」

　そう言いって、あわてて、玄げん関かんを駆かけだしていった。

「撮さつ影えい、７時じからだったみたいです」

　ヴァルがしょぼんと耳みみをたらしたまま、杏あん樹じゅのそばにやってきた。

「そうなんだ」

「なんで、おこしてくれなかったんだ！　って言いわれちゃいました」

「ヴァルだって、私わたしたちと同おなじくらいに寝ねたのに……おにいちゃんったら、まったく！」

　と、あけっぱなしの玄げん関かんから、庭にわをつっきっていく光こう哉やの姿すがたが見みえる。

　どう見みても、ふつうの人ひとの速はやさじゃない。

　人ひとをひいてしまうんじゃないかと心しん配ぱいしてしまうスピードだ。

　それに、あのままのスピードで走はしっていくと、門もんに激げき突とつしてしまう。

「あ、あぶないっ！」

　おもわず杏あん樹じゅがさけんだ、そのとき。

　光こう哉やは門もんの直ちょく前ぜんで、真ま上うえへと飛とびあがった。

「ええええええええええ？」

　そのまま、空そら高たかく急きゅう上じょう昇しょうすると、そのままスピードをあげて、飛とびさっていってしまう。

　あいた口くちがふさがらない。
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「ま、電でん車しゃやバスで行いくより、飛とんだほうが速はやいからね」

「そういう問もん題だいじゃないよ、シルフ！」

　杏あん樹じゅはシルフをにらみつける。

「こんな昼ひる間まに、マントもつけずに飛とぶなんて、どうかしてるよ！」

　いてもたってもいられなくなった。

　杏あん樹じゅは、ヴァルにむきなおる。

「おにいちゃん、今日きょう、どこで撮さつ影えいだって？」

「原はら宿じゅくから渋しぶ谷やを移い動どうしながら、と言いってましたが」

　原はら宿じゅくか……。

　家いえから電でん車しゃで行いっても、１時じ間かんちょいで着つくはずだ。

「よし、私わたしたちも行いこう！　おにいちゃんをほっとけないよ。あんな風ふうに能のう力りょくを使つかってたら、絶ぜっ対たいバレちゃう！　止とめなきゃ！」

　さいわい、空そらはくもり空ぞらだ。

　晴はれる気け配はいもないので、杏あん樹じゅも出でかけることができる。

「原はら宿じゅくだと、やっぱりクレープだよねぇ」

　シルフが、うれしそうにつぶやいた。

「えっ！　昨日きのう、あんなに食たべたのに……まだ食たべるの？」

　杏あん樹じゅはため息いきをついた。

「もういいや、着き替がえてくる。朝あさごはんは、むこうで食たべよう」

　ヴァルにそう言いうと、杏あん樹じゅは自じ分ぶんの部へ屋やへといそいだ。

　サクッと身みじたくをした杏あん樹じゅは、髪かみをアップにまとめた。

「よしっ！」

　階かい段だんを下おりると、玄げん関かんにはクツをはいたヴァルが、杏あん樹じゅを待まっている。

「ちょっと待まって……ヴァルも行いくの？」

「もちろんですとも！　原はら宿じゅくなんて場ば所しょに、杏あん樹じゅさまをひとりで行いかせるわけには！」

「ボクがいるでしょ、いっしょに行いくつもりだし」

「いえ、シルフは人にん間げんの目めには見みえませんし、小しょう学がく生せいの女おんなの子こが、ひとりで歩あるいているように見みえるのは心しん配ぱいです！」

「んー……」

　杏あん樹じゅはじっとヴァルを見みた。

　銀ぎん髪ぱつという以い外がいは、ふつうの青せい年ねんだ。

　保ほ健けん室しつの先せん生せいに、執しつ事じだと言いっても、疑うたがわれなかったくらいだもの。

「いいよ、すぐに準じゅん備びして、行いこう」

「もう行いけますよ」

　ヴァルがほほえむ。

　ピシッとした黒くろい執しつ事じの服ふく……。

「え？」

　この服ふく装そうで外がい出しゅつするのは、問もん題だいがあるような気きがする。

「ヴァル、ほかに服ふくないの？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、ヴァルが首くびをかしげる。

「かっぽう着ぎと、コートはありますけど。あと、予よ備びに、これと同おなじ服ふくが４着ちゃく──」

（……たしかに、ヴァルがこれ以い外がいの着きてるの、見みたことないかも）

「ま、いっか。今こん度ど、ふつうの服ふくも買かおうね」

「で、火ひのもととかは、だいじょうぶなわけ？」

　シルフの言こと葉ばに、ヴァルはハッとなる。

「みそ汁しるがっ！」

　キッチンへ駆かけていくヴァルを見みて、杏あん樹じゅとシルフは肩かたをすくめた。




　そのころ。

「よし、10分ぷん遅ち刻こくですんだぜー！」

　原はら宿じゅく駅えきの裏うら手てにある大おおきな神じん社じゃの、林はやしの中なかに下おりた光こう哉やは、待まち合あわせ場ば所しょである竹たけ下した口ぐちへと走はしっていた。

　人ひとが多おおすぎるから、もう能のう力りょくは使つかえない。

　光こう哉やにだって、それくらいのことはわかっている。

　精せい霊れいの能のう力りょくを使つかうと、大たい使しの紋もんと言いわれる、金きん色いろに光ひかる十じゅう字じ架かのような紋もん様ようが浮うかびあがる。

　手ての甲こうについた紋もん様ようの光ひかりが、完かん全ぜんに消きえるまでは、ゆっくり歩あるいていきたかったけど、そうもいかない。

　じょじょにうすくなる光ひかりが、はやく消きえるのを祈いのりながら、光こう哉やは人ひとをかきわけて走はしった。

「KOUYAくん、こっち！　こっち！」

　事じ務む所しょのマネージャーが手てをふっている。

「すいません、遅おくれちゃって」

　さすがの光こう哉やも、息いきがあがっていた。

「もー、心しん配ぱいしたよー！　今日きょうのスケジュール、わかってる？」

「はい、だいじょうぶです。休きゅう日じつにひとりでぶらりショッピング、がテーマですよね」

「悪わるいね。鳴なる谷やくんのピンチヒッター、急きゅうにたのんじゃって。でも、１カットだけだから」

「いいですよ。鳴なる谷やさん、急きゅうに体たい調ちょう不ふ良りょうって、心しん配ぱいですね」

「鳴なる谷やくんか……ま、くわしくは中なかで話はなそう」

　言こと葉ばをにごしたマネージャーを見みつつ、路ろ肩かたに止とまったロケバスの中なかに入はいっていく。

　ロケバスの中なかは──カメラの機き材ざいやら、助じょ手しゅさんやらで、ごったがえしていた。

「おはようございます。おつかれさまです」

　行いきかう助じょ手しゅさんたちにあいさつしながら、奥おくのメイクスペースへと移い動どうする。

　細ほそ身みの女じょ性せいのスタイリストが、光こう哉やを見みて、目めを細ほそめた。

「KOUYAくん、ひさしぶり。なんか、感かんじが変かわったわね」

「そうですか？」

「うん、ワイルドになった感かんじ。なんかあった？」

　吸ヴァ血ンパ鬼イアになった、とはとても言いえない。

　苦く笑しょうしながら、

「特とくには、ありませんね……成せい長ちょう期きだからじゃないですか」

「会あうたびに、イイ男おとこになってくわねえ」

「マジですか？　じゃあ、青あお井いさん、口説くどかれてくれます？」

「KOUYAくんなら、よろこんで」

　なんて、スタイリストさんと軽かる口くちをたたきながら、今日きょうの服ふくに着きがえる。

　スタイリストと入いれちがいに、メイクさんが入はいってきた。

「あら、KOUYA。今日きょうもイイ肌はだね！」

　青あおヒゲがめだつ、女おんな言こと葉ばのメイクさんは、光こう哉やのほっぺをなでた。

「いろいろ、ためしてるんで。なんかいいスキンケアあったら教おしえてください」

「もちろんよぉ」

　そういえば……とうながされ、光こう哉やはメイク台だいの前まえにすわった。

「KOUYAくん、鳴なる谷やくんのウワサ聞きいた？」

　ファンデーションをまぜながら、メイクさんが口くちをひらく。

「ウワサって……いや、ぜんぜん。なにか、あったんですか？」

「あら……業ぎょう界かいじゃ有ゆう名めいなのにー。ここ最さい近きんなんだけど、原はら宿じゅくでメンズの撮さつ影えいしようとすると、かならずどしゃ降ぶりになって、それに打うたれると、モデルが倒たおれちゃうんだってウワサよぉ」

「モデルが倒たおれる？　雨あめで、風邪かぜでもひいたとか？」

　チャカす光こう哉やの顔かおを見みて、メイクさんは真しん剣けんな顔かおで首くびをふった。

「それがねぇ、植しょく物ぶつ状じょう態たいみたいになっちゃうんですって」

「なんですか、それ!?」

　ギョッとして、メイクさんのほうを見みる。

「あ、鏡かがみ見みてて」

　そう言いわれて、光こう哉やはすなおにあやまった。

「いや、ビックリしちゃって」

「ほんとよねぇ……みんな人にん気きモデルばっかりだから、もー心しん配ぱいだわよ」

　言いって、メイクさんは作さ業ぎょうに集しゅう中ちゅうしていく。

（雨あめに打うたれたせいで、植しょく物ぶつ状じょう態たい？　ありえないだろ）

　光こう哉やは考かんがえこんだ。

（ウワサに、尾おヒレがついてるだけならいいけど……）

　鳴なる谷やは光こう哉やの２コ上うえの先せん輩ぱいで、最さい近きんテレビにも出ではじめている、人にん気きモデルだ。

　体たい調ちょうには、人ひと一いち倍ばい気きをつかっている鳴なる谷やが、おきあがれなくなるほどのことって、なんだろう。

　イヤな予よ感かんがした。

（あー、こんなとき杏あん樹じゅがいればな！）

　精せい霊れい関かん係けいの知ち識しきは、杏あん樹じゅにまかせてある。

　もしかしたら、このことと関かん係けいがある精せい霊れいも、杏あん樹じゅならわかるかもしれない。

（撮さつ影えいが終おわったら、電でん話わしてみるか）

「終おわったわよ、KOUYAくん」

　メイクさんに肩かたをたたかれて、ハッとなる。

「なになに？　むずかしい顔かおしちゃって」

「いや、なんでもないですよ」

　笑わらう光こう哉やに、担たん当とう者しゃが駆かけよってくる。

「終おわったなら、いそいでくれる？　雨あめが降ふってくる前まえに──」

「はーい」

　返へん事じをして、ふと窓まどの外そとを見みた。

　ポツポツと雨あまつぶがついている。

「って、降ふってきてますけど……」

「またか！」

　担たん当とう者しゃが頭あたまをかかえた。

「今日きょうこそは、行いけると思おもったんだけどなー」

「今朝けさの天てん気き予よ報ほうは、くもりだったんですけどね」

　そう言いいながら、マネージャーがケイタイをいじっている。

「あ、変かわりましたね。くもりときどき雨あめになってます」

「あー……でも、もう時じ間かんないから、小こ雨さめのうちに撮とっちゃおう」

　カメラマンが心しん配ぱいそうに、窓まどから空そらを見みている。

「カサも用よう意いしてたよね？」

「ちょっと、待まってください」

　スタイリストに言いわれ、助じょ手しゅがあわてて、走はしってくる。

「ありがとう」

　光こう哉やは受うけとろうとして、あわてて手てを引ひっこめた。

（やっべー……）

　手ての甲こうの光ひかりが、まだ消きえていない。

「どうかした？」

　スタイリストに言いわれ、光こう哉やは首くびをふった。

「いや、静せい電でん気きが」

「あら、やだ！」

　スタイリストが静せい電でん気き除じょ去きょシートを手てに、体からだのあちこちをなでていく。

「ありがとうございます」

　ていねいにお礼れいを言いってほほえむと、スタイリストでさえ、ほおがうっすら赤あかくなる。

　ここでも、王おう子じ様さまスマイルは健けん在ざいだ。

「いいの、がんばってね」

「はい。じゃあ、行いってきます！」

　光こう哉やが言いって、ロケバスを出でていく。

　見みおくっていたメイクさんとスタイリストが、同どう時じに息いきをついた。

「あの子こ、いまに大おお物ものになるわね」

「だれにでも気きをつかえる子こってのは、めずらしいもの」

　光こう哉やを見みつけた、ビニールガサをさした数すう人にんの女おんなの子こたちが、歓かん声せいをあげた。

「KOUYAくーん、こっちむいて！」

「がんばってね！」

　光こう哉やは、ニッコリとほほえむと、カメラマンといっしょに竹たけ下した通どおりへと歩あるいていく。

「撮さつ影えい入はいりますんで、どいてくださーい」

　光こう哉やが歩あるくと、まわりの女おんなの子こたちがふり返かえった。

「あれって、モデルのKOUYA？」

「そうでしょ。すごいねぇ……中ちゅう学がく生せいなのに、あのカッコよさ」

　映えい像ぞうではないので、歓かん声せいがじゃまになることはないけれど、スキあらば光こう哉やに近ちかよろうとする女おんなの子こたちをなだめるのに、助じょ手しゅさんたちは必ひっ死しだった。

（あー、ねみぃ……）

　あくびをかみころしながら、光こう哉やがその中なかを歩あるいていく。

　その背せ中なかを、じっと見みている女おんなの子こがいた。

　カサもささず、茶ちゃ色いろいショートヘアーから水みずがたれる。

　小こ麦むぎ色いろの肌はだとパープルの瞳ひとみに、グレーのシンプルなワンピースがよくにあっている。

　外がい見けんからいって、光こう哉やとおない年どしくらいだろう。

　ククッと、女おんなの子こが口くちをゆがめて笑わらった。

「……今日きょうのターゲットは、あなたよ！」







　　　　９　嵐あらしを呼よぶ少しょう女じょ




　杏あん樹じゅたちが原はら宿じゅくについたころには、雨あめは本ほん格かく的てきに降ふりはじめていた。

「最さい近きん、雨あめが多おおいよねぇ。もう梅つ雨ゆ入いりなのかな？」

「にしては、はやいですよね。まだ５月がつ中ちゅう旬じゅんですよ」

　倹けん約やく家かのヴァルの提てい案あんで、ヴァルとあいあいガサをすることになってしまった杏あん樹じゅは、空そらを見みあげた。

　杏あん樹じゅの肩かたに、すわっているシルフが、口くちをひらく。

「チキューオンダンカとかのせいじゃないの？」

「そうかもしれないねぇ」

　言いって、杏あん樹じゅはあたりを見みまわす。

「それにしても、おにいちゃん、どこだろ？」

　前まえに何なん度どか、光こう哉やの撮さつ影えいを見みにきたことがあるけど、いつもの光こう景けいを探さがせない。

　女おんなの子こたちが集あつまっている人ひとがきが、ないのだ。

　いれば、そこが撮さつ影えいしている場ば所しょ──と、すぐにわかるのに。

「少すこし歩あるいてみましょうか」

　ヴァルに言いわれて、まっすぐのびた竹たけ下した通どおりへと、進すすんでいく。

　雨あめでも、休きゅう日じつの原はら宿じゅくは、とても混こんでいる。

　それも──ゴスロリと呼よばれるゴシック系けいの服ふく装そうをした子こや、肩かたや背せ中なかを露ろ出しゅつした服ふくを着きた子こで、いっぱいだ。

　杏あん樹じゅとおなじくらいの年としの子こが、キレイにメイクをしていたりして、なんだか気きおくれしてしまう。

「なんだか、ちがう世せ界かいですねぇ……」

　はじめて原はら宿じゅくにきたヴァルは、興きょう味みしんしんだ。

　両りょう手てにショッピングバッグをぶらさげ、杏あん樹じゅたちとすれちがった女おんなの子こが、ヴァルを見みてひそひそと話はなしている。

　長ちょう身しんで銀ぎん髪ぱつのヴァルは、めだつのだ。

「ちょっと、あの人ひと、カッコよくない？」

「さっきのモデルの子こもカッコよかったけど、もっとおとなっぽいもんね」

「いっしょにいる子こも、ちょっとかわいいよ」

　めだつのが苦にが手てな杏あん樹じゅは、サッと顔かおをしかめた。

（やっぱり、こなきゃよかったかも……）

　と、後こう悔かいしはじめた、そのとき。

「杏あん樹じゅさま、あそこ！」

　ヴァルが声こえをあげた。

「おにいちゃん、いた？」

「いえ、あのワンピースなんて、杏あん樹じゅさまにいいかな、と思おもいまして」

「ちょっと、ヴァル！　買かいものにきたんじゃないんだよ！」

　そう言いわれて、ヴァルはシュンとなった。

「ま、いいじゃない。ここまできたら、すぐに見みつかるでしょ。光こう哉やはめだつヤツだしさ」

　シルフはそう言いって、言こと葉ばをつづける。

「それに、杏あん樹じゅはヴァンパイア大たい使しなんだから、服ふく装そうには気きをつかわなきゃダメだよ」

「だ、だからって、あんなハデな服ふくなんて着きられないよ！」

　あーもう、とシルフは、オーバーに肩かたをすくめる。

「モノトーンの服ふくとか、めだたない色いろばっか着きるのは、どうかと思おもうぞ」

「好このみの問もん題だいでしょ！」

「だったら、好このみを変かえようよ。せっかくかわいいのに、もったいない！　ほらほら」

「そうですよ。あそこ、入はいりましょう！」

　シルフに背せ中なかを押おされ、杏あん樹じゅはヴァルが指ゆびさしたほうを見みた。

　そこには一いっ軒けんのかわいらしい服ふくのお店みせがあって、店みせ先さきにはふわふわしたワンピースや、あわいパステルカラーの服ふくがならべられていた。

　ヴァルは店てん内ないへと、杏あん樹じゅをひっぱっていく。

「これなんかどうでしょう？」

　レースがふんだんに使つかわれた、黒くろいミニスカートを持もってくる。

「うーん……スカートが短みじかすぎない？」

　悩なやむ杏あん樹じゅを見みて、ヴァルは、背せ中なかの部ぶ分ぶんをヒモで結むすぶ、ビスチェタイプのワンピースを持もってきた。

（たしかに、さっきのより丈たけは長ながいけど……）

「ヴァルの趣しゅ味みって、ゴスロリ系けいなの？」

「だって、かわいいじゃないですか！」

　鼻はな息いきをあらくするヴァルを見みて、杏あん樹じゅはクスッと笑わらった。
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「ま、私わたしににあうんだったら、いいけど……」

　あきらめて、そう言いった杏あん樹じゅを見みて、ヴァルの目めがかがやいた。

　いそいそと、店てん内ないを物ぶっ色しょくしはじめる。

　それを横よこ目めに、杏あん樹じゅは店みせの外そとを見みた。

　雨あまあしは強つよくなる一いっ方ぽうだ。

「こんな雨あめじゃ、撮さつ影えいって中ちゅう止しにならないの？」

　シルフがくしゃみをする。

「これじゃ、風邪かぜひいちゃうよ」

「どうだろ。発はつ売ばい日びを延えん期きするわけにもいかないから、撮さつ影えいするんじゃないかな」

　空そらを見みあげると、いまにも雷かみなりが鳴なりそうな、ぶあつい雲くもが浮うかんでいる。

「ま、いまごろ、雨あまやどりしてるよ、きっと」

「それも、そうかもね」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、シルフがさけぶ。

「うー、ボクおなかすいたっ！　いつになったら、クレープ食たべられるんだろ！」




　雨あめが弱よわまるのを待まつため、光こう哉やとスタッフは、近ちかくの喫きっ茶さ店てんに入はいった。

　ファンの子こたちにはもうしわけないけれど、店みせには入はいれないと、マネージャーが言いいにいっている。

　入いれたら最さい後ご、店てん内ないは大おおさわぎになってしまうからだ。

「にしても、この異い常じょう気き象しょうにはこまるよー。撮さつ影えいのスケジュール狂くるいまくりだ！」

　担たん当とう者しゃが泣なきそうな顔かおをしていた。

「ちょうど梅つ雨ゆの時じ期きに発はつ売ばいなんだし、雨あめでもいいんじゃないですか？」

　カメラマンはそう言いって、機き器きをふいた。

「あー、でも……こう、どしゃ降ぶりだと、機き材ざいがねぇ」

「このまま晴はれないと、KOUYAくんには悪わるいけど、晴はれた平へい日じつに、学がっ校こう休やすんでもらって、撮とりなおしかもな」

「いいですよ、オレは」

　光こう哉やはそう言いいながら、ふと窓まどの外そとを見みると、女おんなの子こがひとり、こちらを見みている。

　カサはない。

　ずぶぬれで、光こう哉やを見みているのだ。

（なんだろ、あの子こ……）

　よく撮さつ影えいを見みにきてくれる女おんなの子この顔かおなら、あるていど、覚おぼえているつもりだった。

　しかし、あの子こには見みおぼえがない。

　スタッフはまるで、気きにも留とめていないように、天てん気きについてグチをこぼしている。

（しかたねぇな……）

　光こう哉やは、スタッフのビニールガサを１本ぽん持もって、外そとへと出でた。

「……雨あめの中なかに立たってたんじゃ、風邪かぜひくよ」

　自じ分ぶんの体からだを濡ぬらす雨あめがやんだので、女おんなの子こは顔かおをあげた。

　そこには、カサをさした光こう哉やが立たっている。

「これ、あげるから。はやく帰かえりなよ」

　そう言いって、女おんなの子この手てにカサをにぎらせる。

「やさしいのね」

　女おんなの子こが、そうつぶやいた瞬しゅん間かんだった。




　ピカッ！




　あたりを雷らい光こうがてらす。

　人ひとの悲ひ鳴めいが、あちらこちらで聞きこえてきた。

　つづいて、近ちかくに雷かみなりが落おちる音おとがする。

　光こう哉やはとっさに、女おんなの子こを抱だきよせ、道みちのはしへとつれていった。

「こんなとこにいたら、あぶないよ」

　２人ふたりが入はいったカサが、突とっ風ぷうでもぎとられる。

「あっ……！」

　カサをとりに行いこうと、光こう哉やが離はなれたそのとき。

　光こう哉やの腕うでを、女おんなの子こがガッシリとつかんだ。

　光こう哉やと女おんなの子この体からだが、雨あめで濡ぬれていく。

「あー、やべっ……メイクさんに怒おこられる。つか、服ふくも濡ぬれてるし！」

　くずれてしまった髪かみをかきあげ、光こう哉やはふしぎそうな顔かおをした。

「……どうしたの？」

「雷かみなりからかばってくれる人ひとなんて、あなたがはじめてよ」

「そっか。あ、いきなり触さわってごめんね」

「ううん。もっと好すきになりそう」

　そう言いった女おんなの子この目めが、かすかに光ひかった気きがした。

（なんだ、ヘンなファンだな……）

「あなたの名な前まえは、なんて言いうの？」

　聞きかれて、目めの前まえの子こが、自じ分ぶんのファンではないことに気きづく。

（この子こ、鳴なる谷やさんの撮さつ影えいだと思おもってきたのかも）

「KOUYAだよ」

　こうや、と女おんなの子こは口くちの中なかでつぶやく。

「いい名な前まえね」

「ありがとう」

　雨あめに打うたれながらするような会かい話わじゃない。

　光こう哉やはいぶかしげに思おもっていた。

（なんかヘンだ……）

　そう思おもうのに、体からだがうまく動うごかない。

「今日きょうは私わたし……KOUYA、あなたに決きめたわ」

「へ？　それって、どういう──」

　女おんなの子この目めがあやしく光ひかった。

「さあ、私わたしといっしょに行いきましょう」

　言いって、ほそい腕うでをさしのべてくる。

「は？　いや、仕し事ごと中ちゅうだし。行いけないよ」

「私わたしといっしょに、くるのよ」

　いちだんと強つよく光ひかる目めを見みて、光こう哉やの頭あたまに、警けい報ほう音おんが鳴なりだした。

　同どう時じに、頭あたまのしんが、ボーッとしてくるような気きがする。

（こいつ、やっぱりヘンだ！）

「あなたは、私わたしのものになるの。──私わたしの中なかで、永えい遠えんに生いきるのよ」

　雨あめと雷かみなりは止とまらない。

　たたきつけるような雨あめの中なか、雷かみなりがひっきりなしに落おちてくる。

「……おまえ、何なに者ものだ？」

　ファンでもない子こに、ひたすらやさしくする必ひつ要ようはない。

　光こう哉やは、ふだん使つかっている口く調ちょうにもどした。

「さっきから、おかしいぜ」

　言いわれた女おんなの子こが首くびをかしげた。

「おかしいのは、あなたよ……どうして、術じゅつにかからないの？」

　光こう哉やが身みがまえる。

（術じゅつ……!?　ってことは！）

「おまえ、人にん間げんじゃないな!?」

「あなた、人にん間げんじゃないわね!?」

　同どう時じに言いった言こと葉ばは、すぐそばに落おちた雷かみなりの音おとで、かき消けされた。







　　　　10　目め覚ざめる、吸ヴァ血ンパ鬼イア！




「いま、なんて？」

　光こう哉やがジリッと、あとずさる。

「私わたしはヴィリ。嵐あらしを呼よぶ女おんなよ。それより、あなたは何なに者もの？」

　小こ首くびをかしげるヴィリ。

　光こう哉やは、チラッと喫きっ茶さ店てんを見みる。

　光こう哉やが抜ぬけだしたことに、スタッフのだれもが気きづいてはいないようだ。

（このまま、逃にげきれる感かんじはしねーな）

　覚かく悟ごを決きめ、光こう哉やが口くちをひらく。

「何なに者ものって……まぁ、あんたと同おなじだよ」

　そう言いって、ニヤリと笑わらった。

「精せい霊れい……吸ヴァ血ンパ鬼イアだよ。しかも、ただの吸ヴァ血ンパ鬼イアじゃない。ＷＦＡ特とく別べつ管かん理り大たい使しって肩かた書がきもある」

　光こう哉やの言こと葉ばを聞きいて、ヴィリがハッとなった。

「特とっ管かんなの、あなた……！」

　わなわなと全ぜん身しんをふるわせている。

「ヴィリとか言いったっけ……もしかして、鳴なる谷やさんにも、なんかしたのか？」

「……」

「何なん人にんやったのか知しらないけど、ウワサになってるぜ。まずいんじゃねーの？」

　ヴィリがキッと光こう哉やをにらむ。

「だからって、ここで、大たい使しの紋もんを出だすの？」

　ヴィリが、見み透すかしたように光こう哉やを見みている。

「私わたしは、そんな紋もんにひるんだりしないわ。好すきな男おとこの人ひとを自じ分ぶんのものにして、なにが悪わるいのよ。殺ころしたりなんかしてないわ！」

「植しょく物ぶつ状じょう態たいになるって、人にん間げん界かいじゃ、じゅうぶん問もん題だいなんだけどね」

「知しらないわよ。勝かっ手てになっちゃうんだもの」

　ヴィリは当とう然ぜんのように言いった。

「あなたが、吸ヴァ血ンパ鬼イアで──しかも、ＷＦＡの大たい使しだと知しって、おどろいたけど……でも、好すきになっちゃったんだもの、しかたないわ。私わたしのものになりなさいよ！」

　そう言いって、ヴィリが光こう哉やの腕うでをつかむ。

「なにすんだ！」

　つかまれた腕うでは、そう簡かん単たんにふりほどけなかった。

　女おんなの子この力ちからではない。

　このままじゃ、どうすることもできない。

　かといって、能のう力りょくを使つかえば、手ての甲こうに大たい使しの紋もんが出でて、撮さつ影えいどころじゃなくなるし、正しょう体たいがバレるかもしれない。

　光こう哉やは歯はぎしりした。

（ちくしょう……）
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　ヴィリはつかんでいた光こう哉やの腕うでを、グイッと引ひきよせる。

「ねっ。吸ヴァ血ンパ鬼イアのあなたなら、私わたしのそばで生きられるかもしれない」

「本ほん人にんの気き持もちは、シカトかよ」

「もしダメでも、あなたは私わたしの中なかで永えい遠えんに生いきつづけられるわ」

「人ひとの話はなし、聞きいてんのかよ！」

「さあ、手てこずらせないでちょうだい」

　上うわ目めづかいに光こう哉やを見みつめるヴィリには、なにを言いっても届とどかなさそうだった。

（実じつ力りょく行こう使ししかないか……）

　光こう哉やは、空あいているほうの手てで、こぶしをかためて、力ちからをこめた。

「女おんなの子こに、手てをあげたくはないんだけど」

　顔かおをひきつらせながら、光こう哉やが言いった。

「はなしてくんないかな？」

「それは、人ひととして逃にげるため？　それとも、大たい使しとしての使し命めいのため？」

　ヴィリの目めが、あやしく光ひかった。

（さっきから、なんだこれ……）

　術じゅつをかけようとしているのは、わかっている。

　それが自じ分ぶんにかからないのも、なんとなくわかる。

（なにがしたいんだ、こいつ……）

　鳴なる谷やになにをしたのか、見みてみたいような気きもする。

（ここは、かかったフリしてみるか）

「もう、なにも考かんがえずに、私わたしといっしょに楽たのしく生いきましょう」

　ヴィリの顔かおが近ちかづいてくる。

（……わっ！）

　──光こう哉やのくちびるに、ヴィリのくちびるが重かさなった。

（ちょっ……え!?）

　身みじろぎした光こう哉やを、ものすごい吐はき気けが襲おそってきた。

　ヴィリのくちびるに、なにかを吸すわれていくような、みょうな感かん覚かくを感かんじる。

　視し界かいがじょじょに暗くらくなっていく。

（……ま、まずい！）

　クラクラする頭あたまをかかえ、光こう哉やはヴィリをつき飛とばした。

「おまえ……なにしやがった……」

　ヴィリは口くちをぬぐいながら、光こう哉やを見みて、フフッと口くちもとをゆがめた。

「やっぱり、あなたいいわね！」

（……こいつ、生せい気きを吸すいとる精せい霊れいなのか！）

　気きづいたときには、すでに遅おそかった。

　光こう哉やはクタクタと、その場ばにすわりこんでしまう。

（やべぇ、オレ……このままだと、やられる！）




　杏あん樹じゅは店てん内ないでハッとなった。

　頭あたまが、ズキと痛いたむ。

　まだ店てん内ないで洋よう服ふくを選えらんでいるヴァルをおいて、なにげなく外そとを見みた。

　なぜか、イヤな予よ感かんがしたからだ。

　外そとは、雨あめで白しろくおおわれている。

　いつのまにか、雨あめはどしゃ降ぶりへと変かわっていた。

「どうかした？」

　シルフに聞きかれ、杏あん樹じゅは考かんがえこんだ。

「いや……なんか、イヤな予よ感かんがして……」

　そう言いって、外そとをじっと見みつめる。

（なんだろう……ドキドキがおさまらない……）

「ちょっと、外そと、見みてくるね！」

　杏あん樹じゅは店みせの外そとへと出でた。

　イヤな予よ感かんは大おおきくなってくる。

（どこにいるんだろう……）

　ドキドキとする心しん臓ぞうをおさえながら、杏あん樹じゅはどしゃ降ぶりの中なかを駆かけだした。

「杏あん樹じゅ、ちょっと待まてよぉ！」

　シルフの声こえが、雷かみなりにかき消けされる。




　バチン。




　大おおきな音おとがして、光こう哉やの頭あたまの中なかでなにかがはじけた。

　うつろになっていた体からだが、急きゅう激げきに、熱あつくなっていく。

　全ぜん身しんに力ちからがみなぎってくる。

（人にん間げんじゃないから……オレ、吸すわれても、だいじょうぶだったのか？）

　光こう哉やはゆっくりと立たちあがると、ジロッとヴィリをにらみつける。

「残ざん念ねんだったな、オレは平へい気きみたいだぜ」

　不ふ敵てきな笑えみを浮うかべながら、光こう哉やはヴィリにゆっくりと近ちかづいていく。

　ヴィリはトロンとした目めで、光こう哉やを見みつめているばかりだ。

（？　なんで、こいつ……オレから、逃にげようとしないんだ？）

　光こう哉やの体からだは、意い識しきとは関かん係けいなく、ヴィリに近ちかづいていく。

　一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ、確かく実じつに。

（これは……なんだ？　もしかして──）

　光こう哉やは、おじいちゃんの言こと葉ばを思おもいだす。

「おまえの特とく異いな能のう力りょくは、身しん体たい能のう力りょくではなく、その笑え顔がおにあると思おもうんだ。古こ来らいの吸ヴァ血ンパ鬼イアは、相あい手てを魅み了りょうしてから、吸きゅう血けつしていたという記き録ろくもある。相あい手てが無む防ぼう備びだからといって、おまえは気きをゆるしちゃいけない。おまえの中なかの吸ヴァ血ンパ鬼イアは、いつだって人ひとの血ちを吸すおうとしているのだから──」

（吸ヴァ血ンパ鬼イアの、生せい存ぞん本ほん能のうがうごめいているのか……？）

　体からだの奥おくが、もだえるほどに熱あつい。

（あれ、オレ、どうしちゃったんだ……？）

　やけに、ヴィリの首くびすじが、光ひかりかがやいて見みえる。

　犬けん歯しがうずいた。

（……ダメだ！）

　頭あたまではそう思おもっていても、体からだが勝かっ手てに動うごく。

　光こう哉やは、ヴィリの両りょう肩かたをつかんだ。

　ゆっくりと、ヴィリの首くびすじに、くちびるを近ちかづけていく。

（やめろぉっ！　オレは、ほんものの吸ヴァ血ンパ鬼イアになんか、なりたくない！）

　光こう哉やの視し界かいが、じょじょに暗くらくなっていく。

　目めをとじているのだ、と気きづいたときには──

　すでに、光こう哉やの口くちがヴィリの首くびすじにくっついていた。







　　　　11　オレでよければ……




　どしゃ降ぶりの中なか、杏あん樹じゅはカサもささずに走はしっていた。

「おにいちゃん……どこ？」

　イヤな予よ感かんをかかえ、杏あん樹じゅは道みち行ゆく人ひとを避よけながら、竹たけ下した通どおりを進すすんでいく。

「杏あん樹じゅ、あれっ！」

　追おいかけてきたシルフが、なにかを指ゆびさした。

「あっ！」

　視し線せんのさき──小こ柄がらな女おんなの子こに抱だきついている、光こう哉やの姿すがたが目めに入はいる。

「ファンの子こにサービス中ちゅう？」

「そんなことやらないよ！　なに言いってるの！」

　シルフをふりはらって、杏あん樹じゅは雷らい鳴めいがとどろく中なか、光こう哉やのもとに駆かけだした。

　杏あん樹じゅには見みえたのだ。

　光こう哉やの長ながい犬けん歯しが、いまにも女おんなの子この首くびすじに、つき刺ささろうとしているのが。

「おにいちゃん！　ダメ──────！」
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　こんな雨あめでも、通つう行こう人にんは少すくなくない。

　みんな、一いっ刻こくもはやく帰かえろうと、駅えきへといそいでいる。

　いますぐにでも止とめたいのに、流ながれに逆ぎゃっ行こうするように走はしる杏あん樹じゅは、思おもうように進すすめない。

（いやだ……いやだよ……おにいちゃんが、ほんものの吸ヴァ血ンパ鬼イアになっちゃう！）

　一いち度どでも、吸きゅう血けつをしてしまった吸ヴァ血ンパ鬼イアは、つぎつぎと人ひとをおそう可か能のう性せいがあるらしい。

　おじいちゃんのように、特とく異いな体たい質しつと、よほどの精せい神しん力りょくがないと、凶きょう暴ぼうな本ほん能のうが目め覚ざめてしまうのだ。

「すみません！　通とおしてくださいっ！」

　ずぶぬれの杏あん樹じゅがさけぶと、通つう行こう人にんたちはふしぎな顔かおをしながらも、避よけてくれた。

　それでも、間まにあわない。

「おにいちゃ────────ん！」

　そのとき。

　人ひと混ごみでもがく杏あん樹じゅの横よこを、一いち陣じんの風かぜが通とおりぬけた。

「きゃっ！」

　雨あめの中なか、銀ぎん色いろにかがやく風かぜが、まっすぐに光こう哉やにむかっていく。

「ヴァル！」

　その風かぜの正しょう体たいに気きづいたときには──すでにヴァルは、光こう哉やと女おんなの子この、すぐとなりにいた。

　ヴァルの手しゅ刀とうが、光こう哉やの首くびに落おちようとした瞬しゅん間かん、光こう哉やがくずれ落おちる。

「光こう哉やさまっ!?」

　ヴァルの腕うでの中なかで、光こう哉やがグッタリとしていた。

「くっ……あぶなかったわ……」

　ヴィリが、よろよろと首くびすじをおさえた。

「まさか、この私わたしが吸ヴァ血ンパ鬼イアに魅み了りょうされるなんて」

　ヴァルが、ヴィリをじっとにらみつける。

「おにいちゃんは!?」

　駆かけよってきた杏あん樹じゅを見みて、ヴィリがあとずさる。

　杏あん樹じゅは、まじまじとヴィリを見みた。

（この人ひと、まさか！）

「あなた……精せい霊れいね！」

　ヴィリは、杏あん樹じゅを無む言ごんで見みつめている。

「おにいちゃんに、なにしたの!?」

「……キスしただけよ」

「キッ、キスって……なっ！」

　杏あん樹じゅの顔かおが赤あかくなる。

「あなたには、関かん係けいないでしょっ」

　ツンとするヴィリを見みて、杏あん樹じゅはふと思おもった。

（私わたし、この人ひと……知しってる）

　頭あたまの中なかをフル回かい転てんさせる。

　どこかで読よんでる。

　どこかで知しってる。

「あなたって……嵐あらしの精せい霊れい、悲ひ恋れんのヴィリ……？」

　つぶやくように言いった杏あん樹じゅの言こと葉ばに、ヴィリはキッと顔かおをしかめた。

「悲ひ恋れんだなんて、言いってほしくない！」

「……ごめんなさい、でも──」

　本ほんには、そう書かいてあったのだ。

　好すきな男おとこの人ひとの生せい気きを吸すいとって、生いきる精せい霊れいヴィリ。

　吸すいとられた男おとこの人ひとは生いける屍しかばねになってしまうので、ヴィリとともには、生いきられない。

　ゆえに、ヴィリはいつでも、ひとりなのだ。

（まさか、おにいちゃんがおそわれるなんて……）

　怒いかりで全ぜん身しんがふるふるとふるえる。

　いまにも、つかみかかりたい衝しょう動どうを、どうにかおさえる。

「……あなたがやったことは、人にん間げん界かいではいけないことなの。だから、おにいちゃんがいなくても、私わたしが１人ひとりで裁さばくわ」

「なにがいけないの？　好すきな人ひとの生せい気きをもらえなくなったら、私わたしは死しぬしかないのよ」

「……本ほん当とうにそうなの？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、ヴィリが首くびをかしげた。

「吸すえなくなったら、死しんじゃうの？」

　ヴィリは、ウッと言こと葉ばを詰つまらせる。

　ヴィリのことが書かいてあるページには、つづきがあった。

　でも、かすれていて読よめなかったのだ。

　そのときは、たいしたことじゃないと気きにも留とめなかったけれど、いま思おもうと、重じゅう大だいなことが書かいてあるような気きがした。

「正しょう直じき、あなたのことはよくわからない。だけど、話はなしてくれれば協きょう力りょくできると思おもうの」

　どうかな？　と杏あん樹じゅは、ヴィリの顔かおを見みつめた。

　うつむいているヴィリの肩かたがふるえる。

「……わかんないのよ！　好すきになると、ぜんぶがほしくなっちゃうんだもの！」

　そう言いって、顔かおをあげたヴィリの目めには、涙なみだが浮うかんでいた。

「気きづいたら、好すきになった相あい手てが目めの前まえで倒たおれてる……しかたないでしょ……ガマンできないんだもの」

　こう言いわれて、杏あん樹じゅは、どうしていいかわからなくなる。

　欲よく望ぼうのままに生いきていていいのだろうか。

（ちがう！）

　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの考かんがえを否ひ定ていするように、首くびをふった。

「私わたしのおじいちゃんは、吸ヴァ血ンパ鬼イアだったけれど、吸きゅう血けつはしなかった。それでも、３００年ねん近ちかく生いきたのよ。あなたにだって、人ひとのエネルギーをもらわなくても、生いきる道みちがあるんじゃないの？」

「おじいちゃん……あぁ、イーヴァルのことね。あの人ひとは特とく別べつよ」

「特とく別べつってなによ！」

　杏あん樹じゅはヴィリをにらみつけた。

「特とく別べつでしょ！　ガマンができる精せい霊れいなんて、滅めっ多たにいないもの」

「あのね！　おじいちゃんだって、吸ヴァ血ンパ鬼イアだったんだもの。血ちを吸すいたかったはずだよ。だけど、大だい好すきなおばあちゃんとおなじ人にん間げんになりたかったから、ずっとずっとガマンしてきたんだと思おもう。特とく別べつなんかじゃない」

「……」

　ヴィリがだまりこんだ。

「好すきな人ひとのためだから、ガマンできたんだと思おもう」

「……じゃあ、いっしょに生いきてくれる人ひとがいない私わたしは、どうやってがんばればいいのよ。イーヴァルには、人にん間げんの奥おくさんがいた。でも、私わたしにはいないわ！　だって、みんな倒たおれちゃうんだもの！」

　そのとき、

「……これから、見みつければいいじゃん」

　ヴァルに支ささえられて、ゆっくりと光こう哉やがおきあがる。

「なにも杏あん樹じゅは、ぜんぶガマンしろなんて言いってないだろ。ほんのちょこっとガマンすれば、好すきな人ひととずっといっしょにいられるんだぜ？　それくらいのこと、好すきな人ひとのためだったらしないと」

「おにいちゃん、だいじょうぶなの!?」

　駆かけよった杏あん樹じゅにむかって、光こう哉やは笑わらった。

「なんとか。フラフラするけど」

　そう言いって、光こう哉やはヴィリの前まえに立たった。

「見みつかるまでは、オレでよければ──つき合あうよ？」

「おっ、おにいちゃん、なに言いってんのよ！」

「杏あん樹じゅ、でかい声こえ出だすな……頭あたまいてぇ……」

　ぐっしょりと濡ぬれた髪かみのまま、光こう哉やはヴィリを見みた。

「今日きょうみたいに、一いっ気きに吸すわれるとヤバいけどな。それより──ヴィリ、だいじょうぶだった？　こわがらせて、ごめんな」

　？マークが杏あん樹じゅの頭あたまに浮うかぶ。

　なんで自じ分ぶんの生せい気きを吸すった人ひとにむかって、だいじょうぶなんていう言こと葉ばが出でてくるのか──不ふ思し議ぎでたまらない。

　杏あん樹じゅはだまったまま、考かんがえこんだ。

　でも、たしかに、ここにくる前まえ──ヴィリに襲おそいかかっていたのは、おにいちゃんだ。

「吸すった記き憶おくはないから、だいじょうぶだと思おもうけど」

　そう言いって、光こう哉やは口くちもとに笑えみを浮うかべた。

「ガマンしたからな、オレ。そのかわり、ダウンしちゃったけど」

　杏あん樹じゅはあっけにとられて、光こう哉やを見みている。

（なるほど……だから、ヴァルが気き絶ぜつさせようとする前まえに、倒たおれちゃったんだ）

　それにしても──

「吸きゅう血けつをガマン……って」

「オレ、すごくね？　生せい存ぞん本ほん能のうに勝かったんだぜ」

「さすが、光こう哉やさまです」

　ほめるヴァルを横よこ目めに、杏あん樹じゅは口くちをひらく。

「おにいちゃんのバカッ！　本ほん能のうに勝かてずに、血ちを飲のんじゃったら、どうなったと思おもってるの！　なんで、そうムチャなことばっかりするのよ……！」

　涙なみだで視し界かいがゆがむ。

「悪わりぃ。泣なくなよ、杏あん樹じゅ」

　そんなふうに軽かるく言いって、肩かたに手てを回まわしてくる光こう哉やに、杏あん樹じゅは抱だきついた。

「心しん配ぱいする、こっちの身みにもなってよ！」

　まあまあ、とヴァルが口くちをはさむ。

「なにもおこらなかったんだから、もういいじゃありませんか」

「そうそう。杏あん樹じゅは、いろいろと心しん配ぱいしすぎなんだよ」

　シルフまで、光こう哉やの肩かたをもつ。

「終おわりよければ、すべてよし。それでいいだろ？」

　杏あん樹じゅの頭あたまをくしゃくしゃっとなでて、自じ慢まんげな表ひょう情じょうを浮うかべる光こう哉やを見みて、ヴィリが、泣なきそうな顔かおで言いった。

「……私わたしにも、できるかしら」

「がんばろうぜ。オレも、それに杏あん樹じゅも──みんな協きょう力りょくするしさ」

　光こう哉やの言こと葉ばに、涙なみだを浮うかべながら笑わらった。

「そうね、……がんばってみるわ」

　ヴィリが、さびしげにほほえむ。

「もし、私わたしになにかあったら……心しん配ぱいしてくれる？」

　ヴィリが、じっと杏あん樹じゅを見みた。

「もちろんです。日にっ本ぽんにきた精せい霊れいのめんどうはみるって、ちゃんと決きめてますから」

「ありがとう、小ちいさな大たい使しさん──じゃあ、もう、これはいらないわね」

　言いって、ヴィリが両りょう手てを空そらにかざした。

「え……」

　杏あん樹じゅが空そらを見みあげる。

　その瞬しゅん間かん、ぶあつい雲くもがサーッと消きえていく。

　と、同どう時じに、サンサンとかがやく太たい陽ようが顔かおを出だした。

「わっ、まずい！」

　杏あん樹じゅは、あわててまわりを見みまわした。

（ど、どこか、太たい陽よう光こうをふせげる場ば所しょは……）

　だけど、その心しん配ぱいはいらなかった。

　太たい陽よう光こうにてらされても、杏あん樹じゅはめまいをおこすことなく、立たっていたからだ。

「ど、どういうこと？」

「……もしかしてさー、杏あん樹じゅ」

　シルフが太たい陽ようを見みあげた。

「杏あん樹じゅって、だいぶ前まえから、太たい陽ようが平へい気きになってたんじゃない？」

「えぇっ!?」

「ニオイに弱よわかったのも、いつのまにか平へい気きになってたじゃん」

「えーっ、そ、そんなぁ……」

　複ふく雑ざつな顔かおをしている杏あん樹じゅを横よこ目めに、ヴィリが光こう哉やに近ちかづいた。

「しばらくは日にっ本ぽんで、あなたのお世せ話わになるわ。ありがとう、光こう哉や」

　そう言いって、光こう哉やのほおにキスをする。

「とりあえず、人にん間げん界かいに住すむための準じゅん備びをするわね。また会あいましょう」

　言いいながら、ヴィリの姿すがたは霧きりのように消きえていった。

　そのとき。

「ちょっと、光こう哉やくん！」

　ふり返かえると、そこには──

「こ、光こう哉やくん！　雨あめの中なかで、なにやってんだよ！」

　ぼんやりとつったっていた杏あん樹じゅと光こう哉やは、われにかえった。

「びしょぬれじゃないか！　って、こっちの子こは？」

「あ、オレの妹いもうとです。なんか原はら宿じゅくで迷まい子ごになったとか電でん話わがきたんで、探さがしに出でたんですよ」

　シレッとウソをついて、光こう哉やはマネージャーによわよわしく、ほほえみかける。

「あの、すいません、オレ──」

　そこまで言いったとき、口くちもとに笑えみを浮うかべたまま、力ちからがぬけたように倒たおれてしまった。

「お、おにいちゃん！」

　あわてて抱だきおこしたけれど、目めをあける気け配はいはない。

「ヴァル、どうしよう！　おにいちゃんが！」

「うわあああああっ！　光こう哉やくんまでえ！」

　マネージャーが、喫きっ茶さ店てんに走はしっていく。

　ヴァルはそれを見みおくって、光こう哉やのひたいを、そっとなでた。

「いえ、だいじょうぶだと思おもいます。ヴィリに力ちからを吸すわれたせいで、体たい力りょくがなくなったんでしょう。帰かえって、きちんと休やすめば、よくなりますよ」

「そ、そっかぁ……」

　安あん心しんして、その場ばにへたり込こんでしまう。

「キミ、キミッ！」

　店てん内ないから、担たん当とう者しゃをつれてきたマネージャーが、ヴァルを呼よんだ。

「はい、私わたしでしょうか？」

「そう、キミ。光こう哉やくんの知しりあい？」

「いえ……」

　こまっているヴァルに、杏あん樹じゅが助たすけ船ぶねを出だす。

「私わたしとおにいちゃんの、親おやがわりをしてくれてる保ほ護ご者しゃなんです」

「光こう哉やさまをつれて帰かえります。もうしわけありませんが、撮さつ影えいはキャンセルということで──」

　ヴァルの言こと葉ばは、マネージャーと担たん当とう者しゃの耳みみに届とどいていないようだった。

　２人ふたりでひたいをつき合あわせて、なにか相そう談だんしている。

「あの……？」

「あのさ、キミ、どこかに所しょ属ぞくしてるの？」

　どういうこと？

　杏あん樹じゅとヴァルは顔かおを見みあわせた。

「いやね、年ねん齢れい層そうが高たかい雑ざっ誌しのメンズモデルも、みんなダウンしちゃっててさ。どうかな、来らい週しゅうとかスケジュール空あいてる？」

（えぇっ!?）

　ずぶぬれになった杏あん樹じゅは、目めを見みひらいたまま、かたまってしまった。

　それは、当とうのヴァルも同おなじだった。

「わ、私わたしが、ですか？」

「そうそう、人にん気き出でると思おもうんだよね。その髪かみは染そめてる？　それとも、もともとかな」

「ご、ご遠えん慮りょします！」

　そう言いって、ヴァルは光こう哉やを抱だきかかえると、そそくさと歩あるきだした。







　　　　12　ふしぎな転てん校こう生せい




「うーん、イイ天てん気きっ！」

　杏あん樹じゅは大おおきく伸のびをすると、空そらを見みあげた。

　サンサンとかがやく太たい陽ようの下したを歩あるけることが、こんなにもうれしいなんて。

（太たい陽ようが大だい好すきな吸ヴァ血ンパ鬼イアなんて、おかしいけどねっ）

　自し然ぜんとスキップしそうになる。

「杏あん樹じゅ、うれしそうだねぇ……」

　肩かたにのったシルフに、杏あん樹じゅは満まん面めんの笑えみでこたえた。

「だって、もう学がっ校こう、休やすまなくてもよくなったんだもん」

「そんなに、学がっ校こうに行いけるのがうれしい？」

「友ともだちに会あえるのがうれしいの」

　ふーん、とシルフが生なま返へん事じをする。

「ボクには、わかんないなぁ……光こう哉やみたいに、杏あん樹じゅはおおぜいでワイワイさわいだりしないしさ」

「友ともだちは、数かずじゃないよ」

「そんなもんかな？」

「私わたしはそうなの」

　杏あん樹じゅはそう言いい切きって、笑えみを浮うかべた。

「シルフも、そのうちわかると思おもうよ」

　言いって、シルフの口くちもとに指ゆびをあてる。

「そろそろ、おしゃべり禁きん止し。学がっ校こう着つくから」

「へーい」
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「杏あん樹じゅ、おはよー！」

　さきに教きょう室しつにきていた里さと美みが、手てをふってくる。

「おはよ。どうしたの？　里さと美み」

　里さと美みの目めは、キラキラしている。

　なにかイイことがあったのだろう。

　話はなしたくて、ウズウズしているといった感かんじだ。

「ねぇねぇ、杏あん樹じゅ！　ボロ神じん社じゃのウワサ、聞きいた？」

　ボロ神じん社じゃと言いわれて、ドキッとする。

　ウワサ──なんだろう。

（里さと美みがワクワクしてるってことは……まさか、オバケ関かん係けい？）

　あの歓かん迎げい会かいから、まだ２日かだ。

　少すこしおびえた杏あん樹じゅを見みて、里さと美みはコロコロと笑わらった。

「オバケが出でたとかじゃないからだいじょうぶだよー。ほんと、杏あん樹じゅはこわがりだよね」

「……そんな顔かおしてた？」

「うん、こわばってたよ」

「だって、神じん社じゃとか言いいだすなんて、思おもってなかったし……それに里さと美み、みょうにうれしそうなんだもん」

　ビクビクしている杏あん樹じゅをよそに、里さと美みは言こと葉ばをつづける。

「あそこ、改かい築ちくされたの知しってる？」

「へぇ……そうなんだ」

　知しってるなんて言いえずに、杏あん樹じゅはなにげない風ふうをよそおって、カバンをつくえにかけた。

　シルフがクスクスと笑わらう。

「情じょう報ほう通つうといえども、今こん回かいは杏あん樹じゅのほうが先さきだね。なんせ、その神じん社じゃで一ひと晩ばんすごしたんだから」

　杏あん樹じゅと里さと美みの頭ず上じょうを舞まっているシルフを、杏あん樹じゅはチラリと見みた。

　そんな杏あん樹じゅの横よこを、クラスメイトがそわそわと横よこぎっていく。

（なんだろ……）

　ふと教きょう室しつ内ないを見みまわすと、クラスメイトのだれもが、浮うき足あしだっている。

　里さと美みが、意い味みありげに笑えみを浮うかべた。

「でね！　あの神じん社じゃにあたらしく引ひっ越こしてきた子こが、今日きょう、転てん校こうしてくるんだってさ！」

「へぇ！」

　転てん校こう生せいがくるから、うれしそうだったのか。

　でも、里さと美みがこんなに顔かおを上じょう気きさせているってことは──

「男おとこの子こだよ！　それも、とびっきりイケメンの！」

「顔かお、見みたの？」

「いやぁね。転てん校こう生せいって言いったら、イケメンに決きまってるじゃない」

「それって……里さと美みのイメージでしょ。マンガの読よみすぎ」

　笑わらいとばそうとした瞬しゅん間かん、チャイムの音おととともに教きょう室しつのドアがひらいた。

「はーい、みんなすわって」

　キヨミ先せん生せいが、いつものジャージ姿すがたで入はいってくる。

　ドアは、みんなを期き待たいさせるように、あいたままだ。

「ほら、入はいって」

　そう言いわれて、入はいってきたのは──里さと美みの言いっていたとおりの──小こ麦むぎ色いろの肌はだをした、短たん髪ぱつの男おとこの子こだった。

　切きれ長ながの目めが、じっと杏あん樹じゅの頭あたまの上うえを見みている。

（なにをボーッとしてるんだろう？）

　ふと、杏あん樹じゅは上うえを見みた。

　頭あたまの上うえには、シルフがいる。

（……えっ、まさか、シルフが見みえてるの!?）

　ビクビクと心しん臓ぞうが高たか鳴なる。

　転てん校こう生せいの視し線せんは、そのまま──スーッと杏あん樹じゅにうつった。

　ドギマギしながら、杏あん樹じゅはいそいで転てん校こう生せいから視し線せんをそらす。

「今日きょうから、みんなのクラスメイトになる転てん校こう生せいだ。名な前まえは──」

　黒こく板ばんにむかって、キヨミ先せん生せいが名な前まえを書かいた。




　安あ倍べ　春はる人と




　と書かかれた転てん校こう生せいは、ペコリと頭あたまを下さげた。

「じいちゃんが住すんでる、葛くず葉は神じん社じゃに引ひっ越こしてきました。安あ倍べ春はる人とです。よろしく」
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　サラッと自じ己こ紹しょう介かいする春はる人とに、クラスの女じょ子しがクギづけになっている。

「なんかおとなっぽいねー」

「えー、冷つめたい感かんじしない？」

　ひそひそと話はなす声こえが聞きこえているはずなのに、春はる人とは動どうじることなく、無む表ひょう情じょうだった。

　まるで、ウワサされることになれているような……。

「おいおい……こいつが、歓かん迎げい会かいのときに葛くずの葉はが言いってた、陰おん陽みょう師じの孫まごか？　なんかイメージちがうなぁ……」

　頭あたまの上うえで、シルフがつぶやいた。

「森もりの中なかから盗ぬすみ見みするよりも、開ひらきなおって出でてきそうだけどな、ああいうタイプって」

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはゴホンとひとつ、せきばらいをした。

（見みられてるかもしれないんだから、ちょっとだまっててよー！）

「さて、安あ倍べの席せきだけど……あれ？　席せきがふたつ空あいてるな」

　そう言いって、キヨミ先せん生せいが、あぁ、とつぶやいた。

「欠けっ席せきは……雨あま宮みやか。だれか聞きいてないか？」

　クラスメイトが、ザワザワしはじめる。

「雨あま宮みやって、どんな子こだっけ？　ボク、覚おぼえてないなぁ」

　シルフがそう言いいながら、教きょう室しつのうしろに貼はってある、集しゅう合ごう写しゃ真しんのところへと飛とんでいく。

　クラスメイトの顔かおを、一いち日にちもはやく覚おぼえられるようにと、キヨミ先せん生せいが入にゅう学がく式しき初しょ日にちに撮とった写しゃ真しんを貼はったのだ。

　雨あま宮みや百ゆ合りは、ちょっと変かわった子こだった。

　休やすみ時じ間かんになっても、みんなとおしゃべりをせずに、ＭＰ３プレイヤーで音おん楽がくを聞きいている。しかも、その曲きょくはハヤリのＪ─ＰＯＰとかじゃなくって、クラシックらしい。

　それに、病びょう気きでもないのに、ときどき学がっ校こうを休やすむし、「ねんざしたくないから」なんていう、ふざけた理り由ゆうで体たい育いくを見けん学がくしたりする。

　クラスメイトとつき合あうのがめんどう、というように、いつもツンとしている女おんなの子こ──それが雨あま宮みやの印いん象しょうだった。

「また、バレエの練れん習しゅうがいそがしくって、学がっ校こうなんか、きてられないんじゃないんですか？」

「コンクールに出でるとかって、自じ慢まんっぽく言いってたもんねー」

「学がっ校こうなんかよりもバレエが大だい事じなのっ！　って、前まえに言いってたよな」

　男だん子しのモノマネで、イヤな笑わらいが教きょう室しつ内ないにひびく。

「それよか、だれにも言いわずに留りゅう学がくしちゃったんじゃないの？」

「天てん才さいプリマだもんねぇ」

「それ、自じ称しょうじゃなかったの？」

　杏あん樹じゅは、顔かおをしかめた。

（なんか、ヤな感かんじ……）

　たしかに、クラシックバレエでプロを目めざしているらしい雨あま宮みやは、なにかとクラスの雰ふん囲い気きを悪わるくする。

　すぐに「私わたしはバレエが一いち番ばんなの」とツンケン言いうから、どうしても浮ういてしまう。

　だけど、雨あま宮みやがいないときに、みんなで悪わる口くちを言いうのは、気き持もちがよくない。

　第だい一いち、杏あん樹じゅやクラスメイトたちは、雨あま宮みやのことをあまり知しらないのだ。

（知しらない人ひとのことを、かげでいろいろ言いうのはイヤだな……）

　小ちいさいころから、外がい国こく人じんの血ちがまざっている容よう姿しのせいで、遠とおまきにされがちだった杏あん樹じゅは、この状じょう況きょうを受うけいれられない。

　それに気きづいた里さと美みが、杏あん樹じゅをひじでつつく。

「杏あん樹じゅ、顔かおに出でちゃってるよ」

「だってさ……」

　小こ声ごえで話はなす里さと美みにつられて、杏あん樹じゅも小こ声ごえで返へん事じをした。

「しかたないよ。雨あま宮みやが、お高たかくとまってるのは、本ほん当とうだし。ま、クラスメイトが休やすんでるのを心しん配ぱいしないみんなも、感かんじ悪わるいよね」

　里さと美みはそう言いって、前まえを見みた。

「でも……わざわざ、転てん校こう生せいがきた日ひに休やすまなくてもいいのにねぇ」

　そう言いった里さと美みは、雨あま宮みやが休やすんでいるということよりも、目めの前まえの転てん校こう生せいにクギづけだった。

　その目めは、うっすらと、うるんでいるように見みえる。

「ちょっと、里さと美み……まさか」

「ああいう、クールな感かんじ。いいかも」

「えぇ!?」

　そんな里さと美みを、杏あん樹じゅはあきれてみていた。

「ちょっと、仁じんくんに似にてない？」

　人にん気きのアイドルにたとえた里さと美みは、ほおを赤あかくさせ、春はる人とをじっと見みている。

　ほおづえをつく里さと美みは、恋こいする乙女おとめといった感かんじだった。

「陰おん陽みょう師じの孫まごと、刑けい事じの娘むすめか……正せい義ぎのかたまりみたいな、カップルの誕たん生じょうだねぇ」

　チャカすシルフを、頭ず上じょうから追おいはらうように、杏あん樹じゅが手てをひらひらさせたとき。

「お、高たか野の。やってくれるのか？」

　キヨミ先せん生せいの声こえにハッとなる。

「な、なにをですか？」

「なにをって、雨あま宮みやに、今日きょうのぶんの授じゅ業ぎょうノートを作つくってくれって……」

「へっ!?」

　そんな杏あん樹じゅを見みて、シルフがおなかをかかえて笑わらっている。

「わ、わかりました」

　と言いうしかない。

「んじゃ……安あ倍べは、あっちの空あいてる席せきに」

　クラスメイトの好こう奇きの視し線せんを受うけながら、春はる人とは席せきへと歩あるいていく。

「さて、ちょっと転てん校こう生せいを観かん察さつしてこよーっと」

　そう言いって、シルフが春はる人とのほうへと飛とんでいく。

（ちょっと待まちなさいっ！）

　杏あん樹じゅはシルフを目めで追おった。

　シルフは興きょう味みしんしんに、春はる人との周しゅう囲いを飛とんでいる。

（んもうっ！）

　と、そのときだった。

　バチッと、春はる人とと視し線せんがあった。

　なにか言いいたげに、春はる人とが首くびをかしげる。

（っ！）

　なんでもない、という風ふうに手てをふると、杏あん樹じゅはあわてて、視し線せんを前まえにもどした。

　胸むねがドキドキと高たか鳴なっている。

「よし、じゃあ、出しゅっ席せきとるぞー！」

　キヨミ先せん生せいの声こえで、ざわついていた教きょう室しつ内ないが静しずかになった。







　　　　13　傷きずついたバレリーナ




　放ほう課か後ご──里さと美みと杏あん樹じゅは、今日きょう一いち日にちの授じゅ業ぎょうをまとめた10枚まいほどのルーズリーフと、学がっ校こうからのプリントを持もって、雨あま宮みやの家いえへとむかった。

「里さと美みがいっしょにきてくれて、助たすかったよぉ……私わたし、雨あま宮みやさんと話はなしたことないし」

「私わたしだって、仲なかいいわけじゃないよ」

　里さと美みはそう言いって、目めの前まえにそびえたつタワーマンションを指ゆびさす。

「えっと、あそこみたい。28階かいの２８０１が雨あま宮みやの家いえ」

「えぇ……!?」

　近きん所じょでも有ゆう名めいな、億おくションと呼よばれているマンションだ。

　駅えきから直ちょっ結けつで、エントランスにはコンシェルジュと呼よばれる支し配はい人にんみたいな人ひともいて、マンション専せん用よう電でん話わでクリーニングサービスなども呼よべるらしい。

　ホテルのような入いり口ぐちに、タクシーも止とまっていた。

「こ、ここ？」

　おもわず見みあげてしまう。

「おじょうさまが住すむお城しろには、ピッタリよね」

「里さと美みまで、そんなイヤミっぽい言いい方かたして」

　ジロリと、里さと美みをかるくにらむ。

「ちょっと言いってみただけだよ。さてと……ふつーに入はいっていいのかな？」

　里さと美みは、おそるおそる入いり口ぐちの中なかをのぞきこんだ。

　受うけつけのような場ば所しょがあって、ダークグレーのスーツを着きた男おとこの人ひとが立たっている。

「まさか、止とめられたりしないよね……」

　杏あん樹じゅのつぶやきに、里さと美みが苦く笑しょうした。

「警けい備び員いんじゃないんだし、それはないと思おもうけど」

　杏あん樹じゅも里さと美みも、入いり口ぐちで立たちどまってしまった。

　ふつうのマンションとはちがう雰ふん囲い気きに、１歩ぽめが出でない。

　止とまっているタクシーの運うん転てん手しゅが、いぶかしげに２人ふたりを見みているのに気きづき、里さと美みがおもいきったように、エントランスへと入はいっていく。

「ちょっと、待まって」

　あわてて杏あん樹じゅもついていった。

「里さと美み、ここにきたことあるの？」

　まよいなく、オートロックのインターフォンを押おす里さと美みは、杏あん樹じゅを見みて笑わらった。

「あるわけないでしょ」

「なんか、ずいぶんなれてるから……それ」

　指し紋もんひとつない、ピカピカとしたインターフォンを指ゆびさす。

　あぁ、これ……と里さと美みがつぶやく。

「これは、どこのマンションも、そう変かわりないから」

　そう言いっている間あいだに、インターフォンから声こえが聞きこえた。

「どなたですか？」

　あとはまかせた、と言いわんばかりに、里さと美みは杏あん樹じゅの背せ中なかを押おす。

「あ、あの私わたし、高たか野の杏あん樹じゅと言いいます。雨あま宮みやさんのクラスメイトです」

「あぁ……」

　むこうでは、きっと顔かおがわからずに、こまっているのだろう。

　反はん応のうがしばらくなかった。

「えぇっと、今日きょうの授じゅ業ぎょうのノートと、学がっ校こうからのプリントを届とどけにきたんですが」

「……それはありがとう。いま、あけるわね」

　カチッと音おとがして、横よこのドアがひらいた。

　４基きあるエレベーターのひとつに入はいり、最さい上じょう階かいの28階かいのボタンを押おす。

「おかしくない？」

　里さと美みが、なにか考かんがえこみながら言いった。

「なにが？」

「お母かあさんが家いえにいるなら、なんで学がっ校こうに休やすむって連れん絡らくしなかったのかな？」

「あっ」

　言いわれて、はじめて気きづく。

　学がっ校こうが終おわるまで連れん絡らくがなかったので、結けっ局きょく、雨あま宮みやは無む断だん欠けっ席せきということになってしまったのだ。

「なんだろうね」

　エレベーターを降おりてすぐ、２８０１の部へ屋やはあった。

　表ひょう札さつに、雨あま宮みやと書かいてある。

　チャイムを鳴ならす前まえに、玄げん関かんのドアがひらいた。

「いらっしゃい。どうぞ、あがって」

　シックなワンピースの上うえから、ふんわりとしたストールをかけている雨あま宮みやのお母かあさんは、甘あまいコロンのニオイがした。

　髪かみをアップにしていて、ファッション雑ざっ誌しのモデルさんみたいだ。

「あの、雨あま宮みやさんのぐあいはどうですか？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、お母かあさんの顔かおにスッと影かげがさす。

「ぐあい……ね。ちょっと、ここで待まっててもらえるかしら？」

　そう言いって通とおされた部へ屋やは、モノトーンの家か具ぐでそろえられたリビングだった。

　すみのほうに、らせん階かい段だんがある。

「マンションなのに、階かい段だん？」

　杏あん樹じゅが言いうと、里さと美みはホウッと息いきをついた。

「メゾネットだね。マンションだけど２階かいがあるの。カッコいいねぇ」

　と、そこに雨あま宮みやのお母かあさんが、ジュースを持もって入はいってきた。

「あの子このお友ともだちが家うちにくるのは、はじめてよ。ゆっくりしてらしてね」

　そう言いって、杏あん樹じゅと里さと美みにソファをすすめる。

　なにか話はなしたそうな雨あま宮みやのお母かあさんを見みると、すぐに帰かえりますとも言いえなかった。

「あの……なにかあったんですか？」

　里さと美みが、じっとお母かあさんを見みた。

　こまったように、ほおに手てをあてて考かんがえている。

「今朝けさ、あの子こ、事じ故こにあってね」

「事じ故こ!?」

　絶ぜっ句くしている里さと美みと杏あん樹じゅを見みて、お母かあさんはあわてて訂てい正せいする。

「あ、入にゅう院いんするほどのケガじゃないのよ。ただ……」

「ただ？」

　里さと美みがすかさずつっこむ。

「バレエのコンクールが、今こん週しゅう末まつだったんだけど……大だい事じをとって、先せん生せいが辞じ退たいしなさいとおっしゃっててね。留りゅう学がくがかかってるコンクールだったから、あの子こ、そっちのほうがこたえちゃって……」

「ケガ、ひどいんですか？」

「右みぎ足あしを骨こっ折せつしちゃってね。ちゃんと治なおして、きちんとリハビリすれば、だいじょうぶよって言いうんだけど、聞きいてくれないのよ。どうしても留りゅう学がくしたいなら、私し費ひ留りゅう学がくさせてあげるからって言いっても、わかってくれなくて……」

　と、言こと葉ばを切きって、杏あん樹じゅと里さと美みを見みた。

「でも、お友ともだちがきてくれたんだし、機き嫌げんもなおるかもしれないわね」

　雨あま宮みやのお母かあさんは、知しらない。

　学がっ校こうには、雨あま宮みやの友ともだちなんかいないことを。

　杏あん樹じゅは、こまったように里さと美みを見みた。

　こんなときに、仲なかよくもない子こが来きてくれても、雨あま宮みやはうれしくはないだろう。

「ちょっと待まっててね。百ゆ合りに伝つたえてくるわ」

　そう言いって、雨あま宮みやのお母かあさんが、らせん階かい段だんをのぼっていった。

　それを見みおくって、里さと美みが肩かたをすくめる。

「あのバレエ命いのち！　の雨あま宮みやが、事じ故こかぁ……かわいそうだね」

　杏あん樹じゅはなにも言いえずに、視し線せんをあげると──リビングのローボードの上うえに、いくつものトロフィーや盾たてがかざられているのが見みえた。

　それらはすべて、雨あま宮みやがバレエでとった賞しょうらしい。

　それを見みて、杏あん樹じゅは胸むねがしめつけられる思おもいだった。

　まだ小しょう５なのに、こんなにいくつもの賞しょうをとるなんて、なみたいていの努ど力りょくじゃムリだ。

　たしかに雨あま宮みやはとっつきにくい子こだけど……目もく標ひょうにむかってがんばっている子こを、嫌きらいになることなんかできない。

「なんか、私わたしたちにできることないかな……」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、里さと美みが首くびをふった。

「仲なかがいいならともかく、そうじゃないしさ……それにあの子こ、悪わるいけどクラスでお高たかくとまってるし、私わたしたちに、なんかしてもらいたいなんて、思おもわないんじゃない？」

　と、そのときだった。

　階かい段だんの上うえから、なにかが割われる音おとが聞きこえてくる。

「親おや子こゲンカにしちゃ、おっきい音おとだね、杏あん樹じゅ」

　シルフが耳みみをピクピクと動うごかした。

「杏あん樹じゅは、なにも聞きこえない？　ふつうの人にん間げんだって聞きこえるよ。ほら──」

　シルフにそう言いわれて、杏あん樹じゅが耳みみをすますと──

「右みぎ足あしのケガなのよ!?　もとのようには踊おどれないかもしれないって……先せん生せいが言いってたの、私わたし、聞きいてたんだから！」

「そんなこと言いわないで、ね？　リハビリ次し第だいで……」

「リハビリには、何なんヶ月げつもかかるんでしょう!?　プリマになるためには、毎まい日にち練れん習しゅうしなきゃいけないのに……もう、私わたしのバレリーナ人じん生せいは終おわりよっ！　もうプリマになんて、なれないの！」

　つづいて、壁かべになにかがぶつかる音おとがした。

　もう、だまっているわけにはいかなかった。

　杏あん樹じゅと里さと美みは顔かおを見みあわせると、階かい段だんをのぼっていく。

「どうしたんですか!?」

　雨あま宮みやの部へ屋やと思おもわれるドアが、あいている。

　そこに雨あま宮みやのお母かあさんがすわりこんでいた。

「おばさん、だいじょうぶですか？」

　里さと美みが駆かけよった。

「……雨あま宮みやさん？」

　杏あん樹じゅが、おそるおそる部へ屋やをのぞきこむと、部へ屋やのまんなかにへたり込こんでいる、雨あま宮みやの姿すがたがあった。

　黒くろいショートヘアー、細ほそ長ながい手て足あし──右みぎ足あしには、痛いた々いたしいほどの白しろいギプスがついている。

　一ひと重えの切きれながの目めが、杏あん樹じゅをとらえた。

「なにしにきたのよ！」
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「いや、あの……お見み舞まいに──」

「ウソつかないで！　どうせ、笑わらいにきたんでしょ！」

「えっ、そんな……」

　だけど、あとに言こと葉ばがつづかない。

　さっきの言こと葉ばを聞きいてしまったら、なにを言いっても伝つたわらないような気きがした。

「いい気き味みだって思おもってるんでしょ！　帰かえって！　ほうっておいて！」

「ふんっ、言いわれなくても帰かえるわよ！」

　里さと美みがどなった。

「親おやにものぶつけて、私わたしたちに八やつ当あたりして……どんだけ甘あまえてんのよ。悲ひ劇げきのヒロインぶって、ばかみたい！」

「ちょっと、里さと美み……！」

「杏あん樹じゅ、帰かえろっ」

　里さと美みはそう言いうと、杏あん樹じゅの手てをぐいとひっぱった。

「すいません、おじゃましました……」

　泣なきそうな雨あま宮みやのお母かあさんにむかって一いち礼れいすると、杏あん樹じゅたちはマンションをあとにした。

「まったく！　ほんとに、性せい格かくゆがんでるわ、あいつ」

　里さと美みは、マンションをふり返かえりもせずに言いいすてた。

　杏あん樹じゅはなにも言いえなかった。

　ものは投なげなかったけれど、自じ分ぶんだってヤケになったとき、おじいちゃんにひどい言こと葉ばをぶつけたことがあるからだ。

　夕ゆう暮ぐれ時どきのマンションをふと見みあげる。

（28階かいか……高たかいなぁ……）

　最さい上じょう階かいの雨あま宮みやの部へ屋やだと思おもわれる窓まどを見みあげた瞬しゅん間かん。

　はるか上うえに小ちいさく見みえる窓まどから、黒くろい影かげが飛とびだした気きがした。

（えっ！）

　だれかが飛とび下おりたのかと思おもって、ドキッとしたけれど、その影かげはフワッと空そらに浮ういて、そのまま消きえてしまった。

　鳥とり？

（そうだよね、人ひとが飛とべるわけないし）

　そう納なっ得とくして、杏あん樹じゅは、足あしばやに歩あるいていく里さと美みのあとを追おった。







　　　　14　学がっ校こうはおおさわぎ！




　翌よく日じつ、教きょう室しつに入はいった杏あん樹じゅは、おどろきのあまり口くちがきけなかった。

　教きょう室しつ中じゅうのつくえが、まるでつみ木きのように、３メートルほどある天てん井じょうまで、うずたかく、つみあげられていたからだ。

　イスはというと──これもおかしな状じょう況きょうで──寄よせ木ぎ細ざい工くのように、複ふく雑ざつにからみ合あっている。

「な、なにこれ……どうしたの？」

　さきにきていたクラスメイトに聞きいても、知しらない、としか返へん事じがない。

「なんか、うちのクラスだけだって」

「こんなこと、どうやってやったんだろう」

「先せん生せいがあぶないから、さわるなって……」

「こんなの、うちらにはできないよね。だれのしわざだろう？」

　シルフが、杏あん樹じゅの頭あたまの上うえにすわって、顔かおをしかめる。

「ねぇ、シルフ。これって、あやかしのしわざ……ってことはないよね？」

　小こ声ごえで聞きいてみる。

「まさか。精せい霊れいが、なんだって、こんな意い味み不ふ明めいなことしなきゃなんないのさ」

「それは、わかんないけど。でも……」

「なんでもかんでも、不ふ思し議ぎなことはぜんぶ、精せい霊れいのせいにするの、やめようよ。杏あん樹じゅだって、もう、ＷＦＡの大たい使しなんだからね。精せい霊れいの味み方かたでもあるんでしょ？」

「そうだよね、ごめん……」

　何なん人にんかの先せん生せいがやってきて、つみあがったつくえをなおしはじめた。

　足あしがからんでいるイスは、クラスメイトたちで、ひとつひとつ、くずしていく。

　クラス全ぜん員いんが登とう校こうするころには、教きょう室しつはもと通どおりになった。

「ふぅー、朝あさからつかれちゃったねぇ、杏あん樹じゅ」

　と、そのときだった。

　里さと美みの言こと葉ばをかき消けすように、大おおきな音おとでサイレンが鳴なりひびいた。

「なに、なにっ!?」

　ワタワタしているうちに、頭ず上じょうのスプリンクラーから、水みずがまき散ちらされる。

「きゃあっ！」

「ちょっと、なんだよ!?」

　さわぐクラスメイトたちが、いっせいに教きょう室しつの外そとへと出でたけれど、廊ろう下かのスプリンクラーも動うごいている。

　校こう内ない全ぜん域いきでスプリンクラーが作さ動どうしているらしく、濡ぬれずにすむ場ば所しょは、どこにもなかった。

「火か災さい発はっ生せい！　火か災さい発はっ生せい！　生せい徒とは、すみやかに避ひ難なんしてください」

　機き械かいじみた女おんなの人ひとの声こえが、ところどころに設せっ置ちされているスピーカーから聞きこえてくる。

「どうなってるの!?　火か事じはどこ？」

「それはこっちのセリフだよ！」

　シルフが帽ぼう子しを深ふかくかぶって、水みずがかからないようにしている。

「みんな、落おちついて！　校こう庭ていに避ひ難なん！　こっちへ！　気きをつけて」

　キヨミ先せん生せいの声こえが、非ひ常じょう階かい段だんから聞きこえる。

　みんなが足あしをもつれさせながら、あわてて駆かけだしていく。

「杏あん樹じゅ、行いこう！」

　里さと美みはそう言いうと、みんなのあとについて走はしっていく。

「待まって！」

　杏あん樹じゅも駆かけだそうとした瞬しゅん間かんだった。

「……？」

　なにかの声こえが聞きこえた気きがした。

　おもわず、その場ばに立たちどまる。

「杏あん樹じゅ、みんな行いっちゃうよ！」

　シルフが、降ふりかかる水みずを気きにしながら、不ふ思し議ぎそうに浮ういている。

「シルフ、ちょっと待まって。いま……なにか……」

　校こう内ないにポツンと残のこった杏あん樹じゅは、だれもいなくなった教きょう室しつ内ないをのぞいた。

「だれか残のこってるの？」

　だれもいない。

　いるはずがない。

　さっき、せいとんしたばかりの、つくえとイスがあるだけだ。

　髪かみからしたたる水みずを払はらいながら、杏あん樹じゅは教きょう室しつ内ないに１歩ぽ、足あしを踏ふみいれた。

　教きょう室しつ内ないに、気け配はいがあった。

　見みえないなにかが動うごいている、気きがする。

「杏あん樹じゅ、なにやってんだよ！　はやく出でようよ」

　シルフに痛いたいほど髪かみをひっぱられても、杏あん樹じゅは離はなれる気きになれなかった。

「シルフは、なにも感かんじない？」

「なにもって？」

「なにか、いる」

「なにかって、なんだよ」

　そう言いって、シルフは教きょう室しつ内ないをのぞきこんだ。

「うーん……」

　考かんがえこんだシルフを見みようとした、そのとき。

「おい！」

　と、杏あん樹じゅの腕うでをひいた人ひとがいた。

「えっ！」

　杏あん樹じゅがあわててふり返かえる。

　そこには春はる人とがいた。
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「……なんで、安あ倍べくんが？」

　みんなといっしょに避ひ難なんしたはずなのに、まさか、杏あん樹じゅのためにもどってきたのだろうか。

「あのさ、いま、教きょう室しつに──」

　春はる人とがなにか言いいかけた。

「安あ倍べ、高たか野の！　はやく避ひ難なんしなさい！」

　非ひ常じょう階かい段だんにいたキヨミ先せん生せいのどなり声ごえに、かき消けされてしまう。

「は、はい！」

　２人ふたりは駆かけ足あしで、非ひ常じょう階かい段だんへと出でた。

「ほかに教きょう室しつには？」

「だれもいませんでした。こっちに出でてくるときも、人ひと影かげは見みえなかったし」

　なにかいた、とは言いえなかった。

　いたとしても、それは生せい徒とじゃない。

「そうか。初しょ等とう部ぶの生せい徒とは、校こう庭ていに集しゅう合ごうしてる。高たか野の、安あ倍べといっしょに行いってあげて」

「はい」

　びしょぬれの校こう舎しゃをぬけると、外そとの風かぜは、カラッとしていて気き持もちよかった。

　このまま立たっていれば、乾かわきそうなくらい晴はれている。

　杏あん樹じゅは、春はる人とと肩かたをならべ、ペタペタと足あしあとをつけながら、校こう庭ていまで歩あるいていった。

「……そういえば、さっき、なにか言いいかけたよね？」

　杏あん樹じゅは、だまって歩あるいている春はる人とのほうへと、ふり返かえった。

「教きょう室しつになんとかって」

「……いや、なんでもない。高たか野のは、なにも見みてないんだろ？」

（どうしようか……）

　考かんがえあぐねて、杏あん樹じゅは口くちをひらいた。

「……あのね、笑わらわないで聞きいてほしいんだけど」

　ん？　と春はる人とが杏あん樹じゅを見みる。

「なにか、いたような気きがしたの」

「え？」

「あ、いや……私わたしのカンちがいだと思おもうんだけど」

　とってつけたように言いって、杏あん樹じゅはごまかすように笑わらった。

「やっぱり、そうか……いや、オレもそう思おもったんだ」

「へ？」

「オレ、陰おん陽みょう師じの孫まごなんだ。あっ……陰おん陽みょう師じって、知しってる？」

　杏あん樹じゅはだまったまま、うなずいた。

「ヘンなヤツ、とか思おもわないの？」

　私わたしも、ふつうの子ことはちがうから、とは言いえなかった。

「べつに。そういう職しょく業ぎょうって、昔むかしからあるって知しってるし……」

「そっか。高たか野のって、いいヤツだな」

　そう言いって、春はる人とははにかむように笑わらう。

　その笑え顔がおを見みて、冷つめたく見みえた春はる人との印いん象しょうが変かわった。

「オレはさ──今朝けさのアレ、悪わるいあやかしのせいだと思おもうんだ。そういうのは、オレが祓はらわないといけない。だから、教きょう室しつもどるよ」

「もどるって、いまから？」

「いまなら、教きょう室しつにだれもいないし。祓はらうなら、いましかないだろ」

「でも……」

　杏あん樹じゅは、チラリと春はる人とを見みた。

「みんな、校こう庭ていに集しゅう合ごうしてるよ」

「ひとりいないくらい、気きづかないって。この時じ間かんだから、まだ学がっ校こうにきてないヤツもいるだろうしさ」

　たしかに、そうかもしれないけど。

　だまっている杏あん樹じゅを見みて、春はる人とは首くびをかしげた。

「なんか問もん題だいでもある？」

「だって、キヨミ先せん生せいは、安あ倍べくんが学がっ校こうきてるの、知しってるわけだし……」

「トイレに行いったとか、言いっといてよ」

　春はる人とはそう言いうと、学がっ校こうにむかって走はしりだした。

「あっ！」

　なにかを思おもいだしたのか、杏あん樹じゅのほうへとふり返かえる。

「教きょう室しつのが終おわったら、つぎは高たか野のをお祓はらいしてやるからね」

「えっ!?」

　急きゅうにそう言いわれて、目めを丸まるくする杏あん樹じゅに、春はる人とはくすっと笑わらった。

「なんか高たか野のって、ほうっておけない感かんじなんだよな。……ま、くわしいことは、またあとで。じゃあな！」

　風かぜのように去さっていく春はる人との背せ中なかを見みおくって、杏あん樹じゅは、肩かたにのっているシルフと顔かおを見みあわせた。

「お祓はらいって……シルフのことだよね、きっと」

「見みえてると思おもったんだよね、ボクのこと。目めがあうしさ」

「なんで、それをもっとはやく──」

「転てん校こう初しょ日にちに気きづかれたんだから、しかたないかなーって」

　シルフがごまかすように笑わらう。

「しかたないって……どうするのよ！」

「どうするもなにも、いくら陰おん陽みょう師じといえども、ＷＦＡの大たい使しと契けい約やくした精せい霊れいを、祓はらうことなんてできないよ。安あん心しんして」

「そういうんじゃなくってさ……」

　杏あん樹じゅはがっくりと肩かたを落おとす。

「だってボク、悪わるいこと、なにもしてないしさ。問もん題だいない。ノープロブレム！」

「シルフが見みえる転てん校こう生せいがきた、なんて知しったら、ヴァルがなんて言いうかな……」

　想そう像ぞうすると、ため息いきしか出でてこない。

「にしてもさぁ、使し命めいに燃もえる陰おん陽みょう師じか……クールに見みえて、熱ねっ血けつだなぁ。杏あん樹じゅも見みならえば？」

「なによ、それ」

　杏あん樹じゅは、ほおをふくらませる。

「今日きょうはもう帰かえっちゃおうよ、杏あん樹じゅ。土ど曜よう日びといい、今日きょうといい……ずぶぬれになるって、ほんとサイアクだ！」

「学がっ校こうにきたばっかなのに、勝かっ手てに帰かえれるわけないでしょ。帰かえるなら、ひとりで帰かえってよ」

　言いいながら、杏あん樹じゅは校こう庭ていにならんでいる、クラスメイトのほうへと駆かけていく。

「あれ？　安あ倍べくんは？」

　クラスメイトが首くびをかしげる。

「えっと……ト、トイレだって」

　まさか、幽ゆう霊れいがいるかもしれないと、校こう内ないにもどったなんて言いえっこない。

（やっぱり、なにかいたのかな……）

　杏あん樹じゅの心しん配ぱいをよそに、生せい徒とがぞくぞくと校こう庭ていに集あつまってくる。

　担たん任にんの先せん生せいたちが、クラスの人にん数ずうを数かぞえていた。

「──というわけで、火か災さい報ほう知ち器きの誤ご作さ動どうでした。スプリンクラーは、もう止とまっていますが、初しょ等とう部ぶ校こう内ないが水みずびたしなので、今日きょうはこのまま下げ校こうしてください。濡ぬれてしまった生せい徒とは、臨りん時じでバスを出だしますから、それを使し用ようするように」

　学がく園えん長ちょうはそう言いうと、壇だん上じょうから下おりた。

「ラッキー！」

　里さと美みがガッツポーズをする。

「帰かえったら、遊あそびにいく？」

　と言いって、里さと美みは思おもいだしたように、肩かたを落おとした。

「あ、ダメだ。お父とうさん、今日きょう休やすみだ……」

「今日きょうは、おとなしくしてなさいってことだね」

　杏あん樹じゅは、里さと美みといっしょに、カバンをとりに教きょう室しつへとむかう。

「教きょう科か書しょとかも、びしょぬれになったんだよねぇ……持もって帰かえりたくないー！」

　そう言いった里さと美みは、教きょう室しつの前まえで立たちどまった。

　杏あん樹じゅもつられて立たちどまる。

　教きょう室しつの前まえでは、クラスメイトがさわいでいた。

　だれも、中なかに入はいろうとしない。

「どうしたの？　まだ水みずが降ふってるとか？」

　里さと美みが教きょう室しつをのぞきこむ。

　息いきをのむのが、うしろにいた杏あん樹じゅにも聞きこえた。

　背せのびをして教きょう室しつ内ないをのぞきこむ。

　するとそこには、けさきたときと同おなじように、つくえが天てん井じょうまで高たかくつみあげられていた。

「また!?」

「いつの間まに！」

「だれがやったの？」

　クラスメイトのひとりが、先せん生せいを呼よびに走はしっていく。

「不ふ審しん者しゃ？　いや、もしかしたらオバケかも。杏あん樹じゅ、どう思おもう？」

　里さと美みの言こと葉ばに答こたえられず、杏あん樹じゅはただただ立たちすくんでいた。
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　　　　15　真ま夜よ中なかの学がっ校こうで




「杏あん樹じゅもシルフも、今日きょうはサイアクだったな。最さい近きん、水すい難なんの相そうでも出でてるんじゃね？」

　学がっ校こうから帰かえってきた光こう哉やが、リビングにいた杏あん樹じゅとシルフを見みるなり、笑わらった。

「初しょ等とう部ぶの設せつ備びって、新しん調ちょうしたばっかだろ？　それが、誤ご作さ動どうするなんてなー」

「んもう、笑わらいごとじゃないよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅは読よんでいた本ほんをとじた。

「そういや、杏あん樹じゅのクラス、ほかにもおもしろいことがおこったんだって？」

　光こう哉やが杏あん樹じゅの横よこにドサッとすわった。

「おもしろいこと？　あぁ……もう、ウワサになってるの？」

「ウワサにもなるだろー。登とう校こうしたら、つくえがつみあがってたんだって？　それも今朝けさきたときと、誤ご作さ動どうのあとと、２回かいも」

「うん……私わたしは、精せい霊れいのしわざじゃないかと思おもうんだ。だって、朝あさはともかく、誤ご作さ動どうの間あいだにあんなこと、ふつうの人ひとじゃできないよ。おとなが何なん人にんかでやったとしても、時じ間かんもかかるし、音おとも出でるはずだもん」

「シルフは、どう思おもったんだ？」

　光こう哉やは、ふわふわと浮ういているシルフを見みあげた。

「うーん……なにかいたような、いないような」

「つくえをつみあげるなんて、意い味み不ふ明めいだけど……そういう精せい霊れいもいるんじゃないかな？」

「イタズラ好ずきの精せい霊れい……だとすると、火か災さい報ほう知ち器きの誤ご作さ動どうっていうのも、そうかも」

　空くう中ちゅうであぐらをかいているシルフは、考かんがえながら、言こと葉ばをつづけた。

「前まえにも言いったけどさ、ボクたちには、ほかの精せい霊れいを感かん知ちできる能のう力りょくがそなわってるんだ。おたがいに傷きずつけあったりしないようにね」

「もしかして、シルフの感かん知ち能のう力りょくが、にぶったんじゃないのか？」

　光こう哉やが言いうと、シルフは少すこし不ふ安あんそうになった。

「人にん間げんの世せ界かいになじんじゃうと、ね。だけど、ボクはそんなに長ながく、人にん間げんの世せ界かいにいるわけじゃないし……でも、杏あん樹じゅと契けい約やくしたから、人にん間げん寄よりになってるのかなあ……」

「とにかく、ちゃんと調しらべてみるしかないよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅは、光こう哉やとシルフを見みた。

「せっかく学がっ校こうに行いけるようになったのに、こんなイタズラがつづいたんじゃ、こまるもん。それに──」

　杏あん樹じゅは、春はる人とのことを思おもいだした。

「……安あ倍べくんも、なんか教きょう室しつにいるって言いってたし」

「安あ倍べって、昨日きのう言いってた転てん校こう生せいか？」

「うん。陰おん陽みょう師じなんだって」

「へぇ」

　光こう哉やが笑わらった。

「ま、精せい霊れいがかかわってんなら、大たい使しの出で番ばんだな！　今こん夜やにでも、学がっ校こうに行いってみるか」

「光こう哉やさまは、ダメですよ」

　意い気きごんだ光こう哉やのうしろに、かっぽう着ぎ姿すがたのヴァルが、仁に王おう立だちで立たっていた。

「ヴィリに生せい気きを吸すわれたせいで、まだ能のう力りょくが使つかえないんですよ？　いまは、ふつうの人にん間げんと同おなじくらいの状じょう態たいです。しばらくは、おとなしくしていただかないと」

「うーん……たしかに、まだ立たちくらみしたりしてるけど、でもだいじょうぶだろ」

「ダメです！」

　ヴァルは首くびをふった。

「光こう哉やさまになにかあったら──ご両りょう親しんに、顔かおむけできません！」

　過か保ほ護ごだな……と、光こう哉やがつぶやく。

「じゃあ、どうするんだ？」

「私わたしが調しらべるよ。私わたしだって、大たい使しだもん」

　そう言いったものの、ひとりで調しらべるのは、ちょっとこわい。

　でも、自じ分ぶんのクラスにおきていることなのだ。

「今こん夜や、行いくのか？」

「うん、そうする。はやいほうがいいし、昼ひる間ま調しらべてたら、正しょう体たい、バレちゃうかもしれないし」

「そりゃそうだけど……ひとりで行いかせるのは心しん配ぱいだな」

　顔かおをしかめている光こう哉やを見みて、杏あん樹じゅは笑わらった。

「おにいちゃんだって、じゅーぶん過か保ほ護ごだよ。大だい丈じょう夫ぶ、ムリはしないから」

「そうだよ！　ボクも行いくし……それに、光こう哉やがムリでもヴァルがくればいいじゃん」

「わっ、私わたしですか!?　も、もうしわけありませんが、今こん夜やは町ちょう内ない会かいの集あつまりがありまして……」

　ヴァルが、しょぼんとする。

「イーヴァルさまが町ちょう内ないの広こう報ほうをしていたので、欠けっ席せきするわけにはいかないのです」

「そっか……」

「じゃ、決きまり。ボクと杏あん樹じゅで、今こん夜や、調しらべにいく」

　シルフに言いわれ、杏あん樹じゅはうなずいた。

「うん！」




「うぅ……ねむい……」

　肩かたにのっているシルフが、大おおきなあくびを、ひとつした。

「ねむいって、さっきまで寝ねてたじゃない！　ほら、もう学がっ校こう着つくよ」

　深しん夜や０時じ。

　校こう門もんの入いり口ぐちにある、守しゅ衛えいさんがいる小ちいさな小こ屋やには、まだ明あかりがついている。

「……平へい気きかな？」

「だいじょうぶだよぉ」

　シルフはそう言いうけど、杏あん樹じゅは不ふ安あんだった。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアのかっこうをしていれば、ふつうの人ひとの目めには見みえない。といっても、音おとまで消けせるわけじゃない。

「やっぱ、裏うらから行いくね。校こう門もんをよじのぼる勇ゆう気き、ないし」

　守しゅ衛えいさんを横よこ目めに、杏あん樹じゅは以い前ぜん、光こう哉やといっしょにくぐりぬけたフェンスのぬけ穴あなのほうへと歩あるいていく。

「話はなし、聞きいてくれるかなぁ」

　草くさをかきわけ、校こう庭ていを歩あるく杏あん樹じゅは、まっくらな学がっ校こうを見みあげた。

「聞きいてくれない精せい霊れいだったら、戦たたかうか逃にげるかでしょ」

　教きょう室しつのつくえを、短たん時じ間かんでつみあげてしまうような精せい霊れいなのだ。

　話はなしあいにならなかった場ば合あいは、逃にげるしかない。

「でも、走はしって逃にげるにも、限げん界かいがあるだろうし……」

「杏あん樹じゅ、顔かおがこわばってるぞお」

　シルフに、ほおをたたかれる。

「だって、姿すがたが見みえないものを説せっ得とくしにいくんだよ？」

「リラックス、リラックス！　で、どこから入はいるんだっけ？」

　シルフが窓まどから校こう内ないをのぞく。

「職しょく員いん専せん用よう口ぐちから入はいろう。見みつからないようにしないと」

　今こん夜やくると決きまっていたら、窓まどのひとつでも、あけておいたのだけれど、さすがに、今こん夜や忍しのびこむとは考かんがえていなかった。

「杏あん樹じゅ、杏あん樹じゅ」

　シルフに呼よばれ、杏あん樹じゅは足あしを止とめた。

「ここ、窓まどあいてるよ」

「え？」

　シルフがそっと窓まどをあける。

「ほらね」

　杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

（守しゅ衛えいさんが、１階かいの窓まどをしめわすれたりするかな……）

　どろぼうに入はいってくれ、と言いわんばかりじゃないか。

「不ふ審しん者しゃがいたら、イヤだなぁ……」

　すでに、校こう内ないに入はいっているシルフがふり返かえった。

「なに言いってんの。もし不ふ審しん者しゃがいたとしても、杏あん樹じゅのことは見みえないんだから、だいじょうぶだよ。ほら、はやく！」

　シルフに急せかされ、杏あん樹じゅは窓まどに足あしをかけた。

　まっくらな校こう内ないにくるのは２度どめだけれど、なれるはずがなかった。

「えっと、３階がいだっけ？」

　暗くらやみの中なかをスイスイと飛とんでいくシルフを追おいかけ、自し然ぜんと早はや足あしになる。

「ちょっと待まってよ……」

　午ご前ぜん中ちゅうに水みずびたしになったせいか、校こう内ないは湿しつ度どが高たかくて、なんだか息いきぐるしかった。




　カタン。




　階かい段だんのおどり場ばまで歩あるいてきた杏あん樹じゅは、ビクリと、足あしを止とめた。

　シルフも空くう中ちゅうで止とまっている。

「だれかいるね……」

　この階かい段だんをのぼれば、杏あん樹じゅの教きょう室しつが見みえてくる。

　それなのに、足あしが動うごいてくれない。




　ガタンッ。




　なにかがひっくり返かえる音おとがした。

　静しずかな校こう内ないに、その音おとがひびきわたる。

「守しゅ衛えいさん、きちゃわないかな……」

「どうだろうね。さすがに、この音おとだと気きづくかもね」

　もし犯はん人にんが人にん間げんだとしたら、守しゅ衛えいさんにまかせるしかない。

　だけど、人にん間げんじゃなかったら──

（……行いくしかない！）

　杏あん樹じゅはひとつ息いきをつくと、階かい段だんをのぼっていった。







　　　　16　とつぜんの友ともだち




「だれかいるの？」

　階かい段だんをのぼりきったホールに、杏あん樹じゅの声こえが、かぼそくひびく。

「い、いたら、返へん事じしてほしいんだけど……」

　おそるおそる、杏あん樹じゅは教きょう室しつのほうへと歩あるいていく。

　３階がいのフロアはまだ乾かわいていないのか、歩あるくたびにペタンペタン、と音おとがする。

「いないの？」

　声こえをかけ、教きょう室しつのドアをあけた瞬しゅん間かんだった。




　ビュッ！




　杏あん樹じゅめがけて、なにか大おおきなものが飛とんできた。

「きゃあっ！」

　しゃがみこんだ杏あん樹じゅの頭あたまの上うえを、つくえが飛とんでいく。

　心しん臓ぞうがバクバクいっていた。

　杏あん樹じゅは自じ分ぶんのえりもとをつかみながら、どうにか落おちつこうと呼こ吸きゅうをととのえる。

「──なにしにきたのよ」

　教きょう室しつ内ないから声こえがする。

　それも聞きいたことのある声こえが。

（えっ？）

　杏あん樹じゅは、目めをこらした。

　だけど、教きょう室しつ内ないにはだれもいない。

（どういうこと……？）

　こわい気き持もちをどうにかおさえて、杏あん樹じゅは１歩ぽ踏ふみだした。

「あ、あなたと、話はなしをしにきました……」

　杏あん樹じゅの声こえはふるえていた。

　教きょう室しつ内ないにいるなにかが、ゆらりと動うごいたような気きがした。

「私わたしは、高たか野の杏あん樹じゅ。ＷＦＡの──」

「高たか野の……さん？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎったのは、雨あま宮みやの声こえだった。

「え？　雨あま宮みやさん？」

　杏あん樹じゅはとまどった。

　でも雨あま宮みやの姿すがたは、どこにも見みえない。

「雨あま宮みやさん、どこにいるの？　こんな時じ間かんに、なにしてるの？　っていうか、歩あるいて平へい気きなの？」

「あなたに、関かん係けいないでしょっ！」

　声こえと同どう時じに、またもつくえが飛とんでくる。

「杏あん樹じゅ！」

　シルフの声こえにハッとなり、どうにか横よこにとびのいたけれど、完かん全ぜんには避よけきれなかった。

「きゃっ……！」

　つくえの足あしがぶつかって、背せ中なかに痛いたみが走はしる。

「杏あん樹じゅ。彼女かのじょは、思し念ねんだけだよ。体からだから出でてきちゃってるんだ」

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはふり返かえった。

「そんなことってあるの？」

「幽ゆう体たい離り脱だつって言こと葉ば、聞きいたことない？」

　杏あん樹じゅはあいまいにうなずいた。

　生いきている人ひとの体からだから、魂たましいだけが抜ぬけでてしまうことだったと思おもう。

　たまにそういうことがあるらしい、という知ち識しきしか持もっていない。

「なにをゴチャゴチャ言いってるのよ」

　雨あま宮みやはふきげんな声こえをあげた。

「雨あま宮みやさん、こんなところでなにしてるの？」

「べつに、なんだっていいでしょ」

　そう言いわれて、おもわず言こと葉ばが詰つまってしまう。

「もう夜よ中なかだよ？　きっと家か族ぞくの人ひとが心しん配ぱいしてるよ」

「だから、なに？　高たか野のさんに関かん係けいないわ」

　たしかにそうだけど。

　と納なっ得とくしかけて、杏あん樹じゅは首くびをふった。

　そのときだった。

　窓まどから月つき明あかりが差さしこんでくる。

　その明あかりで、うっすらと人ひとの形かたちをした、黒くろいものが浮うかびあがってきた。

　その黒くろいものの左ひだり肩かたには、小ちいさななにかがのっている。

（なんだろう、あれ……？）

　杏あん樹じゅはじっとそれを見みつめた。

　シルフのように小ちいさい人ひとだ。

　黒くろいイブニングドレスのようなものを着きて、ハリガネのように、するどいしっぽが生はえている。

　真まっ白しろな肌はだと、紫むらさき色いろの瞳ひとみが印いん象しょう的てきだった。

（あれって……精せい霊れいじゃない!?）

　杏あん樹じゅの目めが見みひらかれた。

「あなた、だれなの？」

「だれって、雨あま宮みやさんって、さっき自じ分ぶんで呼よんだじゃない」

　雨あま宮みやが苦く笑しょうする。

「その肩かたにのっているのは、だれ？」

[image: ]

「あたし　の　こと？」

　クスクスと、小ちいさな人ひとが笑わらった。

　甘あまったるい猫ねこなで声ごえで、言こと葉ばをつづける。

「あたしは　ベス。百ゆ合り　の　友ともだち」

「友ともだち？」

　杏あん樹じゅは、シルフと顔かおを見みあわせた。

「百ゆ合り　は　かわいそうな子こ　なの。だから　あたしが　てつだってあげてる」

「てつだうって、なにを？」

「いままで　の　仕し返かえし」

「仕し返かえし……？」

　杏あん樹じゅがつぶやいた瞬しゅん間かんだった。

　杏あん樹じゅのそばにあったつくえが、ブワッといっせいに浮うかびあがる。

「百ゆ合り　は　学がっ校こうが　嫌きらいなの。だから　めちゃくちゃにする　おてつだい　を　してるのよ」

「そんな──」

　つくえが杏あん樹じゅめがけて飛とんでくる。

「杏あん樹じゅ、ここから出でて！」

　シルフに言いわれ、杏あん樹じゅはいそいで教きょう室しつを出でた。

　飛とんできたつくえが、ろうかの壁かべにつぎつぎとあたって、ガチャーン、ガチャーンと、ものすごい音おとをたてた。

　呼こ吸きゅうをととのえながら、教きょう室しつ内ないをそっとうかがう。

　ベスと雨あま宮みやの話はなし声ごえが聞きこえる。

「ね　スッキリ　よね。百ゆ合り」

「うん。学がっ校こうなんて嫌きらい。なくなっちゃえばいいんだわ」

「そうよ。百ゆ合り　が　望のぞむかぎり　あたし　力ちから　に　なるわ」

　ベスが笑わらう。

「ねぇ、シルフ。ベスって何なに者もの？」

　シルフが思おもいだしながら、口くちをひらく。

「ロシアの精せい霊れいだ。左ひだり肩かたにのったベスは悪あく魔まで、右みぎ肩かたにのったベスは守しゅ護ご天てん使しとして、その人ひとにとり憑つくんだ。にしても、ヘンだな……精せい霊れいなら、なんでボク、気きづかなかったんだろう。やっぱ、ボク、にぶっちゃった？」

「そんなことより！」

　杏あん樹じゅは口くちばやに話はなす。

「左ひだり肩かたにのってた！　ってことは、雨あま宮みやさんは悪あく魔まにとり憑つかれたってこと？」

　シルフはうなずいた。

「残ざん念ねんながら、そういうことになるね」

「そんな！」

「悪あく魔まってのは、人ひとの弱よわい部ぶ分ぶんにつけ込こむから──って、杏あん樹じゅ！」

　杏あん樹じゅははじかれたように、教きょう室しつ内ないへともどった。

「ベス、雨あま宮みやさんをそそのかさないで！」

「そそのかしてなんか　ない。だって　百ゆ合り　が　望のぞんでいること　だもの」

「そう……なの？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、雨あま宮みやはうつむいたように見みえた。

「そうよね　百ゆ合り？　学がっ校こうなんか　なくなればいい　と　思おもってるんでしょ」

「う、うん……」

　雨あま宮みやがとまどっているのを見みて、杏あん樹じゅはズイッと１歩ぽ、踏ふみだした。

「雨あま宮みやさん……事じ故こにあって、ヤケクソになってるだけでしょ？」

「……高たか野のさんには、わからないよ」

　雨あま宮みやの、かぼそい声こえが、教きょう室しつ内ないにひびく。

「でも、ベスはわかってくれるの。私わたしの気き持もちも、なにがしたいのかも……ぜんぶ。私わたしには、ベスしかいないの！」

　雨あま宮みやが泣なきそうな声こえでさけんだ。

「ベスしかいないなんて、そんなことないでしょ？　バレエのクラブにだって、友ともだちが──」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎるように、つくえがひとつ、床ゆかにたたきつけられる。

「なかよしクラブだとでも、思おもってるの？」

「ちがうの？　私わたし、習ならいごととかしてないから、そういうイメージがあったんだけど……」

「みんな、プロのバレリーナを目め指ざしてるんだから。ライバルよ」

　雨あま宮みやは、はきすてるように言いった。

「私わたしが、事じ故こにあったって聞きいて、よろこぶ子こはいても、悲かなしんでくれる子こなんていないもん……」

「気きのせいじゃ──」

　黒こく板ばんのチョークが、パン！　と音おとをたてて、はじけた。

　杏あん樹じゅを、とりかこむように浮ういていたつくえもぜんぶ、ガタンと音おとをたてて落おちた。

『コンクールに出しゅつ場じょうできなくなったんですって』

　どこからか、はじめて聞きく声こえがした。

　教きょう室しつ内ないを見みまわしても、雨あま宮みやとベスの気け配はい以い外がい、だれの気け配はいも感かんじない。

「杏あん樹じゅ、彼女かのじょの記き憶おくだよ……」

　シルフがささやいてくれて、やっと状じょう況きょうがのみこめる。

「きっと、ベスが思おもいださせているんだ……」

　バレエのクラブの子こと話はなした記き憶おくが、教きょう室しつ内ないで再さい生せいされている。

　それは耳みみをおおいたくなるような、ひどいものだった。

『本ほん当とうに残ざん念ねんだわー。いっしょに優ゆう勝しょうを競きそいあいたかったのにねー』

　と言いっているものの、残ざん念ねんがっている様よう子すはない。むしろ、うれしそうだ。

　杏あん樹じゅは、くちびるをかんだ。

　こんな言いい方かたをされたら、言いわれた本ほん人にんでなくても、くやしいし、頭あたまにくる。

『雨あま宮みや、再さい起き不ふ能のうだってウワサよ』

　何なん人にんもの、笑わらい声ごえが聞きこえる。

「やめて……」

　雨あま宮みやが苦くるしんでいる。

　手てにとるようにわかるのに、なにもできない自じ分ぶんがはがゆかった。

『ねぇ、雨あま宮みやってさ』

　今こん度どはちがう声こえ──これはクラスメイトだ。

『感かんじ悪わるいよねぇ。私わたしはみんなとは人じん種しゅがちがいますーみたいな態たい度ど、ほんっとにイヤ』

『そうそう、ちょっと転ころんだだけで、おおげさにさわぐしさ』

　雨あま宮みやは頭あたまをかかえて、イヤイヤをするように首くびをふっていた。

『勉べん強きょうもそこそこじゃ、バレエ一ひと筋すじになるのもわかるけどねー』

『それ、わかるわ』

　きゃははは、と悪あく意いにみちた笑わらい声ごえが、そこかしこから聞きこえてくる。

『でもさ、友ともだちのフリしとけば、またテレビの取しゅ材ざいがくるかもしれないよ』

『今こん度ど、いつかなー。オシャレしてこないと』

　心こころない言こと葉ばに、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

「やめて、やめて、やめて……」

　雨あま宮みやが泣ないていた。

「これで　わかった　でしょ。百ゆ合りには　あたし　しか　いないのよ」

「やめなさい……！」

　杏あん樹じゅの体からだは、怒いかりでふるえていた。

「ベス、いますぐ、雨あま宮みやさんから離はなれて！」

「いやよ」

　雨あま宮みやがきっぱりと言いった。

「ど……どうして？」

　こんなにも、イヤな思おもいをさせられているのに。

　杏あん樹じゅには理り解かいができなかった。

「ベスがいれば、私わたしはひとりじゃない！」

　雨あま宮みやのさけび声ごえで、教きょう室しつの窓まどがピシッと割われた。

「学がっ校こうなんか、嫌きらい！　みんな……みんな、だいっ嫌きらい！」

　そのときだった。

　教きょう室しつのドアが音おとをたててひらく。

（今こん度どはなに？）

「……えっ？」

　そこに立たっていたのは、宮ぐう司じの服ふく──水すい干かんを着きて、片かた手てに呪じゅ符ふを持もった春はる人とだった。
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「荒あらぶる魂たましいよ……いますぐ、ここから立たち去され！」

　呪じゅ符ふを持もった手てで、春はる人とは印いんを切きりはじめる。

「臨りん・兵びょう・闘とう・者しゃ・皆かい……」

　そこまで唱となえたとき、春はる人とはすっとんきょうな声こえをあげた。

「高たか野の!?　え？　なにしてんの？」

「いや、安あ倍べくんこそ……なんで？」

「つーか、そのかっこう、なに？」

（私わたしのこと、見みえてるんだ！……あ、陰おん陽みょう師じだから見みえるの!?）

　みょうな間まがあいた。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアのかっこうをした杏あん樹じゅと、宮ぐう司じのかっこうをした春はる人と──あぜんと見みつめあって、イヤな空くう気きが流ながれていく。

「なんだか　じゃま　が　入はいるわね」

　ベスのつぶやきで、息いきの詰つまるような雰ふん囲い気きがこわれた。

「だいたい　あなたたち　何なに者もの　なの」

「私わたしは──」

「オレは──」

　同どう時じに口くちをひらき、顔かおを見みあわせる。

「高たか野のからさき、言いえよ」

　春はる人とにうながされて、杏あん樹じゅは言こと葉ばに詰つまってしまった。

　雨あま宮みやがいる。

　春はる人ともいる。

　その２人ふたりの前まえで、正しょう体たいを明あかしていいものなのか。

　ためらう杏あん樹じゅの頭ず上じょうで、シルフが言いった。

「だいじょうぶ、杏あん樹じゅ。とり憑つかれた人にん間げんは、とり憑つかれている間あいだの記き憶おくは忘わすれちゃうはずだよ」

　そう言いわれ、杏あん樹じゅは決けっ心しんした。

　春はる人とには、あとで説せつ明めいするしかない。

　春はる人とをチラリと見みたあと、雨あま宮みやのほうへとむきなおる。

「……私わたしは、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいの特とく別べつ管かん理り大たい使しです。人にん間げんの世せ界かいで、トラブルをおこす精せい霊れい、ベス──あなたには、精せい霊れいの世せ界かいにもどってもらいます」

　言いった瞬しゅん間かん、杏あん樹じゅの手ての甲こうが光ひかった。

　暗くらい教きょう室しつ内ないに、紋もん様ようが浮うかびあがる。

「あなた　が　大たい使し　なの！」

　ベスが、雨あま宮みやの肩かたで身みじろぎをした。

「大たい使しって……？」

「──坊ぼっちゃん」

　考かんがえこんだ春はる人とのうしろから、とつぜん、５メートルほどもある大おおきなヘビみたいなものが、ズルリと顔かおを出だした。

「なっ、なにそれ！」

　杏あん樹じゅが悲ひ鳴めいをあげる。

　ヘビのように見みえたものの巨きょ大だいな体からだには、足あしが生はえていた。杏あん樹じゅの顔かおほどもある金きん色いろに光ひかる目めが、ギョロリと動うごく。

「青せい龍りゅうだな。陰おん陽みょう師じのつかい魔まだよ」

　シルフの言こと葉ばで、杏あん樹じゅはまじまじと龍りゅうを見みた。

　キラキラと光ひかる、蒼あおいウロコにおおわれた体からだには、ふつり合あいなほどの大おおきな手てが、６本ぽんついている。するどいかぎ爪づめになぎ払はらわれたら、ひとたまりもなさそうだった。

「坊ぼっちゃん。大たい使しさまと言いえば、この間あいだ、葛くずの葉はが夜よ中なかに、歓かん迎げい会かいをしていたではありませんか」

　地ちの底そこからひびくような声こえで、青せい龍りゅうはそう言いった。

「あっ！　あのときのが、高たか野の!?」

　春はる人とが、じっと杏あん樹じゅを見みた。

「でも、オレを追おっかけてきたのは、男おとこの人ひとだと思おもったけど……」

「おにいちゃんだね、それ」

　なるほど。

　やっぱり、あのとき、木きのかげからのぞいていたのは、春はる人とだったのか。

「ってことは、高たか野ののまわりでウロチョロしてるのは、高たか野ののつかい魔まってことか」

　そうつぶやくと、春はる人とはズイと１歩ぽ、前まえに出でた。

「ともかく。大たい使しだかなんだか知しらないけど……高たか野の、ここは、オレにまかせてもらうよ」

「まかせるって……なにするのよ」

「オレは陰おん陽みょう師じだぜ。もちろん、そいつを祓はらうに決きまってる」

「祓はらうって！　私わたしがいま、雨あま宮みやさんと話はなしてるのよ」

「雨あま宮みや……」

　そう言いって、春はる人とは思おもいだしたようにうなずいた。

「あぁ、休やすんでたヤツか。なんで、雨あま宮みやがここにいるんだ？」

（うー……）

　杏あん樹じゅは考かんがえこんだ。

　説せつ明めいすると長ながくなる。

　かといって、説せつ明めいしないと、春はる人とはこのまま、ベスと雨あま宮みやに、なにかするだろう。

「とにかく、それは危き険けんな思し念ねんだ。祓はらわないと、いつまでも教きょう室しつ内ないにイタズラをつづけるぞ」

「雨あま宮みやさんじゃなくって、とり憑ついてるベスのしわざなの」

「とり憑ついてる……悪あく魔まか？」

　春はる人とが目めを細ほそめる。

「あの肩かたにいるヤツだな」

　春はる人とは、あごで青せい龍りゅうをうながした。

「青せい龍りゅう、あいつをとらえろ」

「御ぎょ意い」

　春はる人との命めいを受うけて、青せい龍りゅうがいきおいよく、雨あま宮みやにむかって突とっ進しんしていく。

「待まって！」

　杏あん樹じゅはとっさに、両りょう手てを広ひろげ、青せい龍りゅうの前まえに立たちはだかった。

　いくら雨あま宮みやが思し念ねん体たいであっても、こんなかぎ爪づめでつかまれたら……と思おもうと、いてもたってもいられなかった。

「なんだよ」

「祓はらうって、ベスを消けすってこと？」

「そうだよ。あやかしは、この世よにいないほうがいいんだよ」

　あたりまえのように、春はる人とは言いいすてた。

「そんなことない！」

　そう言いった杏あん樹じゅの肩かたを、シルフがたたいた。

「杏あん樹じゅ、ここで言いいあらそっててもしかたないよ」

「ダメよ！」

　杏あん樹じゅはキッと春はる人とを見みた。

「いくらベスが悪あく魔まであっても、守しゅ護ご天てん使しでもあるのよ。精せい霊れいだからって、殺ころすなんてダメ！」

「でも、いまは悪あく魔まなんだろ？」

「話はなして、わかってもらうのよ。ベスと雨あま宮みやさん、２人ふたりと話はなしをさせて」

「……」

　わかってくれるんだろうか。

　不ふ安あんをかかえた杏あん樹じゅは、祈いのるように、春はる人とと動うごきの止とまった青せい龍りゅうを見みつめた。

「高たか野のは甘あまいよ。悪あく魔まは消しょう滅めつさせるのみだ。……行いけ、青せい龍りゅう！」

　春はる人との言こと葉ばに、青せい龍りゅうがこまったように春はる人とを見みた。

「坊ぼっちゃん……いくら坊ぼっちゃんが陰おん陽みょう師じでも、ＷＦＡの大たい使しさまに刃はむかうのは、いかがなものかと──」

「その大たい使しさまとやらにまかせていたら、この世よは、あやかしだらけになるぜ」

「……」

　青せい龍りゅうがだまりこむ。

「悪あく魔まをとらえるんだ、青せい龍りゅう」

「……御ぎょ意い」
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　言いって、青せい龍りゅうはものすごいスピードで、雨あま宮みやにむかっていく。

「ったく！」

　シルフは、両りょう手てを青せい龍りゅうにかざした。

「あとからきたヤツは、引ひっこんでろってば！」

　そのとたん、突とっ風ぷうがまきおこる。

　杏あん樹じゅはおもわず、目めをつぶった。

　シルフのあやつる風かぜが、青せい龍りゅうの動うごきを止とめた。

　いくつものほそい竜たつ巻まきが、まるで檻おりになったように青せい龍りゅうをかこんでいる。

　教きょう室しつを揺ゆらすような咆ほう哮こうをして、青せい龍りゅうがもがく。

「青せい龍りゅう！」

　おもわず、春はる人とが青せい龍りゅうに駆かけよった間あいだに、

「安あ倍べくん、ごめんね。ちょっとだけ、時じ間かんをちょうだい」

　杏あん樹じゅはいそいで、雨あま宮みやに近ちかづいた。

「こないでよ！」

　雨あま宮みやがジリッと、あとずさった。

「私わたしのことは、ほうっておいてって言いってるでしょ！」

「ほっとけないよ」

　じっと雨あま宮みやを見みつめる。

「私わたしも、絶ぜつ望ぼうしたことあるから……雨あま宮みやさんの気き持もち、わかるもん」

「百ゆ合り　こいつ　の　言いうことなんか　聞きいちゃ　いけない」

　ベスがするどい眼がん光こうで、杏あん樹じゅをにらみつけた。

「百ゆ合り　の　友ともだち　でも　ないくせに　なにが　わかるって　言いうのよ」

「友ともだちには、なれるよ。いまからでも」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、雨あま宮みやがぼんやりと顔かおをあげた。

「クラスのみんなだって、そう。雨あま宮みやさんがツンケンしてるように感かんじたから、あんなこと言いってたけど……雨あま宮みやさんのほうから話はなしかけたら、きっとよろこぶよ。みんなと仲なかよくなりたいって気き持もち、見みせてよ」

「……気き持もち？」

　雨あま宮みやがつぶやいた。

「でも……私わたし、みんなに嫌きらわれてる……」

「変かわればいいじゃない。みんな、雨あま宮みやさんのこと、誤ご解かいしてるから……。簡かん単たんなことじゃないかもしれないけど……私わたしも、協きょう力りょくするよ」

　杏あん樹じゅはそう言いって、ほほえんだ。

「ね、この間あいだ、雨あま宮みやさんの家いえに行いったじゃない？　そのとき、かざってあるトロフィーを見みて、私わたし、雨あま宮みやさんのこと尊そん敬けいしちゃったんだ。すごく努ど力りょくする子こなんだなって。だから……雨あま宮みやさんがちょっとだけ、歩あゆみよる努ど力りょくをしたら、ほかのみんなだってだいじょうぶだよ、きっと」

　雨あま宮みやが静しずかに、泣なきはじめる。

「百ゆ合り　聞きいちゃ　ダメ！　あたし　と　いっしょ　が　いいって　言いった　じゃない。楽たのしいこと　もっと　しようよ」

「楽たのしいことって、なによ。イタズラをしたいのは、ベス──あなただけでしょ！」

　ベスが一いっ瞬しゅんひるんだ。

「守しゅ護ご天てん使しにもなれるのに、雨あま宮みやさんをそそのかしてばかり。ぜんぜん、雨あま宮みやさんのためになってない。そう思おもわない？」

「思おもわないわ。だって　楽たのしいもの」

「楽たのしいって、あなただけの気き持もちでしょ。雨あま宮みやさんの気き持もちは、どこにも入はいってない」

「だから　なに？　百ゆ合り　が　あたし　を　必ひつ要ようとしてる以い上じょう　大たい使し　が　手て　を　出だすこと　は　できないでしょう。だって　あたしたちは　共きょう存そん　してるんだもの」

　ベスが、勝かちほこったような笑えみを浮うかべた。

「大たい使しとかいうのが、人にん間げんと共きょう存そんしてるあやかしに手てを出だせなくても、オレには祓はらうことができるんだけどね」

　背はい後ごで声こえがして、杏あん樹じゅはハッとふり返かえる。

　そこには、呪じゅ符ふを持もった春はる人とがいた。

「乱らん暴ぼうはやめて！　いまは、私わたしが──」

「わかってるよ」

　そう言いって、春はる人とは肩かたをすくめた。

「高たか野ののじゃまをしようとは、思おもってない。ただ、話はなしが進すすんでないみたいだから、見みにきただけだって」

　杏あん樹じゅは春はる人とをじっと見みた。

「ほんとだって。ほら、青せい龍りゅうも引ひっこめたし」

　教きょう室しつ内ないを見みる。

　青せい龍りゅうとシルフが、うち解とけたように和なごんでいるのが見みえた。

「雨あま宮みやが高たか野のの話はなし、ちゃんと聞きいてるみたいだから。とりあえず、高たか野のにまかせることにするよ」

「……ありがとう」

　ひと安あん心しんした杏あん樹じゅのそばで、ぼそっと雨あま宮みやがつぶやく。

「私わたし……」

「うん」

「……本ほん当とうは、友ともだちがほしかったの。だけど、バレエ以い外がいでは私わたし……人ひとと話はなすのが苦にが手てで……うまくしゃべれなくって、ヤなこと言いっちゃうの。だから、よけいにバレエに熱ねっ中ちゅうしてた……」

　ベスが絶ぜっ句くしている。

　信しんじられない、といった表ひょう情じょうを浮うかべて。

「ねぇ、高たか野のさん……いまからでも、間まにあうかな」

　杏あん樹じゅは、すすり泣なく雨あま宮みやの肩かたに、そっとふれた。

「私わたしは、雨あま宮みやさんと友ともだちになりたいって思おもうよ。バレエしてるところだって、見みてみたいし」

「でも、もう私わたしは踊おどれないよ……」

「そんなの、わかんない──あっ！」

　うなだれる雨あま宮みやを見みて、杏あん樹じゅはハッと思おもいだした。

「シルフ、ちょっと、おねがいがあるの！」

「なに？」

「あのね」

　杏あん樹じゅは、シルフの耳みみもとでささやくように言いう。

「なるほどね。いいよ、ちょっと待まってて」

　シルフはそう言いって、教きょう室しつから出でていった。

　それを見みおくった杏あん樹じゅが、雨あま宮みやのほうへとむきなおった。

　と、そのとき。

「えっ？」

　グイッと腕うでをひっぱられて、杏あん樹じゅはよろめいた。

　春はる人とが杏あん樹じゅを押おしのけようとしている。

「ど、どうしたの、安あ倍べくん」

「もういいだろ。雨あま宮みやも、目めが覚さめたみたいだしさ」

「いいって──？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎるようにして、春はる人とが印いんを切きった。

「臨りん・兵びょう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・前ぜん・行ぎょう！」

　春はる人とのかざす呪じゅ符ふが、青あお白じろく光ひかって、小ちいさな雷らい光こうがまとわりついている。

（ま、まさか！）

　春はる人とは冷つめたい目めで、ベスをにらみつけた。

「悪あく魔まよ、消きえ去され！」







　　　　18　それぞれの進すすむ道みち




「待まってっ！」

　あわてて立たちあがった杏あん樹じゅは、春はる人との呪じゅ符ふを奪うばいとった。

　ビリッと、手てのひらに電でん気きが走はしったような痛いたみを感かんじ、杏あん樹じゅはおもわず、顔かおをしかめる。

　ツーッと一ひと筋すじ、血ちが流ながれた。

「ちょっ……あぶねぇな。返かえせよ！」

「返かえさない！」

「なんだよ。悪あく魔まは悪あく魔まだろ！　祓はらうのが、そんなにいけないのか？」

　杏あん樹じゅはだまったまま、ベスに目めをむける。

　つられて、春はる人ともベスを見みた。

　前まえむきになった雨あま宮みやに、ベスは不ふ必ひつ要ようだった。

　ベスは──こまったような顔かおをして、雨あま宮みやの肩かたにすわっている。

「ね、ベス……もう、いいでしょう？」

　杏あん樹じゅに声こえをかけられて、ベスはゆっくりとうなずいた。

「百ゆ合り　に　あたしが　必ひつ要よう　ないんじゃ　しかたないわ。それに　祓はらわれるなんて　じょうだんじゃないし」

　すなおにうなずいたベスに、杏あん樹じゅはホッとして、笑え顔がおになった。

「……よかった、わかってくれて！」

　そのとき。

　杏あん樹じゅの手ての甲こうが、まばゆいまでに光ひかりだした。

　大たい使しの紋もんからだ。
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　その光ひかりを浴あびて、ベスの姿すがたが浮うきぼりになった。

　ベスは、光ひかりの中なかでねむるように、目めをとじた。

「ベス……あなたは、悪あく魔まより守しゅ護ご天てん使しのほうが、似にあってる気きがする」

　杏あん樹じゅが言いうと、ベスがうなずいた。

「そうね。次つぎは、右みぎ肩かたにのりたくなるような人にん間げんを探さがすわ」

　ベスは口くちもとにほがらかな笑えみを浮うかべ、光ひかりに溶とけこむようにして、消きえた。

　しばらく、間まがあって──光ひかりが消きえかけたころ。

「おい、いまのは？」

　春はる人とは、不ふ思し議ぎそうに杏あん樹じゅの手ての甲こうを見みる。

「おまえが、祓はらったのか？」

「ちがう……と思おもう」

　こう答こたえた杏あん樹じゅも、自じ信しんがなかった。

「杏あん樹じゅ、やったね！」

　窓まどの外そとから、シルフの声こえが聞きこえる。

　杏あん樹じゅは、シルフの背はい後ごに浮うかんでいる影かげを見みて、あわてて窓まどをあけた。

「いまのは、召しょう還かんの光ひかりだよ、杏あん樹じゅ。精せい霊れいを自じ国こくへと導みちびく光ひかりさ」

「そんなのがあるなんて、知しらなかった」

　自じ分ぶんの手ての甲こうをなでさする。

　大たい使しの紋もんは、ぼんやりと光ひかっている程てい度どだ。

「それより、ボク、意い外がいとはやくもどってきたでしょ。さ、入はいって、入はいって！」

　シルフに言いわれて、窓まどから入はいってきたのは、八や咫た烏がらすにのったコロボックルだった。

「おや、安あ倍べのお孫まごさんまでいらっしゃる」

　コロコロと笑わらうと、ずんぐりとした小ちいさな体からだで、杏あん樹じゅに近ちかづいてくる。

「まさか、こんなにもはやく、大たい使しさまのお役やくにたてるとは、思おもいませんでしたよ」

「わざわざ遠とおくから、ごめんなさい」

「いえいえ、いいんですよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅのうしろでおびえている雨あま宮みやのほうをむいた。

　コロボックルは顔かおをしかめる。

「おやまあ……そちらは、思し念ねん体たいですか」

「あ、ケガを治なおしてほしいのは、おうちで寝ねてるほうなんです」

　なるほど、とつぶやき、コロボックルは影かげの足あしにそっとふれた。

　雨あま宮みやの体からだが、ビクッとふるえた。

「だいじょうぶ。コロボックルはいろんな薬やく品ひんを作つくれる、すごい精せい霊れいなんだから」

　杏あん樹じゅの笑えみに少すこし安あん心しんしたらしく、雨あま宮みやはこわごわとコロボックルを見みている。

「骨こっ折せつですか……おや、神しん経けいの一いち部ぶも……」

　コロボックルの言こと葉ばに、雨あま宮みやの目めに、じわっと涙なみだがあふれ出だす。

「私わたし……もう……？」

「いや、おじょうさん、なにも泣なくことはないですよ」

　そう言いって、肩かたからさげた大おおきな麻あさのカバンを、ごそごそとあさりはじめる。

「おい、こいつ……なんだよ？」

　春はる人とは、興きょう味みしんしんにのぞきこんだ。

「見みるんじゃない！」

　長ながく伸のびたまゆげの下したから、するどい目めが春はる人とをにらみつける。

　あわてて、春はる人とは両りょう手てをあげた。

「ご、ごめん……」

「陰おん陽みょう師じだからって、なんでも許ゆるされると思おもったら大おおまちがいじゃ」

　ため息いきまじりに、再ふたたびあさりはじめる。

「雨あま宮みやさんに効きく薬くすり……ありますか？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、コロボックルはうなずいた。

「これで、だいじょうぶ。すぐによくなりますよ」

　言いって、差さしだしたのは、手てのひらにすっぽりおさまってしまうほどの、小ちいさなビンだった。

　中なかには、真まっ白しろな液えき体たいが入はいっている。

　かすかに甘あまいミルクのようなニオイがする。

「あんまりはやく治なおるのも、問もん題だいなんですけど……だいじょうぶでしょうか？」

「フォッフォッフォ。すぐにと言いっても、やはり１、２ヶ月げつはかかりますよ。しかし、人にん間げんに害がいのあるものは、入はいっておりませんし、かならず完かん治ちします」
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　やさしく説せつ明めいしてくれるコロボックルからわたされた秘ひ薬やくを見みて、雨あま宮みやは顔かおをあげた。

「ほんとに？　本ほん当とうに治なおるの？」

「強つよく信しんじていればね。たいていのことは、かなうもんさ」

「おじいさん、ありがとう！」

　黒くろい影かげが、だんだん薄うすくなっていく。

「高たか野のさん、私わたし……」

「はやくよくなって、また学がっ校こうにおいでよ。私わたし、待まってるから」

　影かげの目めのあたりから、涙なみだがこぼれた。

「私わたし……なにもしてないのに。ひどいことばかり、言いったのに……」

「いいの、いいの。だって、雨あま宮みやさんの気き持もち、わかるもん」

「……私わたし、帰かえるね！」

　雨あま宮みやの体からだが、キラキラと光ひかりだす。

　杏あん樹じゅは、雨あま宮みやが消きえるまで、ずっと笑え顔がおで手てをふっていた。

「話はなしあいで解かい決けつできたね、杏あん樹じゅ。すごいよ」

　シルフが肩かたにのって、息いきをついた。

「あー、つかれた」

「おつかれさま」

　シルフの体からだをそっとなでてやる。

「それじゃあ、わしも帰かえります」

「え、でもきたばっかだし、よかったら、うちに──」

「八や咫たのカラスさんに乗のりゃあ、そうかかりませんし……人にん間げんの家いえは、わしには大おおきすぎますから」

　コロボックルは笑わらって、八や咫た烏がらすの上うえに乗のった。

「本ほん当とうにいいんですか？」

「これを、待まってる者ものがいるんでね」

　そう言いって、麻あさのカバンをたたいた。

「では、大たい使しさま──またお会あいしましょうや」

　これが合あい図ずだったのか、八や咫た烏がらすが空そらへと飛とびたった。

「ありがとうございました！」

　杏あん樹じゅがさけぶ。

　それにこたえるように、八や咫た烏がらすは学がっ校こうの上うえを３回かいまわると、北きたの地ちにむかって飛とんでいく。

「フン。青せい龍りゅう、オレらも帰かえるぞ」

　春はる人とが、ほおをふくらませながら、教きょう室しつから出でていこうとする。

「ちょっと！」

　杏あん樹じゅはあわてて引ひきとめた。

「なんだよ、やんのか？」

「ちがうよ……これ」

　言いって、教きょう室しつ内ないを見みわたす。

　ひっくり返かえったつくえ、こなごなになったチョーク……まるで、台たい風ふうが通とおりすぎたかのようだった。

「てつだってほしいんだけど……」

「オレも片かたづけんの!?」

「クラスメイトでしょ、安あ倍べくんも」

　杏あん樹じゅが言いうと、春はる人とはおどろいたように立たちどまった。

　それから、片かた手てでくしゃくしゃっと髪かみをかきまわす。

「おまえって……意い外がいとオシが強つよいのな」

　そうつぶやいて、ハハッと声こえを出だして笑わらった。

「ま、いっか。てつだってやるよ」

　月つき明あかりに照てらされた春はる人との笑え顔がおは、たしかにアイドルの仁じんくんに似にてるかも……と杏あん樹じゅは思おもった。







　　　　19　そして、杏あん樹じゅは……




「ねーむーいーっ！」

　つくえにつっぷして、いまにも寝ねてしまいそうな杏あん樹じゅは、教きょう室しつ内ないを見みわたした。

　昨日きのう、あのあと──めちゃくちゃになったつくえや床ゆかを、すべて、春はる人とと２人ふたりで片かたづけたので、疲つかれはてていた。

「にしても、安あ倍べだっけ？　強ごう情じょうなヤツだったなー」

　杏あん樹じゅの頭あたまに張はりついたまま、シルフが口くちをひらく。

（たしかに……）

　ベスは帰かえったし、雨あま宮みやも落おちついた。

　なのに、春はる人とは杏あん樹じゅにこう言いったのだ。

「今こん回かいは、話はなしあいで解かい決けつしたかもしれないけど、次つぎもそうってわけにはいかないんだからな！」

　そう捨すてゼリフをはいて、帰かえってしまった。

「はあ……」

　小ちいさくため息いきをついて、チラリと教きょう室しつのドアを見みる。

　杏あん樹じゅは、教きょう室しつに入はいってくる人ひとを待まっているのだ。

「くるかなー」

　シルフが楽たのしそうに、クルクルと空くう中ちゅうをまわっていた。

「でも、昨日きのうの今日きょうだし……どうだろうね」

　そのとき、里さと美みが駆かけよってきた。

「おっはよ……って、杏あん樹じゅ、どうした？」

　右みぎ手てには包ほう帯たいを巻まき、顔かおにはうっすらとできたクマを見みて、里さと美みは想そう像ぞう力りょくを働はたらかせた。

「夜よどおし、マキひろいでもしてたの？」

「なにそれ」

「だって、これ──手て、ひどい傷きずじゃない！」

　言いいわけが得とく意いな光こう哉やに教おそわってきたことを、そのまま口くちにする。

「夜よる、おじいちゃんの書しょ庫この整せい理りしてて、切きっちゃったんだよね。けっこう深ふかくて」

　まさか、陰おん陽みょう師じの呪じゅ符ふで切きったとは言いえない。

「あー、紙かみって切きれやすいからね」

　納なっ得とくする里さと美みを見みて、シルフが頭ず上じょうで笑わらっている。

（笑わらうとこかなぁ……）

　朝あさのホームルームがはじまるまでの時じ間かん、教きょう室しつ内ないはザワザワしている。

　それが急きゅうにピタリとやんだ。

　一いっ瞬しゅん、シルフの笑わらい声ごえが、みんなに聞きこえたかとドキドキする。

　しかし、そうではなかった。

　ふと教きょう室しつのドアを見みる。

「……お、おはよう」

　松まつ葉ば杖づえをついて、ゆっくりと教きょう室しつ内ないに入はいってきた。

　クラスメイトたちにむかって、雨あま宮みやはぎこちない笑えみを浮うかべて、おはよう、とくり返かえす。

「あ、雨あま宮みやさん……どうしたの？　そのケガ。だいじょうぶ？」

　クラスメイトのひとりが、ためらいながら話はなしかける。

　前まえの雨あま宮みやだったら、すぐに、「関かん係けいないでしょ」と、ツンとした反はん応のうをしただろう。

　だけど、今日きょうはちがった。

「えっと……だいじょうぶじゃないけど、平へい気き。……あの……心しん配ぱいしてくれて、ありがとう」

「え、あ……うん」

　ありがとうと言いわれた子こが、不ふ思し議ぎそうな表ひょう情じょうを浮うかべた。

　雨あま宮みやが、こちらにやってくる。

　静しずまりかえったクラスメイトが、無む言ごんで道みちをゆずる。

「立たち花ばなさん、高たか野のさん……おとといは、せっかく家うちにきてくれたのに、ひどいこと言いってごめん」

　そう言いって、頭あたまを下さげた。

「へ？」

　里さと美みは、すなおにあやまった雨あま宮みやを、不ふ思し議ぎそうに見みる。

「どういう風かぜのふきまわし？」

　小こ声ごえで杏あん樹じゅに聞きいてくる。

　事じ情じょうを説せつ明めいできない杏あん樹じゅは、さあ、とだけ答こたえた。

　すなおになった雨あま宮みやは、なんだかかわいく見みえる。

「えーと」

　里さと美みが首くびをかしげる。

「おとといって、なんかあったっけ、杏あん樹じゅ？」

　そう言いって、杏あん樹じゅを見みる里さと美みの口くちもとには、笑えみが浮うかんでいた。

　杏あん樹じゅはそれを見みて、里さと美みはあの暴ぼう言げんをなかったことにしようとしているのだ、と気きづく。

　アイコンタクトをして、杏あん樹じゅは考かんがえこむフリをした。

「うーん、なんにもなかったと思おもうなぁ」

　雨あま宮みやがビックリしたように顔かおをあげて、杏あん樹じゅと里さと美みの顔かおを交こう互ごに見みる。

「だって──」

「いいじゃん、なにもなかったんだから」

　里さと美みが手てをかして、雨あま宮みやを席せきにすわらせる。

　それを見みたクラスメイトは、またざわつきはじめた。

「でも、あの……」

　納なっ得とくいかない雨あま宮みやが、ぐずぐずしているのを見みて、里さと美みがズイッと顔かおをのぞきこむ。

「友ともだちが、もういいって言いってんだから、いつまでも引ひきずらないの！」

「う、うん……って、友ともだち!?」

　雨あま宮みやの切きれ長ながの目めが、大おおきく見みひらかれる。

「ちがうの？　私わたしはそうだと思おもったんだけど。ね、杏あん樹じゅ？」

　里さと美みのやさしさに、杏あん樹じゅはうなずいた。

「よし、これから百ゆ合りって呼よぶわ。私わたしのことも里さと美みでいいし、杏あん樹じゅも杏あん樹じゅでいいから」

「えっ、私わたしの意い見けんはないの？」

「ないよ。それとも、高たか野のさんって呼よばれたいの？」

「そうじゃないけどさ」

　杏あん樹じゅと里さと美みのやりとりを見みて、おもわず百ゆ合りが笑わらった。

　その顔かおは、心こころから笑わらっているように見みえた。

「なんだ、ちゃんと笑わらえるんじゃん。はじめて見みた」
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　里さと美みが近ちかくの席せきにすわる。

「で、ケガはどうなの？」

「すぐにはムリだけど、あせらずに治なおすことにしたの」

「そっか」

　里さと美みがほほえんだ。

「また、おどれるようになったら、発はっ表ぴょう会かいに呼よんでよね──にしても、なんか変かわったね、百ゆ合り」

　里さと美みの言こと葉ばに、百ゆ合りがにこっと笑わらう。

「昨日きのうね、女おんなの子こに話はなしを聞きいてもらったの。それで、なんだか、スッキリしちゃって」

（え！）

　覚おぼえてるはずないって、シルフが言いってたのに。

　頭ず上じょうで浮うかんでいるシルフが、ビックリしたように肩かたをすくめている。

「女おんなの子こ？　だぁれ、それ？」

「夢ゆめで、なんだけどね」

「なんだ、夢ゆめかあ」

　里さと美みが話はなしを盛もりあげようと、質しつ問もんをつづける。

「どんな子こだったの？」

「なんかね──」

「はっくしゅん！」

　話はなしを止とめたくて、わざとくしゃみをしてみたが、２人ふたりの話はなしは止とまらない。

　それどころか、杏あん樹じゅがくしゃみをしたのにも、気きづいていない様よう子すだった。

「……そうだなぁ」

　百ゆ合りが教きょう室しつをキョロキョロと見みまわす。

「あっ」

　百ゆ合りが指ゆびさしたのは、杏あん樹じゅだった。

　ビクッとなってしまう。

「杏あん樹じゅに似にてた、かも」

「えー、ほんと？　ぐうぜんかな、私わたしも杏あん樹じゅに似にた子こに助たすけられる夢ゆめ、見みたことあるんだよね」

　里さと美みが声こえをあげる。

「ねぇ、その子こ、空そら飛とんだりしてなかった？」

　あせっている杏あん樹じゅの横よこで、２人ふたりの会かい話わはエスカレートしていく。

（どうしよう……）

　青あおざめている杏あん樹じゅの横よこを、春はる人とが通とおる。

「こんどは、忘わすれ薬ぐすりでも作つくってもらうんだな……」

　そうつぶやいて、去さっていく春はる人との背せ中なかを、杏あん樹じゅはただ、ぼうぜんと見みつめていた。


おわり









　Ｄｅａｒディア　この本ほんを手てにとってくれたみんな




　１巻かん目めを買かってくれたみんな、おひさしぶり。

　２巻かん目めではじめて手てにとってくれたみんな、はじめまして。

　川かわ崎さき美み羽うです。

　まずは、この場ばを借かりて──お礼れいを言いわせてください。

　お手て紙がみをくれたみんな、どうもありがとう。１通つう１通つう、大だい事じに読よませていただきました。

　サプライズで、お返へん事じを書かいてみたのだけれど、きちんと届とどきましたか？

　みんなを驚おどろかせたくて、ちょこっとがんばってみました。

　ほんとうに、どうもありがとう！

　お手て紙がみをもらうのは（みんなもそうかもしれないけど）すごくうれしいので、ひきつづき待まってますね！

『ヴァンパイア大たい使しアンジュ』３巻かんは春はるになる予よ定ていです。楽たのしみに待まっててね！


Ｆｒｏｍフロム　川かわ崎さき　美み羽う
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川崎美羽／作


１９８２年生まれ、横浜在住の水瓶座Ａ型。運命のイタズラで物書きになる。ふわふわしたものや、けもけもしたものが好き。現実逃避で行くのは湾岸線ドライブ。アニメ「.hack//Roots」のシリーズ構成を手がけたほか、ノベライズも担当。






近衛乙嗣／絵


帝都在住のイラストレーター。挿絵を担当した作品に『エイティエリート』（角川スニーカー文庫）、『撃墜魔女ヒミカ』（電撃文庫）、『ゴッデス！』（ＨＪ文庫）、『RIGHT×LIGHT』（ガガガ文庫）などがある。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










ヴァンパイア大たい使しアンジュ②




嵐あらしをよぶファッションモデル!?の巻まき








作さく　川かわ崎さき美み羽う

絵え　近この衛え乙おと嗣つぐ
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